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パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の 普及 と 共に , 年 々 ソフ トウ ェ ア の 数 も 増大 し て いる が , ソフ 
トウ ェ ア の レン タル な ど に より , 複製 物 が 大 量 に 出回る と いう 問題 が 発生 し て いる 。 (レン タ 
ル ソ フ ト 業 に つい て は , 1984 年 9 月 現在 , ソフ トウ ェ ア の 著作 権 法 が 制定 され て いな いた め , 
その 基 非 に つい て は , 本 書 で は 特に 触れ な い 。) 

この た め , ソフ ト ハ ウス は , 自衛 手段 と し て , 製品 に 対し , 何ら か の 複製 禁止 の 手段 ( プ 
ロ テ ク ト ) を 考え な けれ ば な ら な いこ と と な る 。 

現在 パー ソナ ルコ ンピュータ 用 ソフ トウ ェ ア の メデ ィ ア と し て は , CMT* と フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク の 2 つが ほとん ど で あ る 。 

CMT に 関し て は , 記録 方 式 (変調 方 式 、 ボ ー レ ー ト ) な ど が まち まち で ある た め , 一 般 
論 と し て の プロ テク ト 法 は 確立 が 難し い が , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 関し て は , 標準 的 な 物理 
フォ ー マ ッ ト が 確立 され て いる た め , 一 般 論 と し て 論じ し や すい 。 

また , 使用 きれ て いる FDC も パー ソナ ルコ ンピュータ 全 種 類 で 数 える ほど の 種類 し か な 
く , 機種 に よっ て 大 きく 異な る プロ テク ト を 開発 する 必要 が な く , 開発 工数 の 削減 の 点 か ら 
も 有利 で ある 。 

も ちろ ん , FDC の 違い に よる プロ テク ト の 違い は 当然 ある の で , これ に つい て は , 第 2 章 
を 参照 され た い 。 

プロ テク ト に 関し , プロ グラ ム 開 発 者 , 及び ソフ ト ハ ウス と し て 考え ん な けれ ば な ら な い 点 
が いく つか ある 。 

1. プロ テク ト を か ける こと に より , 商品 自体 の パフ ォ ー マ ンス を 落と し て は な ら な い 。 

つま り , プロ テク ト の チェ ッ ク に 時 間 が か か りす ぎ た り , 起動 が 不安 定 に な っ て は な ら 
な い 。 
2. プロ テク ト を か けた 場合 は ,。 ユー ザー が バッ クア ッ プ を 作成 する こと が で き な い た め , ユー 
ザー の 誤操作 な ど で マ スタ ー が クラ ッシュ し た 場合 , クレ ー ム と な る 可能 性 が 大 で ある 。 
この た め の 何 ら か の 対策 が 必要 で ある (現行 商品 の 中 で は , 同 内 容 の ディ スケ ッ ト を 予備 
用 と し て 付属 する ケー ス が 多い )。< 注 : 特に OA 化 の た め の ソ フト > 
以上 2 点 が 少な く と も 考え な けれ ば な ら な い 点 で ある 。 


これ ら に つい て は , 各 プ ログ ラム 開発 者 ,. ソ フト ハウ ス で 独自 の ポリ シー が ある と 考え ら 
れる の で この 点 に つい て は , お まかせ し た い 。 

プロ テク ト の 基本 的 な 考え 方 は 。 ター ゲッ トマ シン で 使用 きれ て いる ディ スケ ッ ト の 標準 
的 物理 フォ ー マ ッ ト と は 異な る フォ ー マ ッ ト で , プロ グラ ム , デー タ な どの リー ド , ライ ト 
を 行なう こと で ある 。 

これ に より , ター ゲッ トマ シン の 標準 バッ クア ッ プ ソフ ト で は , バッ クア ッ プ で き な い こ 
と に な る 。 

し か し , 最近 は , 簡単 な フォ ー マ ッ ト を 変更 し た プロ テク ト 程 度 で は , ユー ティ リティ ー 
ソフ ト な ど で バ パ バックアップ され て し まう ケー ス が 多く , さら に 複雑 な プロ テク ト が 必要 と さ 
れる 。 

本 書 で は , この 点 を 踏ま え , 基本 的 な ゲ プロテクト 法 を 紹介 し た 後 , いく つか の 複合 型 の プ 
ロ テ ク ト 法 を 紹介 する 。 

複合 型 の プロ テク ト 法 は , その 組合 わせ に より , 無限 に 近い 種類 の プロ テク ト 法 が 考え ら 
れる が , 本 書 で は その 代表 例 (と 思わ れる も の ) を 紹介 する 。 

読者 が 本 書 の 内 容 を ベー ス に し て , より 強力 , か つ , パフ ォ ー マ ンス の 優れ た プロ テク ト 
を 開発 され る こと を ぜひ お 願い し た い 。 


CMT : カセ ッ ト 磁 気 記 録 装置 。 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ の 場合 , ほとん ど が オー ディ オカ セッ ト テ 
ー プ と 同じ メデ ィ ア が 使用 され , 記録 , 再生 も , 家庭 用 テー プレ コー ダー が 使用 され る 場合 
が 多い 。 


標準 的 物理 フォ ー マ ッ ト : 詳し く は 、 1 章 で 述べ る が , た と えば , 5 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 場合 。 
MFM, 40 ト ラッ ク プ ドラ イブ プ (両面) 16 セ クタ ー プ トラ ッ ク , 256 バ イ 
トブ セク ター が 多い 。 























図 1- 1 に 5 イン チ デ ィ ス ケッ ト , 8 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 外観 を 示す 。 

3 インチ, 3.5 イ ンチ ディ スケ ッ ト も 同様 な 構造 を し て いる が , 5 イン チ , 8 インチ ディ ス 
ケッ ト よ り も 細部 が 複雑 で , ジャ ケッ ト も プラ スチ ッ ク な ど で 作 られ て お り , 外部 か ら の 和 
撃 に 対し て 強く な っ て いる 。 

これ は , メデ ィ ア の 小型 化 に より , ユー ザー の 不 注意 に よる ディ スケ ッ ト の 破壊 事故 が 増 
加 し な いよ うに 考え られ た も の で ある 。 

また , プロ テク トノ ッ チ の 位置 も 異な り , さら に 5 イン チ , 8 イン チ デ ィ ス ケッ ト に は な 
い ,。 シャッター 構造 を 持つ 。 

し か し , メデ ィ ア を 回 転 きせ 同心 円 上 に 情報 を 記録 再生 する と いっ た 点 に つい て は 何ら 差 
異 は な い 。 

5 イン チ デ ィ ス ケッ ト と 8 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 違い は , 大 き さ の 他 ,. プロ テク トノ ッ チ , 
及び イン デック ス ホ ー ル の 機構 が 異な る 点 で ある 。 

5 イン チ デ ィ ス ケッ ト で は , プロ テク トノ ッ チ が 存在 する 状態 で 、 リ ー ド プラ イト 可能 , 
プロ テク トシ ー ル で 塞い だ 状態 で プロ テク ト 状 態 と な り , ライ ト 動 作 不能 と な る 。 

し か し , 8 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 場合 は , 送 に プロ テク トノ ッ チ が 存在 する (つま り , プ 
ロ テ ク トノ ッ チ が 切れ か か っ た 状態 ) で プロ テク ト 状 態 と な り , プロ テク トノ ッ チ が 存在 し 
な い 状 態 で は , リー ド プ ライ ト 可 能 と な っ て いる 。 

5 イン チ デ ィ ス ケッ ト は , プロ テク トノ ッ チ が 存在 する 状態 で ., 8 イン チ ナチ ディスケット は 
プロ テク トノ ッ チ が 存在 し な い 状 態 で 市 販 さ れ て いる 。 

5 イン チ デ ィ ス ケッ ト は メデ ィ ア に 書き 込み 後 , プロ テク トシ ー ル を 付け れ ば , プロ テク 
ト さ れる が , 8 イン チ デ ィ ス ク は , メデ ィ ア に 書き 込ん だ 後 , プロ テク トノ ッ チ の 位置 に 相 
当 す る 部 分 を 専用 の 治 具 に て 切り 取ら な けれ ば な ら な い 。 

これ は , 8 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 機構 上 の 問題 点 で ある 。 

この た め , 開発 ツー ル な どの ディ スク 装置 に は , 外部 か ら 強 制 的 に ライ ト 動 作 を 禁止 する 
スイ ッ チ (ライ ト プ ロ テク トス イッ チ ) が 付い て いる も の が ある 。 

な お , 最近 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は , この プロ テク トノ ッ チ の 検出 を 光学 式 で 行 
な っ て いる 。 
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【 図 1 - 1 


この た め , 透過 型 の 検出 方 式 な ら , プロ テク トシ ー ル の 材質 は 何で も 良い が , 反射 式 の 場 
合 は 光 を 反射 させ る こと の で きる 材質 で な いと 問題 が 生じ る 。 

市 販 さ れ て いる ディ スケ ッ ト (5 イン チ ) に 付属 され て いる プロ テク トシ ー ル は , 反射 式 
で も 問題 の な い 材質 が 使用 され て いる (一 部 異な る も の も ある )。 

た だ し , 現在 は 透過 式 が は と ん ど で あ る の で , 問題 が 生じ し る の は , まれ で ある 。 

イン デック ス ホ ー ル の 位置 に つい て は , 5 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 場合 は , 単 密度 , 倍 密度 
(これ ら は 後述 ), また 片面 か 両面 か に よっ て 変化 し な い 。 片面 と は , ディ スケ ッ ト の 表側 の 
み の 面 に 記録 する 方 式 で , 両面 と は, ディ スケ ッ ト の 表 , 裏 両面 に 記録 する 方 式 で ある 。 

も ちろ ん , 記録 方 式 が 同一 で あれ ば , 両面 方 式 は 片面 方 式 の 倍 の 容量 を 一 枚 の ディ スケ ッ 
ト で 持つ こと と な る 。 

8 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 場合 は , 片面 単 密度 方 式 と 両面 倍 密度 方 式 で は , イン デック ス ホ 
ー ル の 位置 が 異な る 。 ど ちら か と 言う と, 片面 単 密度 の イン デック ス ホ ー ル は , セン ター ホ 
ー ル の 真 上 近く , 両面 倍 密 度 の イン デック ス ホ ー ル は , 真 上 より 右 に 存在 する 。 
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この た め , 8 イン チ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は , 2 つの 位置 に オン デック ス ホ ー ル 
パル ス 検 出 装置 が 付い て いる 。 

また , これ に より , どちら の 検出 装置 側 に イン デック ス ホ ー ル パル ス が 出 て いる か に よっ 
て , 片面 単 密度 , 両面 倍 密度 ぃ いずれ の ディ スケ ッ ト が セッ ト さ れ て いる か を 自動 的 に 検出 す 
る こと も 可能 で ある (た だ し , ソフ トウ ェ ア も 対応 させ ね ば な ら な い )。 
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図 1 - 2 に メデ ィ ア 上 に 作成 され る シリ ンダ ー, 及び セク ター の 図 を 示す 。 

ディ スケ ッ ト 上 に は , 同心 円 方 向 に シリ ンダ ー, 円 周 方 向 に セク ター と 名 付け られ た 情報 
の プ ブロック を 単位 と し て デー タ な どの リー ドラ イト 動 作 が 行なわ れる 。 

8 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 場合 は , あら か じ め シ リン ダー 及び セク ター の 情報 (デー タ は ダ 
ミー デー タ が 入っ て いる ) が 作成 され た 状態 (フォ ー マ ッ ト され て いる と 呼ぶ ) で 市 販 さ れ 
て いる が , 5 イン チ デ ィ ス ケッ ト は , フォ ー マ ッ ト が 行なわ れ て いな い 状 態 で 市 販 さ れ て い 
る 。 

さて , シリ ンダ ー, 及び セク ター と 共に , トラ ッ ク , レコ ー ド な どの 用 語 も よく 使用 され 
か つ 混 同 し や すい の で 解説 し て お く 。 

まず , トラ ッ ク と シリ ンダ ー で ある が , これ ら は , 両方 共 , 同心 円 方 向 の 情報 単位 を 示す 
が , 同じ 値 , た と えば 3 で あっ て も , 実際 に 物理 的 に 示さ れる 位置 が 異な る 場合 が ある 。 








ーー 
*N の 値 は ,、 た と えば 


LN 1 5 イン チ デ ィ ス ケッ 
ャ ク ク ポス ト ア ンプ ブル ト の 場合 は 16 で あ 
eo る 。 








シリ ンダ 0 
シリ ンダ 1 


イン デック ス ホ ー ル シリ ンダ 2 











【 図 1 - 2〕 
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これ は , 特に 両面 方 式 の ディ スケ ッ ト の 場合 生ずる 。 

両面 方 式 の 場合 、 さらに , 表面 と 裏面 を 示す た め に , ヘッ ド (番号 ) が 使用 きれ, ヘッ ド 
0 が 表面 , ヘッ ド 1 が 裏面 を 示す 。 

この ヘッ ド と シリ ンダ ー を 組み 合わ せ て , 

トラ ッ ク = テ (シリ ンダ ー) x 2 キオ ヘッ ド 

と し て トラ ッ ク を 使用 する の が 一 般 的 で ある が , 中 に は , トラ ッ ク ニ シリ ンダ ー で ある も 
の (つま り ヘ ッ ド は 別に 指定 する ) な ども ある 。 

いずれ に せよ , 使用 され る 用 語 の 慣例 の 問題 と な る の で , ケー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で 使用 さ 
れ た だ たい 。 

な お , 本 書 で は , トラ ッ ク ニ シリ ンダ ー と し て 使用 し て いる の で 注意 され た い 。 ト ラッ クニ = 
(シリ ンダ ー) X 2 ヘッ ド の 方 を 使用 する と , トラ ッ ク 3 と シリ ンダ ー 3 は 物理 的 位置 が 等 
価 で な いた め 混 乱す る と 思わ れる の で 使用 し な いこ と と し た 。 

次 に レコ ー ド と セク ター で ある が , これ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 用 語 と し て 使用 され る 範 
囲 で は 同じ も の で ある 。 

この よう に , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の よう に , リム ー バ ル な ディ スク 装置 で な く , 一 つの 回 
転 軸 上 に いく つも ディ スク が 付い た 大 型 の ディ スク 装置 に 使用 され る 用 語 を その まま フロ ッ 
ピー ディ スク に も 使用 し て いる た め , この よう な 不都合 が 生ずる 場合 が ある の で 注意 し て い 
だ た だき たい 。 
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1-3 FM と MFM 


先ほど , 単 密度 , 倍 密 度 と いう 用 語 が 出 て きた が , これ ら に つい て 解説 する 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 磁気 記録 装置 で ある た め , 目的 と する 情報 を 何ら か の 磁化 パタ ー ン 
に 変換 し て , また 逆 に 磁化 パタ ー ン を 情報 に 戻し て , 初め て , 記録 , 再生 が 可能 と な る 。 
この た め に は , 書き 込み , 及び 読み 出し の 単位 (時 間 軸 方 向 ), 及び 型式 を 決め な けれ ば な 
ら な い が , これ に 使用 3 きれ る の が FM と MFM で ぁ る 。 


1-3-1 FM 方 式 


FM 方 式 は 単 密度 方 式 と 同意 語 で ある 。 

た と える ば, 今 , 2 進数 化 さ ん れ た 11100101 と いう デー タ を 書き 込む 場合 , 実際 の 信号 と し て 
は 図 1- 3 に 示す よう な 信号 が 書き 込ま れる (書き 込み ヘッ ド に は , さら に この 信号 に 処理 を 
行ない 書き 込み 電流 を 変化 させ て 書き 込み を 行なう )。 

この 図 か ら わ か る よう に , 1 つの ビッ ト は ビッ ト セ ル と 呼ば れる 単位 で 信号 が 作成 され る 。 








ビッ ト セ ル 
ーー ヘー 




















』 220〆SEC 
名 信 サーーー」 UUWUMULTJLTUULTUHL_ 
4 nSEC Me 
TI. TI. 
ーーーー 
〔【 図 1 - 3〕 


第 1 章 標準 的 物理 フォ ー マ ッ ト 15 





FM 方 式 の 規則 は 


1 各 ビ ッ ト セ ル の 先頭 に クロ ッ ク ビ ッ ト を 書く 。 
2 各 ビ ッ ト セ ル の 中 心 に デー タビ ッ ト を 書く 。 


で ある 。 
この 図 ( 図 1 - 3 ) か ら わ か る よう に , 1 バイ ト 分 の デー タ 長 は 、32zsec。 使 用 され る 最大 
の 周波 数 は , 2 zsec デ 500KHz と な る 。 


1-3-2 MFM 方 式 


MEM 方 式 は 倍 密度 方 式 と 同意 語 で ある 。 

MEM の M は MODIFIED の M で あり , FM 方 式 を 一 部 変更 し た も の で ある 。 

MEFM 方 式 の ビッ ト セ ル は 2gsec で あり , FM 方 式 の 44sec の 半分 で ある 。 

この た め , 記録 密度 は 倍 と な る が , その まま で は , 最大 周波 数 も 倍 の 1MHz と な っ て し ま 
い , 倍 の 周波 数 帯域 が 必要 と な り , アン プ の 性 能 . メデ ィ ア の 周波 数 特性 な どの 点 で 間 題 が 
発生 する 。 

この た だ ため, FM 方 式 の 規則 を 一 部 変更 し て , 周波 数 帯域 は FM 方 式 と 同じ く 500KHz と な 
る よう に 決め られ て いる 。 


1 つ 前 の デー タ 1 つ 前 , 及び 現在 の 9 ビットセル の デー タ は 
( 0 で も 1 で も , この 場合 は 同じ ) 0 の た め ク ロッ クビ ッ ト を 書く . 


ビッ ト セ ル 
ら と ま 、、 ーー ベー へ 
6 ド ま り ま 取 や 上 介 他人 0 第 吾 目 0 ル 六 。】 
mmlimihihitiththtititi 
220nSEC 
| 二条 
END NesHEe Ne 


ト 2 ZSEC 3 ZSEC | 
16ZSEC(= 8 ビッ ト = マ バイ ト ) 


【 図 1 - 4〕 
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MFM 方 式 の 規則 は , 


1 各 ビ ッ ト セ ル の 中 心 に デー タビ ッ ト を 書く (FM 方式 と 同じ ) 
2 直前 , 及び 現在 の 両 ビ ッ ト セ モル と も に デー タビ ッ ト が 0 の 場合 (つま り ビ ッ ト が 
存在 し な い ), ビッ ト セ ル の 先頭 に クロ ッ ク ビ ッ ト を 書く 。 


2 の 点 が FM 方 式 と 異な る 点 で , この 方 式 で クロ ッ ク ビ ッ ト を 書く こと に より , 周波 数 帯 
域 を FM 方 式 と 同じ に し , か っ 記録 密度 を 倍 に する こと が 可能 な わけ で ある 。 

MFM 方 式 の 場合 , ク ロッ クビ ッ ト を 書く か 書か な いか は , 1 つ 前 の ビッ ト セ ル に も 影響 き 
れる の で , FDC 内 の 処理 は , より 複雑 で ある 。 

図 1-4 に 11100101 と いう デー タ を 書き 込む 場合 の 記録 信号 を 示す 。 

デー タ が 同じ な の で , FM 方 式 と 比較 し て いた だ きた い 。 

この 図 か ら も わか る よう に , 最大 の 周波 数 は 2zsec=500KHz で ある こと が 確認 され る 。 
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FM 方 式 , MFM 方 式 で , 実際 に どの よう な 信号 が メデ ィ ア に 記録 され る の か は 解説 し た 。 

いづ れ の 方 式 も ,、 メデ ィ ア 上 に は , クロ ッ ク ビ ッ ト と デー タビ ッ ト か ら 成 る ビッ トモ セル の 
羅列 が 書か ん れ て いる わけ で ある が , ここ で 読み 出し 時 に 問題 が 発生 する 。 

つま り , ちょ うど , RS--232 方 式 な どの シリ アル デー タ 転 送 な ど に 使用 きれ る デー タ 形 式 
の うち , スタ ー ト ビッ ト , スト ッ プ ビッ ト に 相当 する も の が 存在 し な いた め , どの ビッ ト セ 
ル が MSB で ある の か , また LSB で ある の か が 判断 で き な い こと に な る 。 

この た め に , ハー ド 的 に デー タ の 同期 を 取る 手段 が 必要 に な る が , これ が ミッ シン グ ク ロ 
ッ ク で ある 。 

これ は , 本 来 存 在 す べき クロ ッ ク ビ ッ ト を 書か な いこ と に より , 読み 出し 時 に これ を 検出 
し て デー タ の 同期 を 取る も の で ある 。 

た だ し , メデ ィ ア が 不良 の 場合 も ,、 ある クロ ッ ク ビ ッ ト が 存在 し な いた め に , ミッ シン グ 
クロ ッ ク で 書か れ た と 判断 され る 可能 性 が ある と 考え られ る が , 存在 し な い ク ロッ クビ ッ ト 
の 位置 は あら か じ め 決 め ら れ て いる の で , この よう な こと は , まず , まれ で ある 。 

図 1-45 に ミッ シン グ ・ ク ロッ ク で 書か れる デー タ と その クロ ッ ク を , また , 図 1-6 に 例 を 
示す 。 


























意 味 デー タ | クロ ッ ク | 本 来 の クロ ッ ク 

IAM の 前 に 置く |」C2H| 14H 1 CH FMM 方 式 
IDAM.DAMDDAM - 
の 前 に 置く A1H| 0AH 0EH 

IAM FCH| D?H FFH 

IDAM FEH| C7?H FFH 

DAM FBH] C7?H FEFH NM 

DDAM F8H| C?H FFH 




















MEM 方 式 時 は , 各 ア ドレ スマ ー ク の 前 置 3 バイ ト の デー タ が 
ミッ シン グ ク ロッ ク で 書か れる 。 
FM 方 式 時 は , 各 ア ドレ スマ ー ク 自体 が ミッ シン グ ク ロッ ク で 
書か れる 。 

【 図 1 - 5〕 
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デー タテ C2H MEFM 方 式 時 
k 沸 小 導 計 小 全 四 旧作 まき 刺 衝 
クロ ッ ク mmVYVWYW mm II 
0 0 0 1 ① 1 0 0 
ミッ シン グ ク ロッ ク 


クロ ッ ク は , 1 CH が 通常 値 
ミッ シン グ ク ロッ ク 時 は この ビッ ト が な く な り 


(ミッ シン グ )14H と し て デー タ を 作成 する 。 








( 図 1 - 6〕 


な お , 図 1 - 5 中 の IAM な どの 用 語 に つい て は , 後述 する の で 参考 程度 に 見 て いた だ きた 
い 。 
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5 物理 フォ ー マ ッ ト 





図 1 - 2 に シリ ンダ ー (トラ ッ ク ) 及 び セ ク ター の 構造 を し た が , ここ で は 1 つの トラ ッ 
ク が どの よう な 構造 に な っ て いる の か を さら に 詳し く 解 説 す る 。 
一 般 に , この 構造 を 物理 フォ ー マ ッ ト と 呼ん で いる 。 
さて , 図 1-7 に 1 つの トラ ッ ク を 展開 し た 構造 図 を 示す 。 
も ちろ ん , 1 つの トラ ッ ク は 周 構造 で ある の で , この 図 は , 1 つの トラ ッ ク を イン デック 
ス ホ ー ル の と ころ で 切り , 展開 し た も の で ある 。 
この 図 か ら も わか る よう に , 1 つの トラ ッ ク は , 
① プ リア ンプ ブル 部 
ポス ト ア ンプ ブル 部 
③ セ クタ ー 部 





ーーーー 





ーー 
ある トラ ッ ク を ここ で 切り , 展開 
する と 下図 の よう に な る 。 






イン デック ス ホ ー ル 


NN トラ ッ ク の 展開 図 
ポス トン アン ブル 部 





プリ ン ア ン ブ ル 部 セク ター 部 
ーー ブーー ハ へ 


セク ターN | ポス ト ア ンプ ブル 














イン デック ス ホ ー ル の 位置 





イン デック ス ホ ー ル の 位置 








【 図 1 - 7〕 
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の 3 つか ら 構 成 さ れ て いる 。 

これ ら の 構造 は , 互換 性 を 持た せる た め に , いく つか の 規格 (物理 フォ ー マ ッ ト ) が ある , 
が , 現在 主流 で ある の が IBM 社 の 提唱 する フォ ー マ ッ ト で FM 方式 で は IBM3740 フォ ー マ 
ッ ト , MFM 方 式 で は IBM シス テム 34 フ ォ ー マ ッ ト と 呼ば れ て いる 。 

また , 現在 の ほとん どの FDC が この 物理 フォ ー マ ッ ト を 使用 する よう に 作ら れ て いる 。 

次 に , 前 述 の プリ アン ブル 部 , ポス ト ア ン ブ ル 部 , セク ター 部 が IBM 社 の 物理 フォ ー マ ッ 
ト で は どの よう に な っ て いる の か を 解説 する 。 


1-5-1 プリ アン ブル 部 





プリ アン ブル 部 は , イン デック ス ・ ホ ー ル 直後 に 位置 する 部 分 で , ちょ うど , 磁気 テー プ 
の ヘッ ダー と 同じ 役割 を は た な す も の で ある 。 

つま り , ディ スケ ッ ト や ディ スク ドラ イブ の 精度 な ど に より , イン デック ス ・ ホ ー ル 直後 
か ら , すぐ に セク ター 部 が 存在 する と , 最初 の 数 バイ ト の デー タ が うま く リ ー ド プラ イト が 
行 な を な い 場 合 が ある た め に 設け られ た 「 余 白 」 と 考え られ る 。 

また , プ リア ン ブ ル 部 に は , この 部 分 が イン デック ス ホ ー ル 直後 で ある こと を 示す IAM( イ 
ン デ ックス ・ ア ドレ ス ・ マ ー ク ) も 含ま れ て いる 。 

図 1-8 に ,。 プリ アン ブル の 構成 を 示す 。 


「ー 

































































FM 方 式 
名 称 | GAP4a ISYNCIIAM GAP1 名 称 「GAP4a SYNC| IAM |GAP1 
デー タ ( 値 ) デー タ ( 値 ) 

0 00 | FC| FE Ge 送 級 | 年 00 CalmC 4E 
0 40 の | | 26 人 人) 80 12 |3 5 50 
イン デック ス ホ ー ル イシ アッ クズ ホー ル 
ト 図 は , た と えば MEFM 方 式 の IAM で は 。 実際 は 。C2. C2。、C2. FC 

の よう に ディ スケ ッ ト に 書か れ て いる こと を 示し て いる 。 











【 図 1 - 8〕 
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GAP と は , ちょ うと 磁気 テー プ の ショ ー ト ヘッ ダー( デ ー タ の ブロ ッ ク な ど 分 ける た め の 
余白 ) に 相当 する も の で , この デー タ ( 値 ) その も の は 何ら 意味 を 持た ず 単 に 読み 飛ば し の 
た め に 使用 さき れる も の で ある 。 

プリ アン ブル 部 に は , 先頭 の GAP4a と 最後 の GAP1 の 2 つの GAP が 存在 し , GAP4a は 
イン デック ス ホ ー ル を 検出 し て か ら の 読み 飛ば し , GAP1 は プリ アン ブル 部 を 読み 終わ っ て 
か ら , 次 の 最初 の セク ター を 読む まで の 読み 飛ば し に 使用 きれ る 。 

SYNC と IAM は , この 2 つ 一 組 で 意味 を 持ち , デー タ の 同期 を 取る た め に 使用 され る 。 

つま り , ディ スケ ッ ト 上 に 書か れ て いる 「0」 と 「1」 の ビッ ト の 列 を , 8 ビッ ト ご と に 
うま く 区 切り , 意味 の ある デー タ と し て 読み 込む た め に 使用 きれ る わけ で , この 2 つが 存在 
し な いと , た と る ば, 


と いう ビッ ト の 列 が , 「AA』」 と いう デー タ の 連続 な の か 「55』」 と いう デー タ の 連続 な 
の か が 判別 不能 と な っ て し まう 。 

厳密 に は , IAM の ミッ シン グ ク ロッ ク に よっ て 同期 が 取ら れる の だ が , SYNC と IAM 2 
つ で デー タ の 同期 が 取ら れる と 考え て も 間違い で は な い 。 

この IAM の アド レス マー ク は , 必ず SYNC と 組み 合わ せ て 使用 さき され, データ の 同期 を 取る 
他 .、 アド レス マー ク 自 体 の 値 に よっ て , これ に 続く デー タ が 何 を 示し て いる の か を 示す 役割 も 
持っ て いる 。 

さて , この よう に プリ アン ブル 部 は , 「 余 白 」 で し か な い の で , 可能 で あれ ば 存在 し な い ほ 
う が , この 部 分 を セク ター 部 に 流用 で きる の で , より 容量 が 大 きく な る こと は 明白 で ある 。 
それ に は , それ な り に ディ スケ ッ ト や ディ スク ドラ イブ の 性 能 が 向上 され て いな けれ ば 不 
可能 で ある が , 最近 で は , これ が 十分 保障 さき れ て いる た め に , プリ アン ブル 部 と し て は GAP1 
の み し か 存在 し な い 物 理 フ ォ ー マ ッ ト が 提唱 され て いる 。 

これ が , ECMA (ヨー ロ ピ アン ・ コ ンピュータ ー・ マ ニュ ファ クチ ュ ア ズ ・ ア ソシエ ー シ 
ョ ン ) と ISO (イン ター ナシ ョ ナル ・ オ ル ガ ニ ゼー ショ ン ・ フ ォ ー・ ス タン ダー ディ ゼイ シ 
ョ ン ) が 提唱 し た ECMA66 (ISO/TC97/SC11 N419) と ECMA70 (ISO/TC97/SC11 N475) 
で , ECM66 フォ ー マ ッ ト は FM 方 式 用 , ECMA70 フォ ー マ ッ ト は MFM 方 式 用 で ある 。 

これ ら は , 単純 に , IBM 社 の フォ ー マ ッ ト の プリ アン ブル 部 を GAP1 の み に し た も の と 考 
えて 良い 。 
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1-5-2 ポス ト ア ンプ ブル 部 


ポス ト ア ンプ ブル 部 は プリ アン ブル 部 と は 逆 に , トラ ッ ク の 最後 (つま り は , 最後 の セク タ 
ー 部 の 後 か ら 次 の イン デック ス ホ ー ル の 位置 まで ) に 存在 する 余白 で ある 。 
この ポス ト ア ンプ ブル も 余白 で ある の で , この 部 分 を セク ター 部 に 流用 し た ほう が より 容量 





が 大 きく な る が , 注意 し な いと , 最後 の セク ター が , は み 出 て し まう 場合 が ある 。 

ゅ いづ れ に せよ , 1 つの トラ ッ ク 内 に ぴっ た り と セク ター 部 が 入る こと は な い の で , 余白 が 
生ずる 。 

これ を ポス ト ア ンプ ブル と 考 る と わか りや すい 。 

ポス ト ア ンプ ブル は GAP で あり , バイ ト 数 は , モク ター 部 の 大 き さ に よっ て 変化 する (GAP 
の デー タ ( 値 ) その も の は 他 の GAP と 同じ で , FM 時 FF』,。MFM 時 4E』 で ある )。 





セク ター 部 は , 図 2-9 に 示す よう に , さら に TIJD 部 と デー タ 部 に 分 か れ て いる 。 
以下 それ ぞ れ に つい て 解説 する 。 


ID 部 は , その セク ター 部 の 属性 な ど を 示す 指標 (ID) で ある ( 図 1 - 9 )。 

oO IDAM 

IDAM (ID アド レス マー ク ) は , これ 以後 に セク ター の ID 情報 が 続く こと を 示す も の で , 
IAM と 同様 に SYNC と 組み 合わ せ て 使用 され る 。 

oO C, HH R,N 


IDAM に 続く C, H, R, N が , ID 情報 その も の で あり , 
C ニ シリンダー 番号 (トラ ッ ク 番 号 ) 
H= ニ ヘッ ド 番 号 
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R ニ レコ ー ド 番号 (セク ター 番号 ) 
N ニ デー タ 部 の デー タ 長 
を 示し て いる 。 
た と えば , 5 イン チ 両 面 倍 密度 方 式 時 は , 
C=0-39 
H= ニ 0 また は 1 (0 が 表面 。 1 が 裏面 を 示す ) 
R テ 1 一 16 
N 三 1 
と な っ て いる 。 
N は デー タ 部 の デー タ 長 その も の を 示し て いる の で は な く , 以下 の よう な 関係 に な っ て い 
る 。 




































































N= テ 0 - …… 128 バ イト セク ター 
N す 。 ov 256 バ イト ノン セク ター 
いあ 全 2 512 バ イト ノ セ クタ ー 
1 つの セク ター 部 
| ID 部 | テー タ 部 
を 称 。 ISYNC| DAM |CIHIRINICRCIGAP2 
デー タ ( 値 ) oo FE | 引 引 引 引 % | FEF 
(16 進 数 ) FM 方 式 
0 電 6 1 間隔 国 孤 国 隊 B 間 0 間 
名 称 ISYNC| IDAM |CIHIRINICRCIGAPz2 
デー タ ( 値 )| oo |AulmElIXIXIXIX| % | dE 
0 MEFM 方 式 
0 訟 引き II IE | 2 1 29 
※ % は 本 文 を 参照 








【 図 1 - 9〕 
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の 1024 バ イド グセ グー 
N ニ 4  …… 2048 バ イト セク ター 
MM 喧 記 eee 4096 バ イト ノ セ クタ ー 
N 


5 ス 00G OK 8192 パ イト / モ セグ グー 


と な っ て いる 。 
この 表 か ら は , 
デー タ 長 王 128X 2* 
と 考え られ る が , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 ,. N= ニ 0 一 3 程度 し か 使用 きれ な いた め , N = 
4 以上 の 場合 、 こ の 表 と 一 致し な い 動作 を する FDC が 多い の て で 注意 を 要する 。 
また , 逆 に この 点 を プロ テク ト と し て 利用 で きる わけ で ある 。 


O GAP2 
GAP2 は , ID 部 を 読ん だ 後 , 次 に 続く デー タ 部 を 読む た め の 読み 飛ば し 部 分 で ある 。 
Oo CRC 


CRC に つい て は 本 章 の 最後 に 詳し く 述 べ て いる の で , そちら を 参照 し て いた だ きた い 。 
アー タ 部 


デー タ 部 は , 実際 に リー ド プ ライ ト さ れる デー タ そ の も の が 入っ て いる エリ ア で ある ( 図 
1-10) 。 


O DAM、 DDAM 


ID 部 と 同様 , デー タ 部 の 先頭 に は デー タ 部 で ある こと を 示す アド レス マー ク が 存在 する 
が , この 場合 に は DAM と DDAM の 2 種類 の アド レス マー ク が 用 意 き され て いる 。 

DAM (デー タ ・ ア ドレ スマ ー ク ) は 通常 使用 きれ る アド レス マー ク で あり , DDAM (デリ 
ー テ ッ ド ・ デ ー タ ・ ア ドレ スマ ー ク ) が 使用 きれ る と , FEDC に よる が , 該当 する セク ター が 
存在 し な いと 判断 され た り , FDC の リザ ルト ステ ー タ ス 中 の 該当 ビッ ト が セッ ト さ れ た り 
し , DAM が 使用 され た 場合 と 区 別 さ れる よう に な っ て いる 。 

も ちろ ん , どちら の アド レス マー ク が 使用 され て いて も , FDC に 送る コマ ンド の パラ メー 
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タ に より リー ドブ プラ イト は 可能 で ある の で , プロ テク ト に 利用 可能 で ある 。 
また , 一 般 的 に は ホス トマ シン の DOS は DAM の み し か 扱わ な い (DDAM の 場合 は , エ 
ラー と 見 な す 場 合 が 多い ) の で , DDAM を 使用 する だ け で も プロ テク ト と し て 使用 で きる 。 


oO デー タ 


実際 に 扱わ れる デー タ が 入っ て いる 部 分 で . この 長 さ は , ID 部 の N の 値 に よっ て 示さ れ 


る 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 。, N ニ = 1 すなわち 256 バ イト プ セ クタ ー が よく 使用 され る 。 


O CRC 
ID 部 の CRC と 同じ く , 本 章 末 を 参照 され た い 。 
O GAP3 


他 の ギャ ッ プ と 同じ く 読 み 飛ば し に 利用 きれ る が , この GAP3 に つい て は , その 長 さ ( ヾ 
イト 数 ) が デー タ 長 に よっ て 変化 する 。 













































































| 1 つの セク ター 部 
ID 部 デー タ 部 
ISYNC| DAM(DDAM) | デー タ CRC |IGAP3 
デー タ ( 値 )| 00 FB (F8) | FF 
(16 進 数 ) 1 FM 方 式 
0 電 |9 1 jpwoN に よっ て 示さ れる | 2 | % 
SYNC| DAM(DDAM) デー タ CR2 |GAP3 
デー タ ( 値 ) 
(6 進数 ) | OO |41 FB(FS8) # | 4E 
02 MFM 方 式 
(10 進 数 ) 蛇 | 8 1 ID 部 の N に よっ て 示さ れる | 2 パ 
※#% は 本 文 を 参照 





上 _- 





【 図 1 - 10〕 
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た と えば , IBM 社 の フォ ー マ ッ ト で は , 次 の よう に な る (いずれ も 8 イン チ フ ロッ ピー ディ ス 
ク の 場合 ) 。 


FM 方式 時 
N=0 …… GAP3=27 バ イト 
N=1 …… GAP3=42 バ イト 
MEM 方 式 時 
N=1 …… GAP3=54 バ イト 
N=3 …… GAP3=116 バ イト 


通常 FDC で は GAP3 の バイ ト 数 を 何ら か の パラ メー タ で 変え られ る よう に な っ て いる 。 
この GAP3 の 長 さ を 利用 し た プロ テク ト も 考え られ る 。 


1-5-4 スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ 





プロ テク ト と いう 面 か ら フ ロッ ピー ディ スク の 磁気 記録 方 式 を 見 る 場合 , 物理 フォ ー マ ッ 
ト と 共に 重要 な の が スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ の 存在 で ある 。 
この 名 称 に 関し て は , 一 般 に 用 語 が 規定 され て いな い の で 著者 が 付け た も の で あり , 本 書 





セク ター に デー タ を 書き 込む 場合 に 書き 替え られ る エリ ア 


(8) 











] デー タ 部 


スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ 
| A A7 
(b) 

1 
1 
> 
」 
1 
を 余分 な パル ス の 発生 

フォ ー マ ッ ト 時 


1 
再 書き 込み で 不 連続 点 発生 = スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ 
【 図 1 - 11〕 
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中 で は , すべ て この 名 称 を 使用 し て いる 

スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ と は , 一 言 で 言え を ば , モク ター の デー タ 書 き 込 み 時 に 発生 する 
RNN 

ある セク ター に デー タ を 書き 込む 場合 , 実際 に 書き 込み が 行なわ れる の は , セク ター 部 の 
デー タ 部 の み で ある 。 

実際 に は , 図 -11( ぅ 9) の よう な エリ ア に 対し て 書き 込み が 行なわ れる が , この 書き 込み は , 
前 に 書か れん て いた クロ ッ ク , デー タ (最初 に 物理 フォ ー マ ッ ト を 行なっ た と き の も の ) と 完 
全 に 同期 し て は 行なわ れ な い 。 

この た め に , この 「 継 ぎ 目 」 で 図 1-11(5) の よう な , 不 連 続 点 (A と A' の 長 さ , つま り 周 波 
数 の ずれ , 及び 余分 な パル ス の 発生 ) が 生ずる 。 

これ を スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ と 呼ん で いる わけ で ある 。 

この スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ は , 1 回 で も , ある セク ター に 対し て 書き 込み 動作 を 行 な 
えば , 必ず 発生 する 。 

また , この スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ は , FDC の リー ド ト ラ ッ ク コ マン ド な ど で , 1 トラ 
ッ ク 分 を 読み 出す と , スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ の 存在 する 場所 以後 の ゲー タ の ビッ ト が ず 
れ て 読み 出さ れる こと で 知る こと が 可能 で ある 。 

この スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ を 利用 し た プロ テク ト は , か な り 強 力 で ある 。 


1-5-5 CRC 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 限ら ず 。 ある メデ ィ ア に 書き 込ま れ た 情報 が . メデ ィ ア の 不良 ( デ 
ィ ス ケッ ト の 場合 は , 温度 に よる 場合 が 多い ), また は 電気 的 な ノイ ズ な ど で , 誤っ て 読み 取 
られ る こと が ある 。 

読み 取ら れ た デー タ の 正当 性 が 不明 で ある 状態 で は , 正確 な 処理 を 行なう こと が 不可 能 と 
な る 。 

情報 工学 に お いて は , この よう な 誤り の 検出 , また 誤り の 訂正 と いう も の は , 大 き な テ ー 
マ で あり , 数 多く の 手法 が 開発 され て いる 

CRC (cyclic redundancy check) は この 誤り 検出 の 1 つの 方 式 で あり , 符号 化 の 方 法 が ハ 
ー ド ウェ ア で 科 単 に 実現 で き , か つ , 復 合 また は チェ ッ ク も 容易 ある た め に 広く 用 いら れ て 
いる 。 
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CRC 方 式 は 巡回 符号 (cyclic code) と 呼ば れる 線形 符号 を た 用 いる も の で ある 。 

巡回 符号 は , 生成 多項式 と 呼ば れる も の を 使用 し て 作成 され る 。 

以下 に 巡回 符号 の 原理 を 示す 。 

ディ スケ ッ ト に 記録 され ん た デー タ は , シー ケン シャ ル (連続 形式 ) で 0 と 1 の ビッ ト が 記 
録 さ れ て いる 。 

この 場合 の 0 と 1 の ビッ ト と 呼ん を で いる の は , クロ ッ ク ビ ッ ト を 無視 し , 純粋 に デー タビ 
ト の み を 示し て いる 。 

この シー ケン シャ ル な ビッ ト の 並び か ら , 任意 の 数 の ビッ ト 数 を 取り 出す 。 
た と る ば , 

10101001 


ミ 


と する 。 
この と き , この ビッ ト の 並び を 1 つの 式 と し て 
X() ニ aaXT 十 aa の 9 十 < 十 aiX 十 3。 
(am…a。 は 0 また は 1) 
の 表現 (これ を 多項式 表現 と 呼ぶ ) で 表わす と , 
X? 十 5 十 X3 十 1 
と 人 な る 。 
この 例 で は , ビッ ト 長 は 8 で あり , ちょ うど 1 バイ ト 分 で ある が , 任意 の 長 さ で 良い 。 
この よう に , 巡回 符号 を 作成 する 対象 と な る 符号 を , 双 (x)。 また , 巡回 符号 を C(xX) と する 
4 
X()xmーA(x)G(x) 十 C) 
と 表現 され る 。 
ここ で , G) は 生成 多項式 と 呼ば れん る も の で あり , m は , この 生成 多項式 の 次 数 を 示し て 
いる 。 
この 式 か ら , 目的 と する 巡回 符号 は X(x) x“m を 生成 多項式 G(x) で 割っ た 余り と いう こと が 
わか る 。 
また , A() は 商 で ある こと も 明白 で ある 。 
さて , この 生成 多項式 で ある が , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 , CCITT (国際 電信 電話 庄 韻 
委員 会 ) の 勧告 に よる , 
G(9 ニ x“ 二 2 十 5 十 1 
が 使用 きれ て いる 。 
よっ て , 副 三 16 と な る の で , 巡回 符号 の 次 数 は , 15 と な り , 16 ビ ッ ト 長 と な る (先ほど の 
物理 フォ ー マ ッ ト 中 で も CRC が 2 バイ ト で あっ た こと を 思い 出し て いた だ きた い )。 
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さて , 例 と し て , 
X(*) ニ x* 十 3 十 X2 十 1 
G(x) ニ X? 十 X 十 1 
と し た 場合 の C(*) を 求め て みる こと に する 。 
この 場合 。 系 が 2 を 法 と する 点 (つま り mod2) と , 一 1 は 1 と 等 価 で ある 点 を 考慮 すれ 
ば , 一 般 の 除算 と 同じ で ある 。 
また , m ニ 3 から 
X(x)xmーx8 上 XX6 十 5 十 X3 





で ある 。 
よっ て , C(⑬) は , 
駐 5 十 1 
X3 十 文 十 1 )X* 十 XX9 十 XX? 十 区 ? 
XX 十 双 6 十 X5 
双 3 
3 十 交 十 1 


双 二 1 | 一 多 三 
和 SE 
C) 

か ら , C() ニ x 十 1 と な る 。 

この よう な 手法 で 巡回 符号 を 計算 する の は , ビッ ト 長 が 大 きく な る と 不利 で ある 。 

この た め , 実際 の FDC 内 で は 次 に 示す シフ トレ ジス ター を 使用 する 方 法 が 用 いら れ て い 
る 。 
図 1-12 に 巡回 符号 を 求め る ブロ ッ ク 図 を 示す 。 














品 は シフト レジ スタ 
| 〇 は 加算 機 (mod 2) 








〔 図 1 - 12〕 
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この 場合 は , 生成 多項式 G(*) ニ x" 十 x2 十 5 十 1 で ある 。 

右側 か ら 入 っ て きた デー タ は , クロ ッ ク に シフ トレ ジス タ に 取り 込ま れ て 行く 。 

この と き , 最終 段 か ら , フィ ー ド バッ ク が , ちょ うど 生成 多項式 の 係数 が 1 の 段 に 入っ て 
お り , ここ で , 2 進 加算 が 行なわ れる 。 

すべ て の デー タ が クロ ッ ク に より 取り 込ま れ た 状態 の と き に , 現在 の シフ トレ ジス タ の 各 
段 に 入っ て いる デー タ が , 余り , つま り 巡 回 符号 と な る 。 

どの よう に し て , 計算 きれ る の か は 説明 を 略す が , 実際 に 机上 に て 計算 され れ ば , 先ほど 
の 手 計算 の 結果 と 一 致す る こと が 確認 され る は ず で ある 。 

さき さて, この 巡回 符号 の 計算 で ある が , いづ れ の 方 法 で も , 手 で 行なう の は 面倒 で ある 。 

し か し , プロ テク ト を か ける 場合 に , あら か じ め CRC が いく つ に な る の か 知り た い 場 合 が 
ある 。 

その た め , BASIC プロ グラ ム に て CRC を 計算 する も の を 作成 し た の で , リス ト 1-1 に 示 
す 。 

この プロ グラ ム は , 先ほど の シフ トレ ジス タタ 方 式 を シミ ュ レ ー ト する も の で 生成 多項式 は 
x 十 x12 十 x5 十 1 を 使用 し て いる 。 

も し , 生成 多項式 を 変更 し た い 場合 は , 120 行 の M=16 を 生成 多項式 の 次 数 に 変更 し , 690 
行 の 生成 多項式 の デー タ を 変更 すれ ば 良い 。 

また , デー タ (X(x)) は 710 行 に 入っ て いる の で 適当 に 変更 し て 使用 する 。 

RUN し て し ば らく する と , 結果 が 表示 され る 。 

な お , この プロ グラ ム は , NEC の N88BASIC を 使用 し て いる の で 他 機 種 を 使用 する 場合 
は 注意 が 必要 で ある (特に 飛び 先 な ど に ラベ ル を 使用 し て いる 点 )。 





〔 リ スト 1 - 1 〕 


10 “ シラ " ュ ン カイ フ コ " ウ サイ サン ファ ロク" ラム 
20 “ by ELLIE 
30 copyright 1984 ELLIE 


50 “ G(X) = セイ セイ タコ ウシ キ 

60 “ D(X) = フリ 9 フ ? フロ 9 フ ? 

70 " BDAT(X ) = 2 シン スウ カ シタ テ "ー タ 
80 “ M = セイ セイ タコ ウシ キ / シラ" スウ 

20 ” FNA = mod 2 / カン スウ 


110 “ initialize and definition 
120 M=16 

130 DIM G(M),D(M),BDAT(?) 

140 FOR IL=0 TO NM 

150 D( IL )=0 

160 NEXT 
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170 RESTORE ※GEN 

180 FOR IL=M TO 0 STEP -1 
190 READ GK(IL) 

200 NEXT 

210 DEF FNA(X,Y)=(X+Y) MOD 2 
220 “main routine 

230 “ 

240 “ read data and convert セ to binar ッ 
250 RESTORE MDATA 

260 READ IDAT$ 

270 UMUHILE (IDAT ま <> "end" ) 


280 IDAT=VAL("&H"+TDAT$ も ) 

290 PRINT "。" ぁ 

300 FOR LP=7 TO 0 STEP -1 

310 BDAT(LP )=IDAT \ (2^LP) 
320 IDAT=IDAT MOD (2^LP) 
330 NEXT 

340 ^ main loop 

350 FOR ML=7 TO 0 STEP -1 

360 DAT=BDAT(ML ) 

370 GOSUB ※SHIFT .REGISTER 
380 NEXT 

390 READ IDAT$ 

400 MEND 


410 "add X^M"s data 
420 FOR 1=1 TO M 


430 DAT=0 
440 GOSUB ※SHIFT .REGISTER 
450 NEXT 


460 “ display resu] 

470 RES=0 :RES$="“* 

480 FOR LP=(M-1 ) TO 0 STEP -1 

490 RES=RES+D(LP )*2^(LP) 

500 RES ま =RES$+RTGHT ま (STR ま $(D(LP ) ) , 1 ) 
510 NEXT 

520 PRINT 

530 PRINT "シュン カイ フウ 八 RES ま 5" ("RIGHT ま ("000 "+HEX ま (RES) , 4 ) "日 ) 
540 END 

550 " simulate of shi 和 ft register 

560 XSHIFT .REGISTER 

570 “ DAT = input data 

580 D(M)=D(M-1 ) 

590 TEMP=DAT 

600 FOR LP=0 TO (M-1) 


610 TEMP2=D(LP ) 

620 IF (G(LP)=1 ) AND (D(M)=1 ) THEN FDAT=1 ELSE FDAT=0 
630 D(LP )=FNA(FDAT , TEMP ) 

640 TEMP=TEMP2 

650 NEXT 

660 RETURN 

670 ※GEN 

680 “ 16 15 14 13 12 11 109876543210 

690 DATA 1。 0。 9。 0。 1 0, 0508050805338050。0.021 CCITT 
700 ※MDATA 

710 DATA 05,1f,12,41 ,end : "dummy data 
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特定 の トラ ッ ク , セク ター に 対し , リー ド , ライ ト を 行なう 場合 , その 指針 と な る の が , 
ID 部 の ID パラ メー タ C, H, R, N で ある 。 

それ ぞ れ , シリ ンダ 番号 ,。 ヘッ ド 番 号 , レコ ー ド 番号 , デー ター 長 を 示し て いる こと は , 
前 章 で 述べ た が , これ ら の 値 に 正常 で な いも の を 使用 する こと に よっ て か ける プロ テク ト で 
ある 。 

ここ で 正常 と 呼ん で いる の は , ホス トマ シン 上 の DOS な ど で 標 準 的 に 使用 きれ て いる 値 
を 意味 する 。 

た と えば , サー フェ ス 0, トラ ッ ク 番 号 0 (最初 の トラ ッ ク ) セク ター 番号 5 (セク ター 
番号 は 1 か ら 始 まる ), デー ター 長 256 バ イト プ セ クタ ー の セク ター を アク セス する 場合 


C= ニ 0, H= ニ 0, R= ニ 5 N=1 


と な る 。 
つま り , 5 イン チ 倍 密度 の ドラ イブ で は , 


C=0-39 
Hー0 ま た は 1 
R= テ 1 16 
N=1 


で ある の が 正常 で ある 。 

し か し , C, HH, R, の 各 パ ラメ ー タ に つい て は , 目的 の トラ ッ ク に シー ク し た 後 で あれ 
ば , 単なる 指針 に 過ぎ ず , どん な 値 で あれ , 書か れん て いる ID と ホス ト か ら 送 られ る が 一 
致し て いれ ば , 正常 に リー ド , ライ ト が 実行 され る 。 

つま り , C, HH, R が , 0 一 255 の いづ れ の 値 で あれ 良い わけ で ある 。 

た と えば , サー フェ ス 0, トラ ッ ク 番 号 0 (C の 値 の こと で は な い ) の トラ ッ ク の ある セ 
クタ の ID 値 が , 


94 フロ ッ ビ ピー デ ィ ス ク プロ テク ト 活 用 ハン ドブ ッ ク 


C=5 
H=3 
R ニ = ニ FFn (m は 16 進 数 を 示す ) 


で あれ ば , これ と 同じ , C, 是 , R を リー ド , ライ ト 時 に ホス ト か ら 送 れ ば , 正常 に リー 
ド , ライ ト が 可能 で ある 。 

この 方 法 で プロ テク ト を か ける と , 上 記 の C, 是 , R の 値 が わか っ て いな いと , リー ド , 
ライ ト で きず , か つ , ホス トマ シン の 標準 DOS 上 で は , 正常 な C, H, R の 値 し か 使用 で き 
な い (し て いな い ) の で , リー ド , ライ ト が 不可 能 と な り , あたかも セク ター が 存在 し な い 
よう に 判断 され る 。 

さて , N (デー タ 長 ) の 値 で ある が , これ は , いさ さか , や っ か いで ある 。 

N の 値 は FDC が , リー ド , ライ ト 時 に 実際 に 使用 する パラ メー タ で , 


N= 0 の 時 128 バ イト セクター 
N= 1 の 時 256 バ イト セク ター 
N= 2 の 時 512 バ イト セク ター 
N= 3 の 時 1024 バ イト セク ター 
N= 4 の 時 2048 バ イト プ セ クタ ー 
N= 5 の 時 4096 バ イト セクター 
NN 6 の 時 8192 バ イト セク ター 





と な っ て お り , 自由 に 変化 させ る こと は , その まま で は , 問題 と な る 。 

も ちろ ん , イニ シャ ライ ズ 時 に , 512 バ イト プ セ クタ ー で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる セク ター 
に 対し て , N=2 の 値 で 、 リ ー ド , ライ ト を する に は , 問題 が な な い が , 256 バ イト セク ター 
で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる セク ター に N= 2 で ライ ト す る (も ちろ ん , 書か れ て いる N の 値 
も 2 で な けれ ば な ら な い ) と , 次 の セク ター の ID 部 以後 まで デー タ が 書き 込ま れ て し まい , 
次 の セク ター が , 見 か け 上 , 消え て し まう こと と な る 。 

逆 に , 512 バ イト プ セ クタ ー で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる , セク ター に 対し , N= 1 で リー ド 
する と , デー タ 部 に CRC エラ ー が 発生 する 。 

実は , より 強力 な プロ テク ト (次 章 参照 ) は , 逆 に これ ら の 事実 を 利用 し て いる の で ある 
が , この 章 で は 扱わ な いこ と と する 。 
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以上 か ら , N の 値 に つい て は , C, H, R の 値 と は 異な り , フォ ー マ ッ ト し た と き の デ ー 
タ 長 と 同一 と する の が 基本 的 な 方 法 で ある 。 

し か し , 一 般 的 に は , 256 バ イト プ セ クタ ー (N=1) が 使用 され て いる の で , フォ ー マ ッ 
ト 時 に , この 値 以外 の , 512 バ イト セク ター, 128 バ イト セク ター を 使用 (も ちろ ん , ID 
部 に 書き 込む N の 値 も , それ ぞ れ N= 2, N= 0 と せ ね ば な ら な い ) する だ け で も , か な 
り の プロ テク ト と な る 。 

また だ た, N の 値 の 扱い に つい て は , FDC に 作用 きれ る こと が あり , NEC の PD765 シリ ー 
ズ で は , N= ニ 0 一 6 の 範囲 で , 先ほど の デー タ 長 が 保障 され て いる が , 富士 通 の MB8876 シ 
リー ズ で は , N の 値 の 下位 2 ビッ ト し か 使用 きれ な い ( そ れ 以 上 の ビッ ト は , マス ク さ れる ) 
の で , N ニ 1, N=5, N ニ 9, N=1 3 は , すべ て , N= 1, つま り , 256 バ イト ンプ セ クタ 
ー と し て 処理 され る 。 

よっ て , N= 4 以上 の 場合 の リー ド , ライ ト は 両者 で 異な る こと を 注意 され た い ( 逆 に こ 
の 違い は , 第 5 章 で 有効 な プロ テク ト 法 と な る )。 

さら に , フォ ー マ ッ ト 時 に , PD765 シリ ー ズ で は , WRITE ID コマ ンド に より , ホス ト 

















[B 

ID dump program 

drivue No,? 1 

track No.? 0 

Hou many sectors? 16 

NO (が H R N 
1 0 0 1 1 
2 0 0 2 1 
3 0 0 9 1 
4 0 0 4 1 
っ 0 0 5 1 
6 0 0 6 1 
ァ 0 0 ィ 1 
8 0 0 8 1 
9 0 0 9 1 
10 0 0 に 1 1 
11 0 0 B 1 
12 0 0 C MM 
13 0 0 D 
14 0 0 E 1 
15 0 0 F 1 
16 0 0 10 1 

| Hard COpP ッ ? ッ 








〔 図 2-1}- そ の 1 正常 な ID 
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か ら 自 由 な C, HH, R, N の 値 (00HーFFH) を 送れ る が , MB8876 シリ ー ズ で は , ライ ト 
トラ ッ ク コ マン ド に より フォ ー マ ッ ト を 行なう た め , MEFM モー ド 時 に は , F5H-F8H, 
FBH, FCH, FEH が 特別 な 意味 を 持つ 。 

この た だ ため, C, H, R, N の 値 に 上 記 の デー タ は 使用 で き な い の で 注意 し て いた だ きた い 
(これ ら の 値 を 使用 する と, 内 部 で 計算 きれ た CRC や . ミッ シン グ ク ロッ ク で デー タ が 書か 
れ た りす る )。 

これ を 利用 し た プロ テク ト 法 も , 第 4 章 で 紹介 する 。 

以上 の 手順 を まとめ る と , 以下 の よう に な る 。 


1. あら か じ め 決 め て お いた , C, H, R, N の 値 ,。 か つ N の デー タ 長 で ,。 フォ ー マ ッ ト 
を 行なう 。 

2. 1. の C, 是 , R, N を 使用 し て , デー タ の 書き 込み を 行なう (必ず し も 書か な く と 
も 良い )。 

以上 で , プロ テク ト が か か る 。 





ID dump program 
drivue No.? 1 

track No,.? 0 

Hou many sectors? 16 


NO。 じ H R N 
1 23 12 64 1 
2 84 62 12 1 
3 F6 2D 6E 1 
4 D6 8E 44 1 . 
5 46 84 26 1 
6 65 48 95 1 
ア 1 1 FE 65 1 
8 E ウ 9 F5 DS 1 
9 9 E5 F4 1 
10 6E 2D FaA 1 
11 6D 2C 6E 1 
12 D8 E3 2C 1 
13 E8 D6 FD 1 
14 F6 E5 D6 1 
MHs) C9 EF DF 1 
16 っ 6 E8 F4 1 

Hard copy? ッ 











〔 図 2-1)- そ の 2 プロ テク ト を か けた ID( 例 ) 


第 2 章 基本 的 な プロ テク ト 37 


プロ テク ト の チェ ッ ク 方 法 は , 
1. フォ ー マ ッ ト 時 に 使用 し た C, H, R, N で デー タ を リー ド , ライ ト し , エラ ー (ID 
が 見 つか ら な いな ど ) と な っ た 場合 、 マス ター ディ スケ ッ ト で は な いと 判断 する 。 


2. リー ド ]D コ マン ド を 使用 し て , フォ ー マ ッ ト し た 時 の C, H, R, N が , すべ て の セ 
クタ ー に つい て 一 致し て いる か チェ ッ ク す る 。 


3. 同じ く , リ ー ド ID コマ ンド に て , フォ ー マ ッ ト し た 時 の C, H, R, N 以 外 の セク タ 
ー が 存在 する か チェ ッ ク す る 。 
な ど で あ る 。 


図 2-1 に 正常 な ID と プロ テク ト を か けた TID の 例 を 示す 。 
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ら - ら FM フォ ー マ ッ ト を 使用 する 。 


ディ スク の 大 容量 化 に 伴い , 単 密度 (FM フォ ー マ ッ ト ) が 使用 され る こと は , パー ソナ ル ・ 
コン ピュ ー タ で は , ほとん ど な い と 言っ て 良い 。 

この 点 を 逆 に 利用 し , ある トラ ッ ク , また は 全 ト ラッ ク に 対し て , FM フォ ー マ ッ ト を 使用 
すれ ば , それ だ け で ホス トマ シン の 標準 DOS な ど で は , リー ド , ライ ト が 不可 能 で ある た 
め , 有効 な プロ テク ト と な る 。 

し か し , 逆 に , 1 トラッ ク あ た り の 容量 が , 単純 に 考え て , 約 半分 と な る の で , パフ ォ ー 
マン ス は 悪く な る 。 

具体 的 な 方 法 と し て は , フォ ー マ ッ ト 時 , 及び , リー ド , ライ ト 時 に , FM フォ ー マ ッ ト で 
行なえ ば 良い だ け な の で , 簡単 で ある 。 

PD765 シリ ー ズ の 場合 , コマ ンド 中 の MEF ビッ ト (MEFM モー ド で ある こと を 示す ビッ 
ト ) を 0 に すれ ば 良く , MB8876 シリ ー ズ の 場合 は , DDEN (ダブ ルデン シテ ィ ー) の 端子 
を “HT (5V) と し て や れ ば 良い 。 

zPD765 シリ ー ズ で は , FM/MFM の 選択 が コマ ンド に て 指定 で きる が , MB8876 シリ ー 
ズ の 場合 , LSI の 端子 に FM/MEM の 選択 が 設け られ て いる 。 

この た だ ため , ハー ド 的 に , MFM に 固定 され て いる パー ソナ ル ・ コ ンピュータ が あり , この よ 
う な 機種 で は 、 FM フォ ー マ ッ ト を 使用 する こと は 不可 能 で ある 。 


2-2-1 DDAM を 使用 する 





デー タ 部 の アド レス ・ マ ー ク に は 通常 DAM が 使用 きれ る が , DAM の 代り に DDAM を 使 
用 し て , デー タ を 書き 込む プロテクト で ある 。 

DDAM を 使用 し た デー タ が 書き 込ま れ た セ モク ター に 対し リー ド を 行なう と , 実行 後 の ス 
テー タス が , DAM の 場合 と 異な る 結果 と な る (DDAM で 書か ん て いる こと を 示す 何ら か の 
ビッ ト が 変化 する が , これ は FDC に よっ て 異な る )。 

この た め , DAM で ある こと を 前 提 に し て ホス ト か ら , その セク ター が リー ド さ れる と , 
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DDAM で 書か れ て いる た め 正 常に リー ド で き な か っ た と 判断 され る わけ で ある 。 

し か し , ステ ー タ ス が 変化 し て も , 適当 な コマ ンド パラ メー タ を FDC に 送れ ば , デー タ 自 
体 は , 読む こと が 可能 で ある の で , DAM を 使用 し た 場合 と 同じ よう に 使用 で きる 。 

な お , DDAM は , ライ ト 時 に 書き 込ま れる の で , 1 トラック 中 に , DAM の セク ター と 
DDAM の セク ター を 混在 させ る と , より 効果 的 で ある 。 
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通常 。5 イ ンチ , MFM, N= 1 の 場合 , 1 トラ ッ ク の セク ター 数 は , 16 で ある が , これ よ 
り 小 さい セク ター 数 に て フォ ー マ ッ ト す る プロ テク ト で ある 。 

た と えば , 8 モク ター と し て フォ ー マ ッ ト を 行なっ た 場合 残り 8 セク ター 分 の エリ ア に は , 
すべ て ギャ ッ プ が 書き 込ま れる 。 

この 方 法 で プロ テク ト を か けた トラ ッ ク に 対し , ID を 読み 出し , 8 モク ター 分 以上 の ID 
が 発見 され れ ば , マス ター ディ スケ ッ ト で は な いこ と が 確認 され る 。 
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アン ダー セク ター 法 と は 逆 に , セク ター 数 を 標準 値 よ り 大 きく する プロ テク ト で ある 。 

た と えば , 前 述 の 例 で , セク ター 数 を 18 と し て , フォ ー マ ッ ト を 行なう 。 

チェ ッ ク 法 は , アン ダー セク ター 法 と 同じ く , ID を 読み 出し , 18 セ クタ ー 分 の ID が 発見 
され な けれ ば , マス ター ディ スケ ッ ト で は な いと 判断 する 。 

この プロ テク ト の 特徴 は , 標準 の ホス トマ シン の ユー ティ リティ ー( バ バックアップ ソフ ト ) 
で は , 16 セ クタ ー 分 の セク ター し か コピ ー さ れず , よっ て エラ ー が 発見 され な いた め , 一 見 
プロ テク ト が , か か っ て いな いよ うに 考え られ る 点 に ある 。 

さて , オー バー セク ター 法 の 場合 , 1 点 注意 し な けれ ば な ら な いこ と が ある 。 

それ は , 容量 の 決っ て いる トラ ッ ク 内 に , 標準 値 以上 の モク ター を 作成 する た め に , その 
まま で は , セク ター が 「 は み 出 す 」 問 題 が 発生 する 。 

この た め , 各 セ モク ター の GAP3 の 長 さ を 短く し て , 1 トラッ ク 内 に お さま る よう に し な け 
れ ば な ら な い 。 

GAP3 の 長き は, FDC の コマ ンド パラ メー タ と し て 指定 で きる も の (PD765 シリ ー ズ ) 
と , ホス ト か ら の デー タ の バイ ト 数 に よっ て 指定 で きる も の (MB8876 シリ ー ズ ) な ど が あ 
る 。 

GAP3 の 長 さ を あま り 短 か くす る と , リー ド , ライ ト に 問題 が 発生 する 場合 が ある 。 
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-5 アン フォ ー マ ッ ト ・ ト ラッ ク 法 


ある トラ ッ ク に 対し て フォ ー マ ッ ト を し な いこ と を 利用 し た プロ テク ト で ある 。 

8 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 場合 は , あら か じ め IBM フォ ー マ ッ ト に て フォ ー マ ッ ト が か け 
られ て いる が , 5 イン チ デ ィ ス ク は , 特殊 な も の を 除い て は , フォ ー マ ッ ト が され て いな い 。 
8 イン チ デ ィ ス ケッ ト は , すでに フォ ー マ ッ ト が か けら れ て いる た め , アン フォ ー マ ッ ト 
に 戻す に は , 外部 か ら , 磁気 を 加え て , 消去 する 方 法 が 考え られ る が , 専用 の 治 具 な ど が な 
いと 危険 で ある 。 

そこ で , ソフ ト 的 に 消去 する こと を 考え る 。 

アン フォ ー マ ッ ト と 言う の は , 極論 すれ ば , アン ドレ スマ ー ク が 1 つも 存在 し な いこ と で ある 。 
つま り , FDC は , リー ド , ライ ト 時 に , アド レス マー ク を 見 つけ て か ら 溢 の 処理 を 行なう 
の で , アド レス マー ク が 存在 し な けれ ば 見 か け 上 , アン フォ ー マ ッ ト の 状態 と 同じ に な る 。 
よっ て , FDC に て , その よう な アン フォ ー マ ッ ト の フォ ー マ ッ ト を か けれ ば 良い こと に な 
る 。 

この や り 方 は , FDC に よっ て 異 な る の で , 個別 に 説明 する 。 


1. PD765 シリ ー ズ の 場合 


PD765 シリ ー ズ を 使用 し て , フォ ー マ ッ ト を 行なう 場合 , WRITE ID コマ ンド を 使用 す 
る 。 

し か し , 単に この コマ ンド を 使用 し た の で は , アド レス マー ク は 書き 込ま れ て し まう 。 

と ころ が , PD765 で , 1 トラック の 容量 を 越え る よう な フォ ー マ ッ ト を 行なう と, 次 の イ 
ン デ ックス ホー ル を 無視 し , 2 周 目 の 最 後 ま で 書か れ て し まう と いっ た 事実 が ある 。 

た と えば , 5 インチ , MFM, N= 6 で フォ ー マ ッ ト を 行なう と , 図 2-2 の よう に な る 。 
この よう に TFDC は , 見 か け 上 トラ ッ ク 2 周 分 を 1 つの トラ ッ ク と 見 て 処理 を 行なう の で , 
1 周 目 に 書い た プリ アン ブル 部 や ID 部 , デー タ 部 先頭 の アド レス マー ク な ど は , 2 周 目 の 書 
き 込み に よっ て すべ て 消さ れ て し まい , アド レス マー ク が 存在 し な く な る 。 

よっ て , アン フォ ー マ ッ ト と 等 価 に な る わけ で ある 。 
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2. MB8876 シリ ー ズ の 場合 


MB8876 シリ ー ズ の 場合 は 、 ライ ト ・ ト ラッ クコ マン ド に よっ て フォ ー マ ッ ト を 行なう が , 
実際 は , プリ アン ブル 部 , ID 部 ,。 デー タ 部 , ポス ト ア ンプ ブル 部 の 全 初 期 デ ー タ を ホス ト か ら 
送る こと に よっ て フォ ー マ ッ ト を 行なっ て いる 。 

よっ て , これ ら の デー タバ パタ ー ン を 変更 し て や れ ば , IBM フォ ー マ ッ ト や ECMA フォ ー 
マッ ト 以 外 の フォ ー マ ッ ト も 可能 で あり , アド レス マー ク を 含ま な い フ ォ ー マ ッ ト を 行なう 
こと も 可能 で ある 。 

一 番 簡単 な 方 法 で は , ライ ト ・ ト ラッ クコ マン ド を 実行 し , 最初 の 1 バイト の デー タ (た 
だ し , 00H-F4H) を DR レジ スタ に 書き 込め ば , 以後 は すべ て 00H の デー タ が 1 トラッ ク 
分 書き 込ま れる た め , アド レス マー ク が 存在 し な く な る , と いう も の で ある 。 

注意 し な けれ ば な ら な い の は , MB8876 シリ ー ズ の 場合 送 に リー ド ・ ト ラッ ク と 言う コマ 
ンド が あり , この コマ ンド で は , フォ ー マ ッ ト に よら ず 1 トラッ ク の 全 デ ー タ を 読み 出す こ 
と が 可能 で ある の で , 上 記 の 方 法 だ と , デー タ が 読み 出さ れ て し まい , 本 来 の アン フォ ー マ 
ッ ト と 区 別 き され て し まう 点 で ある 。 

この 場合 は 、 リ ー ド ID コマ ンド を 実行 し , 有効 な ID が 存在 し な いこ と で , アン フォ ー マ 
ッ ト で ある と 判断 する の が 適当 で あろ う 。 











1 
) 1 周 目 の イ ン デ ックス ホー ル ) 2 周 目 の イン デック ス ホ ー ル 
2 リ 7 | 部 デー タ 部 ! (8192 バ イト ) | GAP4b 
ンプ フル 














アド レス マー ク が 存在 し な い の で , アン フォ ー マ ッ ト と 等 価 で ある 。 








〔 図 2-2Jz PD765 で , N= ニ 6 で フォ ー マ ッ ト す る 。 
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5 イン チ ド ラ イブ ( 倍 密 度 ) の 場合 , サー フェ ス を 別 と 考え れ ば , 使用 きれ て いる トラ ッ 
ク は , 0 か ら 39 ま で で ある が , 39 ト ラッ ク 以 上 の トラ ッ ク を 使用 する こと に よっ て か ける プ ブ 
ロ テ ク ト で ある 。 


単純 に は , 39 ト ラッ ク 以 上 の トラ ッ ク に 対し , フォ ー マ ッ ティ ング を 行ない , リー ド , ラ 
イト を すれ ば 良い わけ で ある 。 

し か し , この 方 法 は , ドラ イブ 及び ディ スケ ッ ト の スペ ッ ク を 越え た た トラ ッ ク を 使用 する 
の で 危険 が 多く , お 勧め で き な い 。 

また , ドラ イブ に よっ て は , 39 ト ラッ ク 以 上 に シー ク で き な い も の や , ディ スケ ッ ト に よ 
っ て は , 39 ト ラッ ク 以 上 の 部 分 に カレ ンダ ー 処 理 (鏡面 処理 ) が 行なわ れ て いな いた め に , 


この 部 分 を アク セス する と , ヘッ ド が 損傷 する 場合 も ある の で , 実験 レベ ル の 場合 に も 注意 
し て いた だ きた い 。 
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ビジ ネス ・ ソ フト , ユー ティ リティ ー ソ フト な ど で は , マス ター ディ スケ ッ ト 保 護 の た め 
か ら , ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 張り 付け た り , プロ テク トノ ッ チ の な い デ ィ ス ケッ ト を 使 
用 する の が 一 般 的 で ある 。 

これ は 逆 に , ある 使用 し て な い セ クタ ー に 対し て , ライ ト 動 作 を 行ない 、 ライ ト プ ロ テク 
ト エ ラー と な れ ば , マス ター ディ スケ ッ ト で ある と 判断 する こと に も 使用 で きる 。 

た だ し , マス ター ディ スケ ッ ト で あっ て も , ユー ザー が ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 剃 す と 
問題 で ある の で , 剃 せ な い 構 造 に し て お く 〈 く 必要 が あり , 逆 に , コピ ー さ れ た ディ スケ ッ ト に 
も , プロ テク トシ ー ル が 張ら れる と , マス ター ディ スケ ッ ト で ある と 判断 する の で , 他 の プ 
ロ テ ク ト と 併用 する の が 望ま し い 。 
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以上 の プロ テク ト は メデ ィ ア に 関係 な く 使用 で きる も の で ある が , 8 イン チ デ ィ ス ク の 場 
合 , さら に 特有 の プロ テク ト を か ける こと が 可能 で ある 。 

まず , 5 イン チ の 場合 は 片面 , 両面 及び 単 密度 , 倍 密度 に 係わら ず , メデ ィ ア の 外観 は 同 
じ で ある が , 8 イン チ の 場合 は , 片面 単 密度 と 両面 倍 密度 と で は , イン デック ス ホ ー ル の 位 
置 が 異な る 。 

この た め , 8 イン チ は , 書き 込ま れ て いる デー タ を 読み 出さ な く と も , ドラ イブ か ら の イ 
ン デ ックス ホー ル の 位置 情報 に より , 片面 , 両面 , ある い は 単 密度 , 倍 密度 を 判断 する こと 
が 可能 で ある 。 

そこ で , これ を 逆 に 利用 し , イン デック ス ホ ー ル の 位置 情報 と は 異な る 密度 な ど で フ ォ ー 
マッ ト を 行なう こと に より , プロ テク ト を か ける こと が 可能 と な る 。 

た と えば , 片面 単 密度 の ディ スケ ッ ト に 両面 倍 密 度 の フォ ー マ ッ ト を 行ない 使用 する 。 

し か し , メデ ィ ア の イン デック ス ホ ー ル の 位置 情報 , た と えば PD765 の リザ ルト ステ ー 
タス 3 (ST3) で 読み 取ら れる TWO SIDE ビッ ト は , 片面 単 密度 の それ で な けれ ば な ら な 
い の で , も し , 一 致し な けれ ば , マス ター ディ スケ ッ ト で は な いと 判断 で きる 。 

この プロ テク ト は 案外 気が付か な い の で , 有効 で ある が , メデ ィ ア の 信頼 性 ( 単 密度 の デ 
ィ ス ケッ ト を 倍 密 度 で 使用 する た め ) 及び , イン デック ス ホ ー ル の 位置 情報 が , 何ら か の 形 
で 読み 取れ な けれ ば な ら な い 点 に 注意 を 用 する 。 

次 に 両面 倍 密度 の 場合 は 、 トラック 0, サイ ド 0.1 の 両方 が 単 密度 で フォ ー マ ッ ト さ れ て 
いる の で , これ を 利用 する プロ テク ト が 考え られ る 。 

一 番目 の 方 法 は , この 単 密度 の トラ ッ ク を 倍 密度 に て 再 フ ォ ー マ ッ ト し て 利用 する 方 法 で 
ある 。 

この 場合 , 特に ホス トマ シン が この トラ ッ ク を 使用 し て いな い 場 合 に 効果 が ある 。 

2 番目 の 方 法 は , トラ ッ ク 0 , サイ ド 0.1 の み を 倍 密度 に て フォ ー マ ッ ト を 行ない , 残り 
の トラ ッ ク を すべ て 単 密度 に て フォ ー マ ッ ト を 行ない 使用 する 方 法 で ある 。 こ れ は 前 述 の 単 
密度 の ディ スケ ッ ト に 倍 密 度 の フォ ー マ ッ ト を 行なっ て 使用 する 方 法 の 逆 で ある 。 

上 記 の よう に , メデ ィ ア , も し く は , ホス トマ シン の 特長 を 良く 知る こと に よっ て 特有 の 
プロ テク ト も か ける こと が 出来 る こと を 知っ て いた だ きた い 。 
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第 ゴ 草 
より 高度 な プロ テク ト 





この 章 で 紹介 する の は , FDC ご と の 特徴, 
能力 を フル に 使用 し た , 比較 的 高度 な プロ テ 
クト 法 で ある 。 

ここ で は , 現在 市 場 で か な り の シェ ア を 得 
て いる NEC の PD765 シリ ー ズ (以下 765 と 
略す ) と 富士 通 の MB8876 シリ ー ズ (以下 
8876 と 略す ) に つい て の 各種 プロ テク ト 法 に 
つい て 解説 する が , 同じ プロテクト 法 で も , 
FDC に より , か け 方 , チェ ッ ク 法 が 異な る 場 
合 ち あり, これ に つい て は , 別々 に 解説 する 。 

また , 各 プ ロ テ ク ト 見 出し の 下 に 対応 する 
FDC が 入っ て いる の で , 利用 きれ た い 。 
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第 2 章 で は , ID 部 の C, HH, R, の 値 を 変化 きせ る こと に よっ て か ける プロ テク ト に つい 
て 解説 し た が , ここ で は , さら に TID の 並び 方 自体 を 変化 きせ る こと に よっ て か ける プロ テク 
ト に つい て 解説 する 。 

この プロ テク ト は , か ける こと より も , チェ ッ ク に 少々 手間 が か か る 。 

図 3-1 は , それ ぞ れ , 1 トラ ッ ク の 全 セ クタ ーID を 読み 出し た 表 で ある 。 

No.1 か ら No.16 まで の セク ター が 存在 し て いる が , No.1 の セク ター は , イン デック ス ホ 
ー ル 後 最初 の セク ター, No.16 は , 最後 の セク ター を 示し て いる 。 

B の 方 は , 一 見 , C, 是 , R の 値 を 変化 させ た プロ テク ト を か けた よう に 見 える が , よく 
見 る と , ID の 並び 方 が 、 まち まち な だ け で , すべ て , 正常 な C, H, R が 使用 され て いる 。 

よっ て , B で も , リー ド , ライ ト 動 作 は 正常 な フォ ー マ ッ ト A と まっ た く 同 様 に 可能 と な 
る 。 

この た め , 単なる リー ド , ライ ト で チェ ッ ク し た の で は , マス ター ディ スケ ッ ト か 否 か の 
判断 は つか な い 。 

そこ で , ID を 連続 的 に 読み 出し , ID の 並び が プロ テク ト を か けた 並び と 一 致す る か どう か 
の チェ ッ ク を 行なう 。 

765, 8876 共 に , リー ド ID, リー ドア ドレ ス の コマ ンド を 有 し て いる の で , これ を 利用 する 
わけ で ある 。 

注意 点 ふ し て は , 上 記 の コマ ンド は , イン デック ス ホ ー ル 後 最初 か ら の ID を 読む の で は な 
く , コマ ンド 起動 後 , 最初 に 発見 し た ID を 読み 取る の で , 隣り 合う 2 つの セク ター ID 間 の 
並び は チェ ッ ク で きる が , トラ ッ ク 上 の TID の 絶対 位置 は 認識 で き な い こと で ある 。 

絶対 位置 を 認識 する プロ テク ト を 次 に 紹介 する 。 
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ID dump program 


drive No.? 1 6 - 
人 A) 正常 な ID の 並び 
+rack No.? 0 (A) 正常 な 普 


Hou many sectors? 16 


NO。 C H R N 
1 0 0 1 1 
2 0 0 2 1 
3 0 0 3 | 
4 0 0 4 1 
っ 0 0 9 1 
6 0 0 6 1 
7 0 0 ア 1 
8 0 0 8 1 
M 0 0 9 1 
10 0 0 人 a 1 
11 0 0 B 
12 0 0 C 1 
13 0 0 D 1 
14 0 0 E 1 
15 0 0 ド 1 
16 0 0 10 1 


Hard copy? ッ 


(B) プロ テク ト を か けた ID の 並び ( 例 ) (インター リーブ 6 フォ ー マ ッ ト ) 
ID dump program 
drive No.? 1 
track No.? 0 
Hou many sectors? 16 











NO0, じ H R N 
1 0 0 1 1 
2 0 0 E 1 
3 0 0 B 1 
4 0 0 8 1 
5 0 0 ら 1 
6 0 0 2 ll 
ァ 0 0 F 1 
8 0 0 W 1 
9 0 0 9 1 
10 0 0 6 1 
11 0 0 3 1 
12 0 0 10 1 
13 0 0 D 1 
14 0 0 A 1 
15 0 0 ァ 1 
16 0 0 4 1 

| Hard COP ッ ? ァ 
〔 図 3-1〕 
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ヨ - ID の 絶対 位置 に 関す る プロ テク ト 


固 765, 8876 


ID の 並び を チェ ッ ク す る プロ テク ト よ り 強 力 な プロ テク ト で ある 。 

図 3-2 , B を 見 る と , この 並び 方 で は , 前 述 の ID の 並び を チェ ッ ク す る プロ テク ト で は , 
A と B が 同一 と 認識 され る 。 

この た め , イン デック ス ホ ー ル 後 , 最初 の ID を 読み 出し , その 後 , それ 以後 の セク ター ID 
を , 読み 出せ ば チェ ッ ク が 可能 と な る 。 

以下 に , この 手順 を 示す 。 


(1)765 の 場合 


765 の 場合 , リード ・ ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク コ マン ド を 使用 し て , イン デック ス ・ ホ ー ル 直 
後 の セ クタ ー を リー ド で きる の で , これ を 利用 する 。 

リー ド ・ ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク は , リー ド ・ デ ー タ コマ ンド と 異な り , イン デック ス 後 最 
初 の セク ター の ID と ホス トマ シン か ら 送 られ た ID と を 比較 し , 異な っ て いて も , リー ド 処 
理 は 行なわ れる 。 

し か し , ID 部 の ID と ホス トマ シン か ら の TID が 異な っ て いた 場合 , ST1( リ ザル トス テー 
タス 1 ) の D 2 ビッ ト が 立つ の で , 最初 の セク ター の ID が 一 致し て いる か どう か の チェ ッ ク 
が 可能 と な る 。 

B の 場合 。C=0, =0, R=3, N= 1 に て , リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク コ マン ド 
を 実行 後 , ST1 の D 2 ビッ ト が 立っ て いな けれ ば , マス ター ディ スケ ッ ト と 判断 で きる 。 

この 後 , さら に , リー ド ID コマ ンド に て , 1 トラ ッ ク 分 の セク ター を 読み 出し , プロ テク 
ト を か けた ID と すべ て 一 致し て いる か どう か , チェ ッ ク を すれ ば , 良い 。 

な お , 上 記 の リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク 実 行 後 , 即 リー ド ID を 行なえ ば , 2 番目 の セク 
ター 以後 が 読み 出せ る の で , これ を 基 に テー ブル を 作り , チ ェ ッ ク を 行なっ て も 良い 。( 図 4 一 
2 の ID ダン プ の プロ グラ ム は , これ を 利用 し て いる )。 
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|「 ir 








D dump program (A) 正常 ID の 並び | 
drive No.? 1 
track No.? 0 
Hou many sectors? 16 
NO。 C H R N 
+ 0 0 1 1 
2 0 0 2 1 
3 0 0 3 【 
4 0D 0 4 1 
5 0 0 5 1 
6 0 0 6 1 
ァ 0 0 ァ 中 
8 0 0 8 1 
9 0 0 9 1 
10 0 0 a 1 
11 0 0 B 1 
12 0 0 C 1 
13 0 0 D 1 
14 0 0 世 1 
15 0 0 F 1 
16 0 0 10 1 
Hard copy? ッ 
ID dump program (B) ID の 絶対 位置 に 関す る プロ テク ト を か けた ID の 並び 
drive No,? 1 
track No.? 0 
Hou many sectors? 16 
NO。 じ H R N 
1 0 0 F 1 
2 0 0 2 1 
3 0 0 ア 1 
4 0 0 ジジ 1 
a) 0 0 3 1 
6 0 0 4 1 
ァ 0 0 5 1 
8 0 0 6 1 
9 0 0 ァ 1 
10 0 0 8 1 
11 0 0 9 1 
12 0 0 全 1 
13 0 0 B 1 
14 0 0 (上 1 
15 0 0 D 1 
16 0 0 E 1 
Hard copy? ッ 


〔 図 3-2〕 
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(2)8876 の 場合 


8876 の 場合 、765 の リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク に 相当 する の が , リー ド ・ ト ラッ クコ マン 
ド で ある 。 

し か し , リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド は , フォ ー マ ッ ト に 依存 せ ず . イン デック ス ホ ー ル 直 
後 か ら ,。 1 トラ ッ ク 分 すべ て の デー タ を 読み 取る 。 

この た め , イン デック ス ホ ー ル 後 , 最初 の セク ター の ID を 知る に は , 読み 取っ た デー タ 中 
か ら , 最初 の ID を 捜 さ なけ れ ば な ら な い 。 

IBM シス テム 34 フ ォ ー マ ッ ト の 場合 , 読み 取っ た デー タ の 先頭 か ら , 163 バ イト 目 が C, 164 
バイ ト 目 が H, 以後 , R, N と な っ て いる 。 

し か し , GAP4a の 長 さ が , 読み 取っ た 場合 , 必ず し も 80 バ イト ある と は 限ら な い の で , 実 
際 は , 直前 の IDAM が どの 位置 に ある か を サー チ し て , C, 古 , R, N の デー タ を 読み 取れ 
ば 良い 。 

図 3-3 に , リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド で , 読み 出し た デー タ の 先頭 部 分 を 示す 。 

この 図 で は , 読み 取っ た GAP4a の 部 分 の 先頭 に , 1 周 前 の GAP4b が 混入 し て お り (6 バ 
イト 分 ), 本 来 80 バ イト で ある は ず が , 86 バ イト と な っ て いる 。 

よっ て , 169 バ イト 目 か ら ID が あり , C=27H, H= ニ 1, R= ニ 1, N= 1 と な っ て いる 。 

この 方 法 に より , 最初 の セク ター を 知っ た 後 , リー ドア ドレ スコ マン ド に て , 1 トラック 
分 の ID を 読み 出し , プロ テク ト を か けた 時 の ID と 一 致す る か を チェ ッ ク す れ ば 良い 。 


補足 〕 








以上 の 方 法 の よう に , リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク , リー ド ・ ト ラッ ク を 使用 せ ず , リー 
ド ID, リー ドア ドレ ス の み に よ っ て , イン デック ス ・ ホ ー ル 後 最初 の セク ター (の ID) を 知 
る 方 法 を 紹介 する 。 

1 トラ ッ ク 内 の 各 ブ ロッ ク の 並び は , 第 1 章 図 1 -11-a, b の よう に な っ て いる が , トラ っ 
ク 内 最後 の セク ター と , 2 周 目 の 最初 の セク ター の 間 に は , ポス ト ア ンプ ブル 部 , 及び , プリ 
アン ブル 部 は 存在 する (ECMA フォ ー マ ッ ト で は , プリ アン プル 部 は 存在 し な い )。 

よっ て , リー ド ID コマ ンド な いし リー ド ・ ア ドレ スコ マン ド を 連続 し て 実行 し た 場合 , 1 
番目 の セク ター の ID を 読み 出し て か ら 決 の セク ター の 1ID を 読み 出さ れる まで の 時 間 よ り 
も , 最後 の セク ター の ID を 読み 出し て か ら , 2 周 目 の 最初 の セク ター の ID が 読み 出さ れる 
時 間 の ほう が 長く な る は ず で ある 。 

また , 1 番目 か ら 2 番目 の セク ター の ID を 読み 出す 時 間 , 2 番目 か ら 3 番目 の セク ター の 
ID を 読み 出す 時 間 ……… 最後 か ら 2 番目 か ら 最 後 の セ クタ ー の ID を 読み 出す 時 間 は , 一 定 
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呈 QCGO 


(本 来 80 バ イト で 
ある が , この 場合 
86 バ イト ある ) 






ーGAP1 
ID(C, H, R, N) 
+ CRC 

GaO 9 訴 019 pe 2 HE|_ 

月 け で FE 4E 4E 4E 4E 4E dE CAP2 
OTC DC OO 


[_] は SYNC 





注 ) GAP4a の デー タ が 4EH で な く 〈, 42H, 43H な ど と な っ て いる の は , ビッ ト ず れ が 発生 
し て いる た めで ある 。 








〔 図 3-3〕 


の は ず で あり , 最後 の セク ター か ら , 2 周 目 の 最初 の セク ター の 1D を 読み 出す 時 間 の み が 大 
きく な っ て いる は ず で ある 。 


この 事実 か ら , 各 セ クタ ー の TIJD を 読み 出す と 同時 に , 読み 出し に 要 し た 時 間 を 測定 する 
こと に より , イン デック ・ ホ ー ル 後 , 最初 の セク ター の ID を 知る こと が で きる 。 
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コ -3 GAP ヨ の 長 さ を チェ ッ ク す る 
_ プロ テク ト 


圏 765, 8876 


IBM フォ ー マ ッ ト , ECMA フォ ー マ ッ ト で は , デー タ 長 に より GAP3 の 長 さ が 変化 する 
が , この 長 さ は 極端 に 短い (1 バイト ぐら い に す る ) と リー ド , ライ ト 時 に 問題 と な る 可能 
性 が ある が , 長い 分 に は 問題 が な い 。 

し か し , 長く する と , 1 トラ ッ ク あ た り に 入る セク ター 数 が 少な く な る 。 

この プロ テク ト は , この 可変 で きる GAP 3 の 長 さ を キー ワー ド と し て 使う も の で , 今 ま 
で の プロ テク ト と 異な り , 本 来 デ ー タ と し て 使用 きれ て いな い 部 分 を 参照 する も の で ある 。 


(1)765 の 場合 


765 の 場合 、 WRITE ID コマ ンド で フォ ー マ ッ ト を 行なう 際 に , GAP3 の 長き さき が パラ メー 
タ と し て 指定 で きる の で , これ に より GAP3 の 長 さ を 決 定 する 。 

この 場合 、 全 セク ター の GAP3 の 長 さ は , 同じ と な る の で , チェ ッ ク の 方 法 と し て は , 1 
セク ター 目 の GAP3 の 長 さ を チェ ッ ク す れ ば 良い 。 

GAP3 の 長き を チェ ッ ク す る に は , リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク コ マン ド に より , フォ ー 
マッ ト さ れ て いる デー タ 長 より も 大 きい N の 値 で 読み 出す こと に より , まず GAP3 以後 まで 
を 読み 出す 。 

図 3-4 に N= 1 で フォ ー マ ッ ト さ れ た トラ ッ ク に 対し , N= ニ 2 で リー ド ダ イア グ ノ ス ティ 
の る 舟 例祭 読 の 出さ た タ を 示す 。 

この 後 , デー タ 部 の CRC の 後 か ら , 4EH の デー タ の バイ ト 数 が , いく つ あ る か を カウ ント 
すれ ば 良い 。 

この 図 の トラ ッ ク は , フォ ー マ ッ ト の みさ れ て お り , デー タ の 書き 込み が 行なわ れ て いな 
い の で , スプ ライ シン グ ポ イン ト に よる ビッ ト ず れ が 発生 し て いな い が , 図 3-5 の よう に , 
一 度 で も セク ター 対し , デー タ を 書き 込む と , ビッ ト ず れ が 発生 し , GAP3 の 値 が 4Em で は 
な く な る こと が 多い 。 

この 場合 は , 逆 に , デー タ 部 の CRC の 後 か ら , 次 の セク ター の 先頭 の SYNC まで の バイ 
ト 数 を カウ ント する 。 
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4000 EPR BE 民有 * 全 に 所 肥 肖 選 角 記 2 所 
4010 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

4020 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

4030 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 

4040 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

4050 FF FF FF FF'FF'FF FF FF FF FFP.FFFFFFI_ 
4060 人 お: 上 上 P' EE た FPP 所 FEF: EE お 包ま FE で YE グ グー の や 
4070 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 

4080 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 

4090 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

40A0 FF FF FF FF.FF FF FF FFFFFFFFFF FFP 

40BO FE FF・FF .FF' FF FFPF'FF FF FE FF:FF PP 

40CO FEE:EE PP PP FF'PFFF PF PF EKJFF PF 

40D0 FFPF PF:FP:FFSPF PF FF FF FF FFP FE FF 

40EO に F^EE:FE PF FE FE FEP FFP FE: 人 FE FF | 

40F0 FF_FF FFFFFFFFFFFFFFPFFPFFPFFLFF|[「GAP3( こ の 場合 48 バ イト ) 
4100 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E4E4E4E4E4E 4E ANNNNNNNNNNNNNN 
4110 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 
4120 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4 NNNNNNNNNNNNNNNN 
4130 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 1 Al NN 

4140 00 02 01 AF 5F 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E り _NNNNNNNN 
4150 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 00 00 NNNNNNNNNNNNNN 
4160 00 00 00 00 00 00 00 A1 A1 A1 FBFFFF 8 
4170 FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFFFFFF 

4180 FF FF:FF FF FF FF PFF FF FFP-FF FFP-FF PF1_。ae 

4190 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF| < 番目 の セク ター 

41A0 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFF 

41B0 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF FFPFF 

41CO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 


41D0 
41E0 
41F0 


FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF FF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 




















〔 図 3-4] 
SYNC は ビッ ト ず れ が 発生 し た 場合 , FFma と な る の で , これ に より 認識 が 可能 で ある 。 
(2)8876 の 場合 


8876 の 場合 は 、 フォ ー マ ッ ト 時 に , 1 トラ ッ ク 分 の デー タ を すべ て ホス ト か ら 送 る の で , 
GAP3 の 長き さき も セク ター ご と に 可変 させ る こと が 可能 で ある 。 

よっ て , 全 セ クタ ー の GAP3 の 長 さ を 変え て フォ ー マ ッ ト を 行ない , 全 セク ター の GAP3 
の 長き を チェ ッ ク す れ ば , より 強力 な か プロテクト と な る 。 

この 方 法 で フォ ー マ ッ ト し た トラ ッ ク は , 765 で も 読む こと が 可能 で , か つ 全 セク ター の 
GAP3 の 長き の チェ ッ ク も 可能 で ある 。 

し か し , 765 で は , この よう な フォ ー マ ッ ト は 不可 能 で ある の で , 8876 で この フォ ー マ ッ ト 
を か けた ディ スケ ッ ト を 765 の プロ テク ト に 使用 すれ ば , まず , 同一 ホス トマ シン の ユー ザー 
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4000 
4010 
4020 
4030 
4040 
4050 
4060 
4070 
4080 
4090 
40A0 
40B0 
40C0O 


@ABCEF 







ー1 番目 の セ クタ ー の デー タ 


GAP3 








ER (4EH が 24H に 変 
40F0 化し て いる ) 
4100 NEE エ エエ エエ エエ エエ エエ 
4110 F 下 エエ エエ エエ エエ エエ エエ ネエ: 
4120 エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エコ 
4130 $? リッ 
4140 2 。 2 中 員 あ も 
4150 ドキ エエ エネ エエ ネエ エエ エタ 
4160 ツー 
4170 
4180 
419 
410 ー 2 番目 の セク ター 
41B0 
41CO 
41D0 
41E0 
41FO 

CRC この ポイ ント が スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ で ある 

ニー 








〔 図 3-5] 

が プロ テク ト を は ず す こと は 不可 能 と な る 。 

さて , チェ ッ ク 法 で ある が , 手順 と し て は , 765 と 同じ で , リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド に よ 
り , 1 トラ ッ ク 分 の デー タ を 読み 出し , デー タ 部 の CRC の 後 か ら , 次 の モク ター の SYNC ま 
で の バイ ト 数 を カウ ント すれ ば 良い 。 

3-6 に .。 リ ー ド ・ ト ラッ ク で 読み 出し た GAP 3 を 示す 。 

8876 の 場合 , GAP4a の 長 さ が 不定 で ある の で , GAP3 の 位置 を サー チ す る プロ グラ ム に 工 
夫 が 必要 で ある 。 
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E ロ (GOGOGO 





n 語 G OO OCG 上 @ 中 ・ 中 
5OBO | は HE は E HE : HE 叶 E : HE = HE dE HE = * = 引 E 0 
5QOEO 
SODGQ 
5OEO 
SQOFQ 
51 0Q 


デー タ 剖 






= | GAP3(51 バ イト ) 








ーー2 番目 の セク ター 








〔 図 3-6〕 
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ヨ -4 1 トラ ッ ク の 全 セ クタ ー の ID を 
同じ に する こと に よる プロ テク ト 


固 765, 8876 


この プロ テク ト は , 1 トラッ ク 内 の 全 セ クタ ー の TIJD (C, H, R, N) を 同じ に し , か 
つ , 目的 と する セク ター, つま り , イン デック ス ・ ホ ー ル 後 , 何 番目 の セク ター で ある か の 
指定 を し て , リー ド , ライ ト を 行なう も の で ある 。 

通常 の リー ド デ ー タ , ライ ト デ ー タ コマ ンド で セク ター に 対し , リー ド , ライ ト が 行なわ 
れる 場合 , まず , ホス ト か ら 送 られ た ID と トラ ッ ク 上 の TIJD を 比較 し , 一 致し た セク ター が 
発見 され れ ば , リー ド , ライ ト が 行なわ れる よう に な っ て いる が , 全 セ クタ ー の ID が 同一 の 

















ID dump program 

drive No.? 1 

track No.? 0 

Hou many sectors? 16 

NO C H R N 
1 0 0 1 1 
ジ 0 0 1 1 
3 0 0 1 1 
| 0 0 1 1 
5 0 0 1 1 
6 0 0 1 1 
ァ 0 0 1 1 
8 0 0 1 1 
9 0 0 1 1 
10 0 0 1 1 
11 0 0 1 1 
12 0 0 1 1 
13 0 0 1 1 
14 0 0 中 1 
15 0 0 1 1 
16 0 0 1 1 

Hard copy? ッ 

〔 図 3-7〕 
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合 は , 最初 に 見 つけ られ た セク ター に 対し て リー ド , ライ ト を 行なわ れる た め , 2 度目 に 
リー ド , ライ ト す る 場合 は , 異な る セク ター に 対し て 行なわ れる 場合 が ある 。 

つま り 、 各 セク ター の ID が 同一 の た め , 各 セ クタ ー の トラ ッ ク 上 の 絶対 位置 が な わからない 
た めで ある 。 

図 3-7 に 同一 ID で 16 の セク ター を フォ ー マ ッ ト し た 場合 の ID の ダン プリ スト 例 , 及び 
図 3-8 に 同一 ID の ある セク ター に 対し , その 後 , リー ド を 行っ た 場合 , 絶対 位置 の 異な る 
セク ター の 内 容 が 読み 出さ れ た 例 を 示す 。 

これ ら の セク ター に 対し て , イン デック ス ・ ホ ー ル 後 x 番目 の 位置 に ある セク ター に 対し , 
リー ド , ライ ト す る 方 法 を 示す 。 


oe II | 


C000 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 

C010 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 

C020 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 

C030 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 

C040 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 

この デー タ を C050 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 
ぅ | COe0 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 
C=0, H=O ) C070 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 
R ニ 1. N= 1 | CO80 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 
0 Co20 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 

の セク ター に 書 | Coao 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 
き 込 む C0B0 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 
C0C0 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 

COD0 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 
COE0 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 
COF0 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUU 











1 ob と ご cp 衝 rW GPdi mao = = 


C000 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF.FF FF FF FFFF FF 
C010 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 


C=0, HH ニ =0 | Co20 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFFFFFFFF 
R=1, N=1 | C030 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF FF 
の セク ター の 内 | CO40 FF FF FF FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF 

2 C050 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFFFF 
容 を 読み 出す と , | CO060 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 


同一 の セク ター 4! COZO FFFFFF FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF 
C080 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFFFF 

の は ず で ある が | C0920 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF 
違う セク ター の | COA0 FF FF FF FF FF FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF 
C0BO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

内 容 が 読み 出さ | COCO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 
れ て し まう C0DO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 
COE0 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

COFO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 














〔 図 3-8〕 
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(1)765 の 場合 


765 の 場合 の 手順 を 以下 に 示す 。 
① リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク を 実行 する 。 


この 場合 の N は , トラ ッ ク に フォ ー マ ッ ト さ れ て いる N と 等 し いか , それ より 小さ い 値 を 
使用 する 。 

② ⑨① の 直後 。 リー ド ID に て (x 一 2 ) 個 の ID を 読み 出す 。 た だ し , 2 番目 の セク ター 
の 場合 , ID は 読ま ず ,。 次 の ステ ッ プ へ 進む 。 


③ ⑫ の 直後 , ライ ト デ ー タ , また は リー ド デ ー タ を 実行 する 。 


各 手 順 は , 次 の よう な 意味 で ある 。 

① で は , リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク に より , イン デック ス ホ ー ル 後 最初 の セク ター を サ 
ea 

② で は , ① の 直後 (この 点 が 重要 で ある ) (x 一 2) 個 の ID を 読み 飛ば す 。 

た と えば , 5 番目 の セク ター を アク セス する 場合 は , 3 個 の ID を 読み 飛ば す の で , 次 の セ 
クタ ー は , 通算 , 目的 の 5 番目 の セク ター と な る 。 

③ で は , ② の 手順 に て , 次 の セク ター が 目的 の セク ター で ある よう に 「 位 置 決 め 」 が され 
て いる の で , ② の 手順 の 直後 , リー ド , ライ ト を 行なえ ば , 目的 の トラ ッ ク に 対し て ,。 リー 
ド が 可能 で ある 。 

また , 1 番目 か ら , 最後 の セク ター まで の デー タ を すべ て 読み 出す の で あれ ば , ①ー⑨③ の 
手順 を 繰り 返さ ず ,③ の 手順 に , マル チ セ クタ ー リ ー ド を 使用 すれ ば 良い 。 

デー タ を 書き 込む 場合 は , 同様 に マル チ セ クタ ー ラ イト を 使用 する 。 


(2)8876 の 場合 


8876 の 場合 の 手順 を 以下 に 示す 。 
① 「ID の 絶対 位置 に 関す る プロ テク ト 」 の 補足 の 方 法 に より , イン デック ス ホ ー ル 後 最 
初 の セク ター の サー チ を 行なう 。 


② ① の 直後 、 リー ドア ドレ ス に より , (x 一 2) 個 の ID を 読み 出す 。 た だ し , x= ニ 2 の 
場合 ID は 読ま ず すず に, ③ の ステ ッ プ に 進む 。 
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③ の ② の 直後 。 ライ ト デ ー タ , また は リー ド デ ー タ を 実行 する 。 


765 の 手順 と 異な る の は ,① で , これ は , 8876 が イン デック ス ・ ホ ー ル 後 最初 の セク ター に 
対し , 何ら か の 処理 を 行なう コマ ンド を 持た な いた めで ある 。 

前 述 の 補足 の 方 法 で は , ID の 読み 出し 時 間 の 比較 に より 最初 の セク ター を サー チ し た が 
あら か じ め 最 初 の セク ター の ID 読み 出し 時 間 と , 他 の セク ター の 読み 出し 時 間 を 確認 し て 
お き , ある 時 間 以 上 か か っ て 読み 出さ れ た ID の モク ター は , 最初 の セク ター で ある と 認識 す 
る 方 法 も 考え られ , むし ろう 実用 的 で あろ う 。 

この プロ テク ト の 変形 と し て , 全 セ クタ ー の TID を 同一 と せ ず ,。 いく つか の モク ター の ID 
を 同一 と する 方 法 も ある 。 

この 場合 は , 同一 ID の セク ター の 1 つ 前 の セク ター は , すべ て 異な る ID を 持た せ て お け 
ば , リー ド , ライ ト は , まず ダミ ー で , 1 つ 前 の セク ター を リー ド し , その 直後 に , 同一 ID 
の セク ター に リー ド , ライ ト す る こと に より 可能 と な り , 手順 も 簡単 で ある 。 
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圏 765, 8876 


通常 。 同一 トラ ッ ク 内 の セ モク ター の デー タ 長 は すべ て 同一 と な っ て いる が , 各 セ クタ ー ご 
と に デー タ 長 を 変え る こと に より か ける プロ テク ト で ある 。 

原理 的 に は , フォ ー マ ッ ト 時 に 各 セ クタ ー の デー タ 長 が 可変 で きれ ば , 問題 な く リ ー ド , 
ライ ト が 可能 で ある 。 

し か し , この フォ ー マ ッ ティ ング が 可能 な の は , 8876 な ど , フォ ー マ ッ ト の デー タ を すべ 
て ホス トマ シン か ら 送 れる も の で な けれ ば 不可 能 で , 765 の よう に , マク ロ 的 な パラ メー タ を 
送る こと の み で , フォ ー マ ッ ト を 行なう FDC で は 違っ た 方 法 が 必要 で ある 。 

以下 に 765 を 使用 し た 場合 の 方 法 を 解説 する 。 

例 と し て , 図 3-9 に 示す ID を 持つ 8 個 の セ モク ター が 正常 に リー ド , ライ ト が 可能 に な る 
よう に フォ ー マ ッ ト す る 場合 を 考え る 。 

この 例 で は , 2 番目 の セク ター の デー タ 長 が N= 2 と な っ て お り , 他 は N= 1 と な っ て い 
る 。 

まず , 図 3-9 に 示す ID を 使用 し て , N = 1 で フォ ー マ ッ ト を 行ない , 次 に , 2 番目 の セ 












ID dump program 
drive No.? 

track No.? 0 

Hou many sectors? 8 









NO C H R N 

1 0 6 0 1 1 

2 2 ブー 

3 0 0 3 1 

4 0 0 4 1 

p】 0 0 1 

6 0 0 6 1 

ア 0 0 ア 1 

8 0 0 8 1 
Hard copy? ッ 





〔 図 3-9 
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クタ ー に 対し , ライ ト 動 作 を 行なう 。 

この 後 , 再び ID を 読み 出す と , 図 3-10 の よう に , N ニ 2 の セク ター の 次 の モク ター が 消 
えて し まっ て いる 。 

これ は , N= ニ 1 で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる セク ター に 対し て , N=2 で ライ ト 動 作 を 行なっ 
た た め , 決 の セク ター の JD 部 の エリ ア に まで デー タ が 書き 込ま れ て し まい , 見 か け 上 , 次 の 
セク ター が 消え て し まっ た と 認識 され る た めで ある 。 

これ を 人 避 ける た め に は , 図 3-11 の よう に , N= 2 の セク ター の 次 に ダミ ー と な る セク ター 
を 設け て , フォ ー マ ッ ト を 行ない , その 後 , N= 2 の セク ター に ライ ト 動 作 を 行 な を ば , ダ 


ID dump program 
drive No,? 1 

track No,.? 0 

Hou many sectors? 7 


ーーR=3 の セク ター が | 
消え て し まっ て いる 





らら 〇 OO 〇 GG 〇 の どの エエ 
CO へ て へ J ひ ロロ 信 いい は の 
ミン 





〔 図 3-10〕 


ID dump program 

drive No.? 1 

track No.? 0 

Hou many Sec セ tor5? 9 
C 


ーーN テ 2 の セク ター 
の 後に ダミ ー の セ 
クタ ー を 追加 する 。 
C, H, R, N の 
値 は 他 の セク ター 
と 違っ て いれ ば 何 
で も 良い 。 


0O て へ いひ 尽 OIDSI り ロビ カイ 
ビビ は ビビ ビビ BDD ロビ 


H 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 


〇 の 〇 の の の の の 





〔 図 3-11〕 
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ミー の セク ター が 消え る が , 目的 と する フォ ー マ ッ ト が 得 ら れる ( 図 3-12)。 

この 手法 を 用 いて , デー タ 長 の 異な る セク ター を 1 トラ ッ ク 内 に 作成 する こと が で きる が , 
いく つか の 注意 点 を 示し て お く 。 

まず , アン フォ ー マ ッ ト 時 の 1 トラ ッ ク の 容量 は , 6250 (186』) バイ ト と な っ て いる の で , 
これ を 越え な いこ と で ある (5 イン チ , MFM 時 )。 

また , デー タ 長 を 可変 し て ライ ト 動 作 を 行なっ た 場合 , デ ー タ 長 に よっ て は 上 記 の 例 の よう 
に 次 の セク ター だ け で な く , 数 セク ター に 渡り 消さ きれ る 場合 が ある の で , あら か じ め , 何 セ も 
クタ ー 分 が 消さ れる か 計算 する か , 実験 に て 確認 を 行なう こと 。 

また , GAP3 の 長 さも 考慮 に 入れ な けれ ば な ら な い 。 





ID dump program 
drive No.? 1 











て rack No.? 0 
Hou many sectors? 8 
NO0. C H R N 
1 0 0 1 1 
3 3 イー ダミ ー の セク ター 
4 0 0 4 1 が 消え て , 目的 の 
5 0 0 5 1 フォ ー マ ッ ト が 得 
6 0 0 6 1 られ る 。 
4 0 0 ァ 1 
8 0 0 8 1 
Hard copy? ッ 
L_ 
〔 図 3-12〕 
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3-6 トラック 内 
セク ター を 使用 する プロ テク ト @ 


圏 765 


前 出 の 図 3-12 の フォ ー マ ッ ト を 行なう 場合 , ダミ ー の セク ター を 設け て , N= 1 で フォ 
ー マ ッ ト す る 方 法 を 解説 し た が , 同じ フォ ー マ ッ ト を 行なう の に , も う 一 つ 別 の 方 法 が ある 。 
前 出 の 方 法 は , 1 トラ ッ ク の セク ター 中 , デー タ 長 の 一 番 短 い 値 ( 例 で は N = 1) に て フ 
ォ ー マ ッ ト を 行ない , ライ ト 動 作 に より , ダミ ー の セク ター を 消去 し て フォ ー マ ッ ト を 完成 
させ る , と いう 方 法 で あっ た が , 逆 に セク ター 中 , デー タ 長 の 一 番長 い 値 ( 例 で は N= 2) 

に て フォ ー マ ッ ト を 行なう 方 法 で ある 。 

この 場合 , N= 2 の セク ター は , 1 ト が され て いる た め , リー ド , 
ライ ト 動 作 は 正常 に 行なわ れる が , N= 1 の セク ター は , 一 度 デ ー タ を 書き 込ん で や ら な い 
と , 問題 が 発生 する 。 

し か し , この 2 つの 方 法 で 1 トラ ッ ク 内 に デー タ 長 の セク ター を 存在 させ る フォ ー マ ッ ト 
を 行っ た 場合 , 両方 と も , すべ て の セク ター に 対し て 正常 に リー ド 。 ライ ト が 行なわ れる の 
で , 見 分 けが 付か な い 。 

そこ で , さら に この 2 つの 手順 の 違い を キー ワー ド と する プロ テク ト を 考え る 。 

つま り , セク ター の デー タ 長 を 変化 させ る こと で , まず , 1 次 の プロ テク ト を 行ない 。 き 
ら に フォ ー マ ッ ト の 作成 手順 の 違い を チェ ッ ク す る 2 次 の プロ テク ト を か ける わけ で ある 。 

例 と し て , 図 3-9 の フォ ー マ ッ ト で 考え る 。 
まず 、 こ の フォ ー マ ッ ト を 上 記 の 2 つの 手順 に より 作成 する 。 

そし て , リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク コ マン ド に より 各 512 バ イト 分 の デー タ を 読み 出し 
た も の が , 図 3 -13 及 び 図 3 -14 で ある 。 

図 3-13 は , N ニ 1 で フォ ー マ ッ ト し た 手順 の も の で 各 デ ー タ は , 何ら 異常 な 点 は な い が , 
図 3-14 の N 三 2 で フォ ー マ ッ ト し た 手順 の も の は , デー タ に 異常 が 見 られ る 。 

つま り , デー クタ 部 の CRC の 後 。 GAP3 が な く , N= 2 で フォ ー マ ッ ト し た と き の , 254 バ 
イト 十 2 バ イト の CRC が 残っ て し まっ て いる の で ある 。 

これ は , リー ド , ライ ト 時 に は , 何ら 問題 が 発生 し な い の で , この よう みか 方法 に より 確認 
し な けれ ば な ら な い 。 
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逆 に , この 方 法 の よう に , 


4000|FF FF 
4010|FF FF 
4020|FF FF 
4030|FF FF 
4040|FF FF 
4050|FF FF 
4060|FF FF 
4070|FF FF 
4080|FF FF 
4090|FF FF 
40A0|FF FF 
40B0|FF FF 
40CO|FF FF 
40D0 
40E0 
40FO 
4100 
4110 
4120 
4130 
4140|n 
4150 
4160 
4170 
418010 
4190|00| 00 
41A0|100| 00 
41B0|00| 7F 
41CO|FF| FF 
41D0 |FF| FF 
41E0 |FF| FF 
41FOIFF| 00 








リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク に より , デー タ 部 の CRC の 後に 
GAP3 が 存在 する か どう か に より , 2 つの 手順 の いずれ か を 使用 し た か の チェ ッ ク を 行なう 
こと が 可能 で ある 。 


FF 
FF 
FF 
FF 
FF 


FF 
FF 
FF 
FF 
FF 
FF 
FF 


00 
00 
FF 
FF 
FF 
FF 
00 


FF 
FF 
FF 
FF 
FF 


FF 
FF 
FF 
FF 


FF 
FF 


00 
00 
FF 
FF 
FF 
FF 
00 


〔 図 3-13 〕 
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FF 
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00I- 次 の セク ター 部 











Aooo 
4010 
4020 
4030 
4040 
4050 
4060 
4070 
4080 
4090 
40A0 
40B0 
40CO 
40D0 
40E0O 
40FO 
4100 
4110 
4120 
4130 
4140 
4150 
4160 
4170 
4180 
4190 
41A0 
41B0 
41CO 
41D0 
41E0 
41FO 












〔 図 3-14〕 


ー デー タ 部 


N= 2 で フォ ー マ ッ ト 
し た と き の デ ー タ 部 の 
残り 

-| 512 一 (256 十 2) 
=254 バ イト 
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園 765, 8876 


デー タ 部 , ID の 部 の CRC エ ラー は , 主 に メデ ィ ア の 不良 に より 発生 する も の で ある が が , 
これ を 人 人 為 的 に 作り , プロ テク ト に 利用 する 方 法 で ある 。 

デー タ 部 の CRC は , ライ ト 動 作 ( ラ イト デー タコ マン ド に より , セク ター の デー タ 部 に 書 
き 込み を 行なう ) 時 に 自動 的 に FDC 内 で 計算 きれ, 書き 込ま れる 。 

この た だ ため , メデ ィ ア が 不良 で な けれ ば , デー タ 長 に か か わら ず , 一 担 ラ イト 動作 が 行なわ 
れる と デー タ 部 の CRC エ ラー は 発生 し な く な る 。 

よっ て デー タ 部 の CRC エラ ー を 作成 する に は , フォ ー マ ッ ト 時 に 作成 する 方 法 が 一 般 的 
で ある 。 

765 の 場合 は , ID 部 で 指定 する デー タ 長 と 異な る デー タ 長 で フォ ー マ ッ ト を 行 な を ん ば, フォ 
ー マ ッ ト の み し た だ け の 状態 で リー ド 動 作 を 行 を ば , デー タ 部 CRC エラ ー が 発生 する 。 

これ は 当然 の こと で , デー タ 長 が , 例え ば , N= 1 で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる セク ター に 
対し , ID 部 が N = 2 で あれ ば , リー ド さ れる デー タ 長 は , 512 バ イト が 読み 取ら れる の で , 
FDC は , 本 来 CRC で な い 部 分 を CRC と し て チェ ッ ク を 行なう た め , エラ ー が 発生 する わけ 
で ある 。 

8876 の 場合 は , フォ ー マ ッ ト 時 に CRC を 書き 込む デー タ (F7n』) を 送ら ず , 代り に , ダミ 
ー の デー タ を 送れ ば デー タ 部 の CRC エラ ー を 作成 で きる 。 

765 と 異な る の は , デー タ 長 が ID 部 と 同じ で あっ て も , CRC エ ラー が 作成 で きる 点 で あ 
る 。 

と ころ で , デー タ 部 の CRC エラ ー は , デー タ が 読み 取ら れ た 後に 発見 され る た め , 同時 に 
デー タ の 内 容 に 対し て も チェ ッ ク を 行ない プロ テク ト を か ける こと が 可能 で ある 。 

765 の 場合 は , ID の デー タ 長 が , 実際 に フォ ー マ ッ ト さ れ て いる デー タ 長 に 対し て , 大 きい 
か 小さ いか に よっ て , 読み 取ら れる デー タ が 異 な る し , 8876 の 場合 , フォ ー マ ッ ト 時 に 同時 
に デー タ 部 の デー タ を 書き 込め (た だ し , コン トロ ー ル デー タ の 値 は 書き 込め な い ) ば 良い 。 
8876 で この よう に し て か けた プロ テク ト は , 765 で チェ ッ ク す る こと は 可能 で あっ て も , 同 
し フォ ー マ ッ ト で 書き 込む こと は 不可 能 で ある の で , 強力 な プロ テク ト と な る 。 
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圏 8876 


8876 は , デー タ 部 の CRC エラ ー を 作成 する 方 法 と 同様 の 方 法 で ID 部 の エラ ー を 作成 する 
こと が 可能 で ある 。 

リー ド 動 作 で は , ID 部 に CRC エ ラー が ある と , 続く デー タ 部 は 読み 取ら れず , ID 部 の 
CRC エ ラー が 発見 され た 時 点 で , コマ ンド が 異常 終了 され て し まう 。 

よっ て , この 場合 , リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド で デー タ 部 を 読ま な いか ぎり , デー タ 部 が 
あろ うと な か ろう と 同じ で ある 。 

よっ て , 図 3 -15 の よう な フォ ー マ ッ ト を 使用 すれ ば より 多く の TID 部 が 入る の で , これ に 
より , 2 次 的 な プロ テク ト を か ける こと も 可能 で ある 。 

この プロ テク ト は , 765 で も チェ ッ ク す る こと は 可能 で ある が , フォ ー マ ッ ト を 作成 する こ 
と は 不可 能 で ある の で , 765 で は この プロ テク ト は , は ず せ を いこ と に な る 。 


語 肖 清 旧 昌 | 


を 024 62 ボ 8 
ポス ト 
アン ブル 部 





ウタ ク 間 pm | pme | 


syMc | maM ER ee 


層 入 肖 和 NR Ni 
7H' を 使用 せ すず, ダミー の デー タ 2 バイ ト 
(本 来 の CRC の 値 と 異な っ て いれ ば 何で も 良 
い ) を 書き 込む 。 

















= ョ | 
〔 図 3-15〕 
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圏 765, 8876 


リー ド 動 作 を 行なっ た 場合 , デー タ 部 が 読み 取れ な いこ と を 利用 する プロ テク ト で ある 。 

デー タ 部 が 読み 取れ な い (FDC の リザ ルト ステ ー タ ス の 該当 する エラ ー ビ ッ ト が 立つ ) 原 
と し て は , DAM また は , DDAM が 正常 に 読み 取れ な か っ た か , DAM, また は DDAM が 
存在 し な いか の いづ れ か で ある 。 

よっ て , これ と 同じ 状態 を 人 為 的 に 作り 出せ ば 良い わけ で ある が , この 手順 は , FDC に よ 
っ て 異な る の で , 個別 に 解説 する 。 


(1)765 の 場合 


765 の 場合 , WRITE ID コマ ンド に より フォ ー マ ッ ティ ング を 行なう が , この コマ ンド は , 
マク ロ パ ラメ ー タ を FDC に 送る だ け で フォ ー マ ッ ティ ング を 行なう も の で ある の で , 
DAM, な いし は DDAM を 存在 させ な いよ うに フォ ー マ ッ ティ ング する こと は 不可 能 で ある 。 

また , ライ ト 動 作 時 も , メデ ィ ア が 不良 で な いか ぎり , 正常 に DAM また は DDAM が 書き 
込ま れ て し まう の で , 一 見 DAM, DDAM を 操作 する こと は 不可 能 と 思わ れる が , 実は 実験 
を 行なう と , 面白 い 事 実 が わか っ た 。 

765 の 場合 N= ニ 0 で フォ ー マ ッ ト を 行なう と デー タ 長 128 バ イト プン セク ター で フォ ー マ ッ 
ト が 行なわ れる 。 

これ は , MFM, FM モー ド い づれ も 同じ で あり , 正常 に フォ ー マ ッ ト が 行なわ れる 。 

し か し , N= (0 の 場合 ,MFM モー ド に て , ライ ト 動 作 を 行なう と, DAM, DDAM が 破 
壊さ れ , この 後 , リー ド 動 作 を 行なう と , デー タ が 読み 出せ な いこ と と な っ た 。 

よっ て , N= (0 と 限定 は され る が , 765 で も この プロ テク ト が か けら れる こと と な る 。 

図 3 -16 に , この 方 法 に よっ て , DAM を 読み 出し 不能 と し た セク ター の ダン プ を 示す 。 

765 の リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク で は 読み 出せ な い の で , 8876 の リー ド ・ ト ラッ ク に よっ 
て 読み 出し て いる 。 

8876 の リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド で 読み 出さ れる デー タ は , ミッ シン グ ク ロッ ク の デー タ , 
つま り , アド レス マー ク に 同期 し て 読み 出さ れる が , 図 の DAM 部 分 は ビッ ト ず れ が 発生 し 
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て お り , これ で は FDC が DAM と し て 認識 で き な い こと が わか る 

これ は 筆者 の 想像 で ある が , お そら ちく, 765 は N ニ 0 の 場合 MPM モー ド で ライ ト 動 作 を 
行なう と , DAM の Alm3 バイ ト を 書き 込ん だ 時 点 で ライ ト 動 作 が 異常 終了 する た めで は な 
いか と 思わ れる 。 

し か し , 765 の や マニュア ル に は , MFM モー ド 時 に N= 0 の デー タ 長 を 使用 する こと に つい 
て は 規定 され て お ら ず , 一 概 に LSI の ロジ ッ ク ミ ス と 考え る の は 不適 当 で ある 。 


(2)8876 の 場合 


8876 の 場合 は , 自由 の フォ ー マ ッ ト で フォ ー マ ッ ティ ング する こと が 可能 で ある の で , 
DAM, DDAM を 書か な いこ と も 。, まな DAMDDAM を 765 電 合 と 同じ よう に 不 完全 に 書 
き 込 む (DAM の FB』 な いし は F8』 の か わり に ダミ ー の 値 を 書き 込め ば 良い ) こと も 可能 
で ある 。 

特に , DAM を 書か な けれ ば デー タ 部 は 必要 な い の で , 図 3-15 の フォ ー マ ッ ト を 使用 する 


こと も で きる (た だ し , ID 部 の CRC は コン トロ ー ル デー タ “F7n" を 使用 し て 正常 に 書か 
れる よう に する )。 


逆 に , デー タ 部 を 残し て お き , リー ド ・ ト ラッ ク ・ コ マン ド に て , 読み 出し , チェ ッ ク す 
る , と いっ た 2 次 の プロ テク ト を 使用 する こと も 可能 で ある 。 








5OQQO Bo 20 90 90 290 90 90 90 BE 4E 4E dE dE HE 4E HE 

5O10 | は E は E 4E dE は E は E dE dE は E dE HE 9E dE dE HE 叶 E 

5OEO HE 4E は E は E HE は E は E dE dE 4E dE 4E 4 は E 4E 4E AE 

5030 | は E 4 は E 4E 4 は E dE dE dE 4 は E 4E dE dE HE 4E 4E EE リア ンプ ブル 部 
5Od0 HE HE HE は E は E= - HE = と 
OO | は HE は E HE は E HE 叶 E 
5oO60 IOO_ QO_ OO EE に ES に 
5070 | は 4 は E は E は E dE 4 は E = 

5OBO 1HE dE HE は E dE = 

5090 | は E は E は E dE ME 

5OAO oO OO OO GO QG 
呈 OEBQO 












IAM 
正常 に 書か れ て いる 














ツク フフ アフ リフ 7 ツア ファ フワ ブ ダフ ウズ 7Z 
' 疲 填 き れ た DAM。 











本 来 な ら ば , FDH は , FBH で な けれ ば な ら ヽ 。 

か つ , この 時 点 で ビッ ト ず れ が 2 

(この 時 点 で コマ ンド が 異常 終了 し て いる と も 考え られ る ) 
〔 図 3-16〕 
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で ッ ト ず れ ) を 利用 し 2 


圏 765, 8876 


スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ と いう 言葉 は , 著者 の 造語 で , ある セク ター に デー タ が 書き 込 








FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
EF (FE IEP EPSEESEF 
FF FF FF FF FF FF FF| ゲー タ 部 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FFIGAP3, テー タ は 4EH で , フォ 


FF FF FF FF FF FF FF 2 
FF_FF FF FF FF FF FF| "シッ ト 時 と 同じ で ある 。 














ビビ 4F 7 に と 

4E 4E 4E 4E 4E 4E AE NNNNNNNNNNNNNN 
4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 
4E 4E 4E 4E 4E 4E AE| NNNNNNNNNNNNNNNN 
00 00 00 00 00 00 00 NNNNN 

AF 5F 4E 4E 4E 4E 4E eee ゅ _NNNNN 
4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 
00 00 00 00 A1 A1 A1 N ooo 


FF FF FF FF FF FF FF 

FE FF FF.FF FF FE FE 

EE ボ F PE PP FFP に: お PF に 。 還 
PF 必 記 PF 定 HPE2FP PE の こ て 
RF RF PFCFF FP FE た F 

FF FF FF FF FF FF FF 

FF -FP だ に FE PF EE 

お PE PP FE FFPE 

FF FFPF FFP PF FE 日 











〔 図 3-17) ス プラ イシ ング ・ ギ ャ ッ プ の な い 場 合 (PD-765A) 
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まれ た 場合 , その 前 後に て 発生 する ギャ ッ プ (ずれ ) を こう 称し て いる 。 

この プロ テク ト は , トラ ッ ク 上 に , この スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ が 存在 する か 否 か を チ 
ェ ッ ク す る プロ テク ト で ある 。 

スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ は , フォ ー マ ッ ト の み を 行なっ た (ライ ト 動 作 を 行なっ て いな 
い ) トラ ッ ク に は 存在 せ ず ,、 か つ , ライ ト 動 作 を 1 度 も 行なっ て いな い セ クタ ー の 前 後に も 
存在 し な い 。 

チェ ッ ク 方 法 と し て は , 765 の 場合 は リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク コ マン ド , 8876 の 場合 
は , リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド に より , GAP3 の 値 が , フォ ー マ ッ ト 時 の 値 (MFM な ら 4Eu) 


と 同じ か どう か を チェ ッ ク す る 。 








FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FFFF FFFFFFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 
FF' FF. FF FF FF:FF FF PFF FF FF.FF FF FF FFPFP.FF 
F FF FF FF FEF FF EF FF FF FF FF FFFF FE FF FF。 ラー タ 新 
FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFFFFFFFFFF 7 ク き 
FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFFFFFFFFFF 
に 記 EPPE'EP 下 旧 に JPE1EP' PEYPP FFPE:EEYPE PE 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 
FF:FF FF FF FESFE PF:FF PF FE PF FP FE:PF FEF 
FF FF FF FF FF FF FF FFFF FFPFF FFFFFFFFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFPFFFFFFIGAP3, 最初 の 1 バイト 目 以外 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF FFFFFFFFFFI は , すべ て 12H で , フォ ー マ ッ 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFF 
FF_FF FF FF FF FF FFFFFFFFFFFFFFI「 時 の デー タ , 4EH と 異な る 。 

12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 NN 
12.12 12 12 12 32 12.12. 12 12 12 12 12 


4000 
4010 
4020 
4030 
4040 
4050 
4060 
4070 
4080 
4020 
40A0 
40BO 
40CO 
40D0 
40E0 
40F0 
4100 
4110 


























4120 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

4130 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF 

4140 FF FF 9F CO OO 02 12 12 12 12 12 EAA@e フタ 
4150 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

4160 FF FF FF FF FF FF FF FE 14 14 14 

4170 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

4180 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 pn 

4190 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 ト - 次 の モク ター 
41A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

41BO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

41CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 


41D0 
41E0 
41F0 


00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 QO 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 


CRC この 点 に スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ が 存在 する 





」 








〔 図 3-17] ス プラ イシ ング ・ ギ ャ ッ プ の ある 場合 (z PD-765A) 
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同じ で あれ ば , スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ は 存在 し て いな いと 判断 する 。 

と ころ で , 8876 の リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド で は , アド レス マー ク が 発見 され る と , それ 
に 同期 が 取ら れる の で , 1 セク ター 目 に スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ が あっ て も , 2 セク ター 
目 の DAM で 同期 が 取ら れる た め , 2 セク ター 目 の GAP3 を チェ ッ ク し て , 2 セク ター 目 の 
スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ の 存在 が チェ ッ ク で きる が , 765 の リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク コ 
マン ド で は , デー タ の 読み 出し の 先頭 ,. つまり, イン デック ス ホ ー ル 後 , 最初 の セク ター の 








呈 QGQQO 
旨 1O 


OO 







プリ アン ブル 部 





5Qn ら 5 7 アピ 2 グー ノ 7Q0 OCG OO 
コ 060 5O_ QO GO に FE 4E HE HE HE 中 E 
5Q プ 0 E に ご 
コ Q08O 
5Q9Q に 中 = 中 ビビ ド 中 に = EE1 ロ ロ 
50A0 oo DC : DO0 oO Oo1 G 9] ID 部 
QBGQ - ド 3 1 
呈 QEO 
5QDQ 


に コ 


rrF|ー デ ー タ 部 





CRC 











| て GAP3。 デー タ は 4EH 
で フォ ー マ ッ ト 時 と 同 
じ で ある 。 

016】 

HE 4E dE dE 

dE HE は E OG DO oO oOQ oO oo oo onle 次 の セク ター 

合 1 ] 『 『 『F FF 


FF F - F FE FF FF 








〔[ 図 3-18] ス プラ イシ ング ・ ギ ャ ッ プ の な い 場 合 (MB8876A) 
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DAM, な いし は DDAM で 同期 が 取ら れる だ け で , 以後 は アド レス マー ク が あっ て も 同期 は 
取ら れ な い 。 

この た め , ある セク ター に スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ が 存在 する と , それ 以後 は , ビッ ト 
が ずれ て デー タ が 読み 出さ れ て し まう の で , それ 以後 の セク ター に スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ 
プ が あろ うと な か ろう と , GAP3 の 値 は フォ ー マ ッ ト 時 の 値 と 異な っ て し まう 。 














50QO 


プリ アン ブル 部 


[119] 


QO 8 | F 合 GE HE 一 ID 部 
せ E ビ HE = 





CRC 











ら 1DQ 中 < d 
芋 1EO の 半生 机 に 間 つ 引 で に . | 1 1 
51FQ ュ ュ 。 2 sd : 
















バイ ト 以 外 は すべ 
て フォ ー マ ッ ト 時 
| の デー タ , 4EH と 
“ーー| 異な る 。 


この 点 に スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ が 存在 する 











〔 図 3-18] ス プラ イシ ング ・ ギ ャ ッ プ の ある 場合 (MB8876A) 
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よっ て , 765 を 使用 する 場合 , この 点 に 注意 し て プロ テク ト を か ける 必要 が ある 。 

図 3 -17 に 765 の リー ド ・ ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク で 読ん だ , スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ の あ 
る 場合 と , な い 場 合 の ダン プリ スト , 図 3 -18 に 8876 の リー ド ・ ト ラッ ク で 読ん だ 場合 の 同 
ダン プリ スト を 示す 。 

この プロ テク ト は , けっ こう 強力 で , GAP3 の 値 を この 方 法 で 読み 出し , チェ ッ ク し な い 
か ぎり , プロ テク ト が か か っ て いな いよ うに 見 える と いっ た 利点 を 持つ 。 
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較 765, 8876 


この プロ テク ト は , 通常 で は 使用 されない GAP4b (ポス ト ア ンプ ブル 部 ) の 値 を 変え る こと 





15% 18% 18% 20% 10% 
1 番目 の | 2 番目 の n 番目 の 0 
紀 6 5 に 


(ポス ト 


2 512 バ イト / セ クタ ー 

GAP3=75 バ イト 

に て 4 セク ター/ ト ラッ ク の マッ ト を 行 な 
う 。 

1 番目 と 4 番目 の セク ター の 
N は 5 (4096 バ イト / セ クタ ー と する 。 













4 番目 の セク ター に デー タ を 書 
この セク ター の ID の N は 5 で 
5 





140+ex8= ニ 927 ト "つっ 5 2093 バ イト 


プリ 1 番目 の 
アン ブル セク ター 
SE 


"58 バ イト 了 e デー タ 部 は 4096 バ イト と し 
る 。 4 番目 の セク ター に デ 
むこ と に よっ て 小さ く な っ た GAP 
( 約 1 バ イト )。 


QOStOk 





擬似 的 に 
作成 工夫 し た GAP4b 









【 図 3-19〕 
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に よっ て か ける プロ テク ト で ある 。 

GAP4b の 値 は 通常 4Pa で ある が , この 値 に 他 の 値 を 使用 し て フォ ー マ ッ ト を 行なう 。 

8876 の 場合 は , ライ ト ・ ト ラッ ク に て フォ ー マ ッ ト を 行なう 場合 に 該当 する デー タ に 4E 
を 使用 せ ず 他 の 値 を 使用 し て フォ ー マ ッ ト を 行なう だ け で ある 。 

し か し , 765 の 場合 は 、 WRITE ID に て フォ ー マ ッ ト を 行なう と , GAP4b の 値 は 自動 的 に 
4EPm と な っ て し まう た め , フォ ー マ ッ ト 時 に GAP4b の 値 を 変え る こと は 不可 能 で ある 。 よ 
っ て , 765 に て この フォ ー マ ッ ト を 作成 する た め に は 湊 の よう な 手順 を 使用 する 。 

図 3 -19,. ① の よう に 5 イン チ , MFM の 場合 ,. 1 トラ ッ ク あ た り の 容量 は 6250 バ イト 十 e と 
な っ て いる 。 

ここ で , 4096 バ イト セク ター, 1 セク ター トラ ッ ク の 場合 に GAP4b の 値 を 変化 させ る 
方 法 を 例 に し て 考え る 。 

まず , ⑦② の よう に 512 バ イト プ セ クタ ー, GAP3=75 バ イト に て 4 セク ター トラ ッ ク の フ 
ォ ー マ ッ ト を WRITE ID に よっ て 作成 する 。 

この 場合 1 番目 と 5 番目 の セク ター の ID 部 の N を 5 と する 。 

他 の セク ター の ID パラ メー タ は 何で も 良い 。 

次 に ⑨ の よう に 4 番目 の セク ター に デー タ を 書き 込む 。 

ID 部 の N の 値 が 5 で ある た め , 書き 込み は 4096 バ イト 分 行なわ れる 。 

この た め , GAP4b の 部 分 まで 書き 込み が 行なわ れる の で , GAP4b は 約 1 バイ ト (実際 は 
も っ と 多い ) と 小さ く な る 。 

また , この 時 に 書き 込ん だ デー タ が 擬似 CAP4b と な る の で , デー タ と し て は ,00H や FFH 
(スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ に よる ピット ずれ が 発生 し た 場合 で も 認識 し や すい ) な どの 単 一 
デー タ を 使用 する と 良い 。 

また 単 一 デー タ 中 に , キー ワー ド 的 に 数 バイ ト 異 な っ た デー タ を 使用 する の も 効果 的 で あ 
る 。 

この 後 , さら に 1 番目 の セク ター に 対し て デー タ の 書き 込み を 行なう ( 図 の ④) 。 

この セク ター の ID 部 の N も 5 で ある の で , デー タ 部 に 4096 バ イト 分 が 書き 込ま れる 。 

この た め , 2 番目 , 3 番目 の セク ター, 及び 4 番目 の セク ター の ID 部 と デー タ 部 の 1 部 が 
消去 され る 。 

これ に より , 残っ た 4 番目 の セク ター の デー タ 部 が 擬似 的 な GAP4b と し て 作成 され た わ 
け で ある 。 

次 に チェ ッ ク の 方 法 で ある が , これ は GAP4b の 値 を , 765 の 場合 は , リー ド ダ イア グ ノ ス 
ティ ッ ク で , 8876 の 場合 は リー ド ト ラ ッ ク に て 読み 出し , 本 来 の 値 で ある か どう か の チェ ッ 
ク を 行え ば 良い 。 
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ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , GAP4b は , スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ が ある と 4Ei 
以外 の 値 , た と えば 27m な ど に な る の で , 逆 に 擬似 的 に 作成 し た GAP4b の 値 で ある か どう か 
の チェ ッ ク を 行なう 方 が 簡単 で ある 。 
擬似 的 に 作成 され た GAP4b の 値 と し て 00』, また は FFn が 使用 され て いる 場合 は 。 ビッ 


ト ず れ が 発生 し て も , 必ず 00』 また は FFm と な る か ら で あ る 。 


この プロ テク ト は 765 で 使用 する 場合 , 手順 が 複雑 で ある が , 逆 に 強力 で ある (解析 され に 
くい ) の で その 効果 は 大 きい 。 
3 -20 に この 方 法 で 作成 し た GAP4b の ダン プリ スト と, 通常 時 の GAP4b の ダン プリ 








中 王 時 5 ーー 

スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ が な い 場 合 

4F90 |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF 

4FA0 |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFF 

4FBO IFF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF FF 

4FCO |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF は 

4FDO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 人 

4FEO FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF - 

4FFO FF_FF FF FF FF FF FF FF FF FF GAP4b の 値 は 4EH 

5000 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 55NNNNNNNNNNNNNN 

5010 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E AE NNNNNNNNNNNNNNNN 

5020 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 

5030 -4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E AE NNNNNNNNNNNNNNNN 

5040 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 

5050 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 

5060 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 

5070 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E 4E NNNNNNNNNNNNNNNN 
スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ が ある 場合 

4F90 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 

4FA0 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFFFF 

4FBO FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFFFFFFFF| 

4FCO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFFFFFFP デ ー タ 部 

4FDO FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF FFPFF 5 

4FEO FF FF FF FF FF FF FF FFFF FF FF 0 全 和 2 

4FFO FF_FF FF FF FF FF FFFFFFFFFF| ,( ビ ッ ト ず れ が 発生 ) 

5000 2 つの 27 2 イド 2727 の アア クア 27: の に 人 

5010 27 27 27 27.27 27 27:27 27 27 27 の の の 

5020 2 アウ イフ アウ 727 2 イア タウ テク 7 0 

5030 27、 2 の 27 27 2 ルウ ァ フ ウィ 27 ファ 2? フイ 2 0 の る あの 8 

5040 22 アク 7 27 フナ クィ ラプ 27 2 る 27 2Y 2 の の の 0 で 

5050 27 2Y、 ウー ク で 、 27 「27 27 フラ 27 2Z 27 タス 2 

5060 27 2 イラ 7 27 27 27 27 27・2 ァ クィ ー ウ 7 の 0 の の の 人 0 

5070 27 27_27 27 27 27 27 27 27 27 27 0 の 証人 2 の な 22 





























〔 聞 3-20〕 通 常 の フォ ー マ ッ ト で 作成 され た CAP4b 
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スト を 示す 。 
これ ら は , いずれ も 765 に て 作成 し た も の で ある 。 





較 スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ が ある 場合 1 

AF90 IFF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

AFA0 |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

4FB0 |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF レ テー タ 部 
4FCO |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 

4FDO |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFPFFFF 

4FED |FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 

4FFO FE PF PE FF_FF FEF_FE 

5000 4E 00 00 00 00 00 
5010 600100 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

5020 |00|00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

5030 |00|00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

5040 |00|00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00|CApP4b の 値 は 00H 
5050 |00|00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

50e0 |00|00 00 00 OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

5o?70l0n|00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 





OSN 











スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ が ある 場合 2 
FF FF FF FF FF FF FFFF FFPFFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FFFFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 
FF FF FF FF FF FF FF FFFFFFFF 
FF FF FF FF FF FFFFFFFF 
FF_FF_FF FF FF FF FF FF FF 

























この よう に 擬似 GAP4b を 作成 す る 時 に デー タ と 
し て , 00H ま た は FFH を 使用 する と , スプ ライ 
シン グ ギ ャ ッ プ が 発生 し て , ビッ ト ず れ を 超 し 
て も 必ず 00H ま た は FFH と な る の で 確認 し や すい 。 








〔 図 3-20] 図 3-19 の 方 法 に より 作成 し た GAP4b 
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固 8876 


8876 で は IBM, ECMA フォ ー マ ッ ト 以 外 の フォ ー マ ッ ト が 可能 で ある 。 

まだ ルー ドキ ドラ ッ グ に より キーツ ' の ト に 係わら ず 1 トラ ッ ク 内 の すべ て の デー タ 
を 読み 出す こと が 可能 で ある 。 

そこ で , 通常 の リー ド , ライ ト 動 作 で 使用 され る 各 セ モク ター の TID 部 を 作成 せ ず デー タ を 書 
き 込 め ば , リー ド ・ トラ ッ ク に て 読み 出さ な いか ぎり , 一 見 アン フォ ー マ ッ ト を 見 られ る と 
いっ た プロ テク ト を 作成 する こと が 可能 で ある 。 

この 場合 , 注意 し な く て は な ら な い の は , トラ ッ ク の 最初 に 少な く と も 1 つ 以 上 の アド レ 
スマ ー ク が 存在 し な いと , リー ド ト ラ ッ ク 時 に デー タ の 同期 が 取れ ず , ビッ ト が ずれ た 状態 
で デー タ が 読み 出さ れ て し まう 。 

ょ っ て , プリ アン ブル に 相当 する 部 分 が 少な く と も 必要 に な る 。 

図 3 -21 に この フォ ー マ ッ ト の 2 つの 例 を 示す 。 

いづ れ も DD 部 が 存在 し な い の で , 一 見 アン フォ ー マ ッ ト と 見 る こと が で き る 。 

また 図 3-22 に 図 3-21 の 2 つの 例 を 使用 し た フォ ー マ ッ ト の ダン プ 例 を 示す 。 


① プリ アン ブル 
② プリ アン ブル 


① の 例 で は , プリ アン ブル 部 の IAM に よっ て デー タ の 同期 が 行なわ れる 。 
②⑨ の 例 で ,。 プリ アン ブル 部 の IAM 及び DAM(DDAM で も 良い ) に よっ て デー タ の 同期 が 行なわ れる 。 












トラ ッ ク の 最後 部 まで デー タ 領 域 と し て 使用 
せ ず , 数 10 バ イト は CAP に し て お く と 良い 。 











〔 図 3-21〕 
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〔 図 3-22〕】 ① の 例 
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〔 図 3-22]】 ② の 例 
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固 8876 


通常 ,。 GAP は スプ ライ シン グ ギ ャ ッ プ を 人 避 ける な ど に 使用 3 され る エリ ア で , この エリ ア に 
デー タ を 書き 込む せこ と は な い 。 

この プロ テク ト は , 逆 に 通常 デー タ 領 域 と し て 使用 きれ て いな いこ の エリ ア に デー タ を 書 
き 込 むこ と に よっ て 作成 する プロ テク ト で ある 。 

GAP に 関し て は , 任意 の デー タ を 書き 込ん で も リー ド , ライ ト 動 作 に は 問題 が な い が , 
SYNC に は 本 来 の 値 (8876 で は 00』 また は FF』, 765 で は 00』 の み ) 以外 が 書き 込ま れる 
と , アド レス マー ク を サー チ す る こと が 不可 能 と な る の で , SYNC に は デー タ を 書き 込む こ 
と は 出来 な い 。 

注意 点 と し て は , GAP に 任意 の デー タ が 書き 込め る の は , フォ ー マ ッ ト を 行なう 場合 の み 
で ある 。 

また , この プロ テク ト を か けた トラ ッ ク の セク ター に は ライ ト 動 作 を 行なっ て は な ら な い 。 

これ は , ライ ト 動 作 に より GAP3 の デー タ が 破壊 され る (スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ が 発 
生 す る ) た めで ある 。 

リー ド 動 作 , 及び リー ドア ドレ ス な ど は , 行なっ て 良い 。 

チェ ッ ク の 方 法 は , リー ド ・ ト ラッ ク に より , 1 トラ ッ ク 分 の デー タ を 読み 出し , GAP の 
デー タ を チェ ッ ク す れ ば 良い 。 

図 3 -23 に 例 を 示す 。 

な お , この プロ テク ト は , 765 で も 読み 出す こと が 可能 (リー ド ・ ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク を 
使用 する ) な の で , 8876 で この フォ ー マ ッ ト を 行ない , 765 用 の プロ テク ト と し て 使用 する こ 
と も 可能 で ある 。 

また , この プロ テク ト は 765 で は 外す こと は 出来 な い 。 
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〔 図 3-23〕 
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第 3 章 中 で も , いく つか 御 紹介 し た が , EDC の 違い か ら , 「 同 一 FDC で は , その プロ テ 
クト が か か っ て いる こと の チェ ッ ク は 行 な を た る が , 同じ フォ ー マ ッ ト を 作成 する こと が 出来 
な い , つま り 同 一 FDC は プロ テク ト を 外す こと が 不可 能 な プロ テク ト 」 を この 章 で は 中 心 
と し て 扱う 。 

ある ホス トマ シン の ユー ザー が , その マシ ン に より 外す こと が 出来 な い プ ロ テ ク ト を か け 
れ ば , 市 場 で の コピ ー な どの 確率 は ,. か な り 減 少 す る も の と 考え られ る 。 

また , FDC の 異な る 2 台 の マシ ン を 持っ て いる ユー ザー で も , 同一 ディ スケ ッ ト 内 の ある 
トラ ッ ク に は , 1 右目 の マシ ン で は 外す こと の 出来 な い プ ロ テ ク ト を か け , 別 の トラ ッ ク に 
は , 2 台 目 の マシ ン で は 外す こと の 出来 な い プ ロ テ ク ト を か けれ ば , さら に コピ ー さ れる 確 
率 が 低く な る 。 

お そら く , 将来 は この 手法 の プロ テク ト が 多く な る と 考え られ る が , 逆 に , 商品 (も ちろ 
ん , ソフ トウ ェ ア ) の 量産 時 に も , 2 種類 以上 の マシ ン が 必要 と な り , さら に オペ レー ター 
の 人 員 が 多く 必要 と な る の で , 工数 的 , 経費 的 に 問題 が 生ずる 場合 も ある 。 

この 章 で は , 今 まで 解説 に 使用 し た , NEC の PD765 シ リー ズ と 高士 通 の MB8876 シリ 
ー ズ (この 章 で も , それ ぞ れ , 765, 8876 と 略 さ せ て いた だ く ) 相互 間 で 互い に 自分 自身 で 
は 外す こと の で き な い プロ テク ト を 紹介 する 。 

な お , 765 は ,。 8876 の ライ ト ・ ト ラッ クコ マン ド に 相当 する コマ ンド が な いた め , 765 自 身 
で は 外せ な い プ ロ テ ク ト の ほう が 多く な る こと を 知っ て いた だ きた い 。 


90 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク プロ テク ト 活 用 ハン ドブ ッ ク 


4- 1 8876 で は 外せ な い プロ テク ト 


8876 で 「 フ ォ ー マ ッ ト 出 来 な い 点 , 及び 765 と 異な っ た 動作 を する 点 は , 


1. フォ ー マ ッ ティ ング 時 に F5HーFEH まで の デー タ が , 特別 た エコ ント ロー ル デ ー タ と 
し て 使用 きれ る た め , その 値 そ の も の が 書き 込め な い 場 合 が ある 。 

2. ID 部 の デー タ 長 N の 扱い が 765 と 異な り , 下位 2 ビッ ト の み し か 使用 され な い の で , リ 
ー ド , ライ ト 時 に は , N= 3 (1024 バ イト プ セ クタ ー) まで し か 使用 出来 な い 。 

の 2 つ で ある 。 


1 に つい て 補足 する と , た と えば , ライ ト ・ ト ラッ クコ マン ド を 実行 する (MFM モー ド ) 
場合 ,。 8876 に 以下 の デー タ が 送ら れる と , 次 の よう な 動作 が 行なわ れる 。 
F5n: ミッシング ・ ク ロッ ク に て Aln を 書き 込む 。 
F6』: ミ ッ シ ン グ ・ ク ロッ ク に て C2n を 書き 込む 。 
F7n』 : 内 部 で 計算 きれ た CRC2 バイ ト を 書き 込む 。 


よっ て , F5m, F6m,。 F7a の 各 デ ー タ その も の は , フォ ー マ ッ ト 時 に 使用 で き な い こと に 
な る 。 

2 に つい て は , 第 3 章 に て 解説 し た と うり で ある 。 

さて , 上 記 2 つの 特性 を 使用 し て , MB8876 で は 外せ な い プ ロ テ ク ト を 光 に 紹介 する 。 

な お , プロ テク ト を か ける FDC に は 765 を 使用 する 。 


〔 補 足 〕 


8876 を 使用 し た シス テム の 場合 , ハー ド 的 に MFM, ま た は FM モー ド に 固定 され る こと が 
ある 。 

この 場合 , た と えば MFM モー ド に 固定 され て いる 場合 ,」 FM フォ ー マ ッ ト に て , フォ ー 
マッ ト 及 び ラ イト 動作 が 行 な を な い が , 同時 に リー ド 動 作 も 行 な を な いた め に , この 点 を プ 
ロ テ ク ト と し て 有効 に 使用 する こと は 不可 能 で ある 。 

(し か し , ハー ド 的 に 固定 され て いる モー ド で は な い モ ー ド で , 765 な ど で フ ォ ー マ ッ ト を 
行 な を ば , 擬 以 アン フォ ー マ ッ ト と し て 使用 する こと は 可能 で ある 。) 
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_ 4.g オー マ 誰 計上 了 了 隊 才 0 
使用 し た プロ テク ト 








8876 が フォ ー マ ッ ト 時 に , F5m, F6u, F7I (MFM 時 の 場合 。FM 時 は 異な る ) が 書き 
込め な いこ と を 利用 する プロ テク ト で ある 。 
だ た と えば, 


1. フォ ー マ ッ ト し た 後 , 変更 で き な い パラ メー タ 部 に , 上 記 の デー タ が 存在 する 。 

2. フォ ー マ ッ ト の み が さ れ て いる (デー タ が 書き 込ま れ て いな い ) 状態 (この チェ ッ ク 
人 生 4 の 0 向上 0 の 303 抽 2 村人 
る ) に て , デー タ 部 が , 上 記 の デー タ で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる 。 


の 2 つの 例 で は , 765 で フォ ー マ ッ ト す る こと が 可能 で , か つ , 8876 自 身 で は 外す こと の 不 
可能 な プロ テク ト で ある 。 

それ ぞ れ に つい て , 具体 例 を 示す 。 

1. の 例 

フォ ー マ ッ ト 後 , 変更 で き な い パラ メー タ 部 と し て 最適 な の が , ID 部 の パラ メー タ で あ 
る 。 

ID 部 の パラ メー タ の 内 , N を 除く C, H, R に つい て は , 自由 に 可変 で きる (第 2 章 参 照 ) 
の で , この 各 パ ラメ ー タ に , 8876 で 書き 込め な い デ ー タ を 使用 すれ ば 良い 。 

図 4-1 に , 765 で この フォ ー マ ッ ティ ング を 行なっ た 例 の ID ダン プ を 示す 。 

も ちろ ん , 各 セ クタ ー は , 8876 で も リー ド , ライ ト 可 能 で ある の で , 扱い と し て は 何ら 変 
ら な い 。 

2. の 例 

ー タ 部 に 8876 で は フォ ー マ ッ ト 不 可能 な デー タ を 使用 し て フォ ー マ ッ ト を 行なえ ば 良い 。 
例 と し て , 図 4-2 に , 766 で この フォ ー マ ッ ティ ング を 行なっ た 例 を 示す 。 

な お , この ダン プリ スト は , 8876 の リー ド ・ ト ラッ ク に より 読み 出し た も の で ある 。 
チェ ッ ク の 方 法 と し て は , 図 の デー タ 部 が , すべ て F7n (8876 で フォ ー マ ッ ト 出 来 な い ) 
で ある こと の チェ ッ ク と , GAP3 の デー タ が すべ て 4En (フォ ー マ ッ ト 時 の デー タ , この 値 
な ら , スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ が 発生 し て いな いと 判断 する ) で ある こと を 確認 する 。 
場合 に よっ て は , より 厳密 性 を 増す た め , SXHC 部 な どの デー タ の チェ ッ ク も 必要 で ある 。 
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〔 図 4-1〕 
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8876 は , 前 述 の よう に 1024 バ イト セク ター 以上 の デー タ 長 の セク ター に 対し て リー ド , 
ライ ト が 行なえ な い 。 

し か し , リー ド ・ ト ラッ ク に より , それ 以上 の デー タ 長 の セク ター の 内 容 を 読み 出す こと 
が 可能 で ある が , その デー タ 中 に , フォ ー マ ッ ト 時 に 書き 込め な い F7』 な どの デー タ が ある 
場合 は 、 ライ ト ・ ト ラッ ク に て 同じ 内 容 を フォ ー マ ッ ト 時 に 書き 込む こと は 不可 能 と な る 。 

よっ て , 例 と し て 次 の よう な プロ テク ト が 考え られ る 。 

まず , 8876 ま た は , 765 に より , N= 4 (2048 バ イト プ セ クタ ー) また は N=5 (4096 バ イ 
トブ セクター) の デー タ 長 フォ ー マ ッ ト を 行なう 。 
また , フォ ー マ ッ ト 時 の ID の N の 値 も 実際 に フォ ー マ ッ ト さ れる デー タ 長 の 値 と 同じ に し 
る 

次 に , 実際 に フォ ー マ ッ ト し た デー タ 長 分 の デー タ , また は プロ グラ ム (これ ら は , ダミ 
ー の デー タ で も , 実際 使用 きれ る も の で も どちら で も 良い ) を 用 意 する 。 

た だ し , この デー タ , また は , プロ グラ ム 内 に は , 必ず 8876 で フォ ー マ ッ ト す る 場合 に 書 
き 込 め な い F7n な どの デー タ を 含ん で いる こと か が 必要 で ある 。 

また , デー タ ま た は プロ グラ ム が ダミ ー で 良けれ ば , すべ て F7』 な どの 単 一 デー タ で も 良 
い 。 こ の 場合 は , フォ ー マ ッ ト 時 に , 765 で イニ シャ ライ ズ デ ー タ と し て F7』 な ど を 指定 す 
れ ば , 上 記 の デー タ を 用 意 す る 必要 は な い 。 

つま り , フォ ー マ ッ ト 時 に デー タ 部 が イニ シャ ライ ズ デ ー タ で 埋め られ る た めで ある 。 

さて , デー タメ は プロ グラ ム を 用 意 し た ら , これ を 765 に よっ て , セク ター に 書き 込む 。 

765 の 場合 は , N の 値 と 処理 され る デー タ の バイ ト 数 が 一 致し て いる の で , 2048 バ イト また 
は 4096 バ イト が 正常 に 書き 込ま れる 。 

これ で プロ テク ト が 完了 し た 。 

次 に プロ テク ト の チェ ッ ク 法 に つい て 示す 。 

まず , リー ド デ ー タ ・ コ マン ド に より , プロ テク ト の か か っ た セク ター の デー タ を 読み 出 
5 

この 時 。 読み 込ま れる デー タ の バイ ト 数 は , N= 4 の 時 128 バ イト (N= 0 と 等 価 ) N=5 
の 時 256 バ イト で ある 。 
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まだ, デー タ 読 み 込み 終了 時 に デー タ 部 に CRC エラ ー が 発生 し て いる こと を 確認 する ( 発 
生 し な いい 場合, データ の 内 容 を 変更 する )。 

次 に リー ド ・ ト ラッ クコ マン ド に より , この セク ター の 全 内 容 (N= 4 の 時 2048 バ イト , 
N= 5 の 時 4096 バ イト ) を 読み 出し , この デー タ が , 正しい も の で ある か どう か を チェ ッ ク 
する 。 

また , この 読み 出し た デー タ が プロ グラ ム で あれ ば , 実行 を 行なう 。 

この 場合 。 読み 出さ れ た プロ グラ ム が 正しく な い 場 合 , プ ログ ラム が 正常 に 動作 せ ず (時 
に は 禁 走 する こと も 考え られ る ) 次 に ステ ッ プ へ 進め な いこ と に な る 。 

さて , ここ まで お 分 り と 思う が , リー ド デ ー タ コマ ンド で 読み 取ら れ た デー タ 中 , も し く 
は , 読み 取れ な い 残 り の デー タ 中 の いずれ か に F7i』 な ど 8876 で は フォ ー マ ッ ト が 不可 能 
ある デー タ が あれ ば 良い わけ で ある 。 

つま り , 8876 で は フォ ー マ ッ ト が 不可 能 な デー タ が リー ド デ ー タ で 読み 取れ た 部 分 に 
ある 場合 は , 90 前 GGEA 
タ に よっ て 書き 込む こと が 考え られ る が , この 場合 , デー タ 部 の CRC が エラ ー と な ら な いこ 
と と , 書き 込み の 際 。 スプ ライ シン グ ・ ギ ャ ッ プ が 発生 する の で , リー ド ・ ト ラッ ク に て デ 
ー タ を 読み 出し た 場合 ,、 デ ー タ が , ビッ ト ず れ を 起こ し , デー タ が 正確 に 読め な い 。 ま た , 
リー ド デ ー タ に よっ て 読み 取れ な い デ ー タ の 部 分 (当然 ライ ト デ ー タ コマ ンド に よっ て も 書 
き 込 め な い ) に , フォ ー マ ッ ト 不 可能 の デー タ が ある 場合 は 同じ し フォー マッ ティ ング を 行 
な うこ と 自体 , 8876 で は 不可 能 で ある 。 

以上 で 8876 で は 外す こと の で き な い 強力 な プロ テク ト が 完成 する 。 

図 4-3 に この プロ テク ト を N = 4 で 作成 し た 場合 の 例 を 示す 。 

8876 で フォ ー マ ッ ト か が 不可 能 な デー タ が どの 位置 に ある か に 注目 し て いた だ きた い 。 
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5 ぅ | 一 プリ アン ブル 部 


I 
らら らら の つら 


4E に ID 部 , ID は 


の 選 の 〇 の 
l 

ょ ーー ンマ どど 

届出 出山 





ーー 1 
SYNC 及び DAM 


この FS5H, F6H, F7H 
は , 8876 で は フォ ー マ 
ッ ト 不 可能 な デー タ 


この 点線 まで の 128 バ 
イト が リー ド デ ー タ に 
よっ て 読み 取ら れる 
デー タ 部 

「 この 2 バイト が リー ド 
デー タ で 読み 取っ た と 
き の デ ー タ 部 の CRC 
PF PF FFPFF FFP FFP PF FF PFF| | に 相当 する 。 こ の 値 が 
ll ラー と な る まう に 調 







FE 
2 
FF FF FF FF 
FF FF FF FFFFFF 
FF FF FF FF FFFFFFFFFFFFE 
_FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 
F『F 













































リー ド デ ー タ で 読み 取 
れ な い 部 分 に 存在 する 
8876 で フォ ー マ ッ ト 不 
可能 の デー タ 。 


FFP FF FF FF FF FF 
_FF FEF FF FE FF FF 
JFEF FFPF FEFE FE FEF ドド F 
FF FF FF FF FF FF 
FT FF FF FF FF FF FF 
_FF FF FF FF FF FF 
FFP FF FF FF FF FF 
FF _FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FFP FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF FFPFF 
FF FF FFP FF FFFFFFFFFFFFFFFFFF 
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765 で N= ニ 4 で デー タ を 書き 込ん だ 叶 の デー タ 部 の CRC。 
この 値 も チェ ッ ク す る と 張 い 。 


デー タ 部 の み で な く , 


〔 図 4-3〕 
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Tr FF FF FF FF 





デー タ 部 
8876 で は フォ ー マ ッ ト 
不可 能 な デー タ 。 こ の 
よう に デー タ 部 内 に い 
くつ か 存在 きせ る と よ 
リ 効果 的 で ある 。 











765 で 「 フォー マッ ト 出 来 な い 」 点 , 及び 8876 と 異な っ た 動作 を する 点 は , 


1. フォ ー マ ッ ティ ング 時 に 可能 な フォ ー マ ッ ト は , IBM3740 フ ォ ー マ ッ ト (FM 時 ) 及 
び , IBM シス テム 34 フ ォ ー マ ッ ト (MFM 時 ) に 準ずる も の だ け で ある 。 


2. ID 部 の デー タ 長 N の 扱い が 8876 と 異な り , N= 6 (8192 バ イト ン セ クタ ー) まで 使用 
可能 (マニ ュ ア ル で は , この 値 ま で し か 規定 され て いな い ) で , N の 値 の 下位 2 ビッ ト 
の み 有 効 と する 8876 と は , N= 4 以上 で リー ド , ライ ト 動 作 が 異な る 。 


2 は , 8876 の 「ID 部 の N の 扱い の 違い に よる プロ テク ト 」 と 同様 な プロ テク ト を か ける こ 
と が 可能 で ある 。 

1 は IBM フォ ー マ ッ ト , また は ECMA フォ ー マ ッ ト 以 外 の フォ ー マ ッ ト を , 8876 な ど で 
作り , 使用 する プロ テク ト が 考え られ る が , これ は 強力 で , 765 で は , いか な る 方 法 で も 外せ 
な い プ ロ テ ク ト を か ける こと が 可能 と な る 。 

また , この プロ テク ト は , バリ エー ショ ン が 多く 考え られ る 。 
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4- 選 ID 部 の N( デ ー タ 長 ) の 扱い の 違い に よる 
プロ テク ト 


8876 で も 同様 の プロ テク ト の 紹介 を し た が , 今度 は 逆 に 同様 な 手法 で 765 用 の プロ テク ト を 
考え る 。 

注意 点 は , プロ テク ト の チェ ッ ク 方 法 が 8876 の 場合 と 異な る 点 で る 。 

以下 に 具体 例 を 示し な が ら 解 説 する 。 

まず , 対象 と な る セク ター の デー タ 長 は , 8876 の 場合 と 同様 に N= ニ 4, 5(5 イ ンチ , MFM 
の 場合 ) と な る 。 

初め に , N= 4, な いし は N= 5 に て , 765 に て フォ ー マ ッ ト を 行なう 。 も ちろ ん 実際 の デ 
ー タ 長 も 同じ 長き さと する 。 

次 に , 8876 に て , N= 4, また は N= 5 で デー タ の 書き 込み を 行なう 。 

この 場合 , 8876 で は , N= ニ 4 は N= ニ 0, N=5 は N=1 と 等 価 と し て 扱わ れる た め , N= 
4 の 場合 は , デー タ 部 の 128 バ イト 分 の み , N=5 の 場合 は デー タ 部 の 256 バ イト 分 の み が 書 
き 込 まれ る 。 

この 書き 込み 後 , 765 に て リー ド 動 作 を 行なう と , デー タ に 読み 取れ る が , 異な る デー タ 長 
9 

し か し , 8876 で 書き 込み を 行なっ た 128 バ イト 分 , な いし は 256 バ イト 分 の デー タ は 保障 さ 
れ て いる の で , この 内 容 を チェ ッ ク ま た は 使用 する こと が 可能 で ある 。 

さて , 同様 フォ ー マ ッ ト を 765 の み で 行 な お うと し た 場合 , 一 旦 デ ー タ を 書き 込む と , デー 
タ 部 の CRC が 正常 に 書か ん て し まう の で , 不可 能 で あり , フォ ー マ ッ ト 時 に 異な る デー タ 長 
(つま り ID 部 の N の 値 と 実際 フォ ー マ ッ ト す る デー タ 部 の デー タ 長 を 変え る ) を 使用 すれ 
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00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
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00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 









8876 で 書き 込ん だ 128 バ イト の デー タ 















2 ァ BE FE 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00| smo テー ァ mocpc 
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00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
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00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 nn nn nn n0 00 00 00 
00 00 00 00 00 "^ - n0 00 
nn 00 On "- 2 




















フォ ー マ ッ ト 時 の デー タ そ の まま 。 本来 
FFH で ある が , 8876 で 書き 込ん だ た め , 
ビッ ト ず れ を 発生 し て OO0H と な っ て いる 。 
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47E0 00 UU 00 00 00 00 00 00 00 0UU 00 00 00 00 00 00 





47F0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 03 CO タ 
4800 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 HHHHHHHHHHHHHHH 
4810 48{[48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 HHHHHHHHHHHHHHHH 
4820 48|48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 HHHHHHHHHHHHHHHH 
4830 48 H 


N = 4 の 場合 正常 で あれ ば この 位置 に デー タ 部 の CRC が 位置 する 。 
8876 に より デー タ を 書き 込ん だ た め 、 デー タ 部 の CRC は エラ ー と な る 。 








L_ ー」 
〔 図 4-4〕 
ば , 確か に , デー タ 部 の CRC エラ ー が 発生 する が , 逆 に デー タ が 書き 込ま れ て いな い の で , 
読み 出し た 場合 の チェ ッ ク で , 異な る こと が 発見 され る 。 
よっ て , 765 だ け で は , この フォ ー マ ッ ト は 不可 能 で ある こと が 理解 で きる 。 
4-4 に この 方 法 に て か けた プロ テク ト 例 の デー タ 部 の ダン プリ スト を 示す (N=4 の 
場合 ) 。 


この デー タ か ら は わか ら な い が , 読み 取り 時 に デー タ 部 の CRC エ ラー が 発生 し て いる 。 
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4-B デー タ 部 を 存在 させ ず ID の み の セ クタ を 
増やす こと に よる プロ テク ト 


1 トラッ ク の 容量 は 規格 で は 6250 バ イト (5 イン チ , MFM 時 ) と な っ て いる 。 

よっ て , この 値 か ら 1 ト ラッ ク 内 に 入る セク ター 数 が 決定 され る 。 

し か し , デー タ 部 が な く , ID 部 の み の セ クタ ー を 作成 する こと が 可能 で あれ ば , その 数 は 
さら に 多く な る 。 

765 で フォ ー マ ッ ト を 行なう 場合 、 プ リア ン ブ ル 部 が 146 バ イト , N=0, GAP3=1 の 場 
合 , 1 セク ター あたり 191 バ イト と な る の で , 1 トラッ ク に 31 セ クタ ー 入 る 。 

と ころ が , ID 部 の み の セ クタ ー を 作成 する こと が 可能 な ら , 1 セク ター あたり 44 バ イト で 
ある の で , 1 トラック に 138 セ クタ ー 入 る こと に な る 。 

つま り , 8876 に よっ て 32 セ クタ ー 以 上 の ID の み の フ ォ ー マ ッ ト を 行ない , 765 の リー ド ID 
コマ ンド に よっ て すべ て の JD が 存在 し て いる か どう か の チェ ッ ク を 行なう 。 

765 の 場合 . 1 トラッ ク 内 に 32 以 上 セク ター が 存在 する よう な フォ ー マ ッ ト は 不可 能 で ある 
の で , この プロ テク ト は 765 で は 外せ な いこ と に な る 。 

具体 的 に どの よう な フォ ー マ ッ ト に な る か は 第 3 意 の 図 3 -15 を 参照 され た い 。 

4-5 に 。 この フォ ー マ ッ ト に よっ て プロ テク ト を か けた トラ ッ ク の TID ダン プ ) この 例 で 
は 1 トラ ッ ク 内 に 50 個 の ID 部 の み セ クタ ー が 存在 する ) 及び , 図 4-6 に 8876 の リー ド ・ ト ラ 
ッ ク に より 読み 取っ た トラ ッ ク の 最初 の 部 分 を 示す 。 
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ID dump program 
drive No. 1 

track No. 0 

Hou many sectors 50 


選 
つら OO っ て へ ひ 品 ロ 尽 の いい は は O 〇 の 
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mm ロウ の ロア の OO ひひ ロロ 尽 の いい ビ スズ 
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回 COP ア ツ 
〔 図 4-5〕 
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50OQ 
5010 
コ 0EO 
5030 
Q 叶 Q 
hpie kot) 
5060O 
5O7O 
5O8O 
90 
5OAO 
GOBO 
5OEO 
5ODO 
SOEQO 
コ 0FO 
51QOO 
コ 11Q 
51 家 Q 
5130 
コ 1 叶 Q 
コ 150 
5160 
17Q 
518QO 
ら 1 3 
コ 1 ぬ 0 
ら 1EO 
51EO 
1DQ 
1 ほめ 
ら 1FO 


PE 
TE ET 





ーー 


プリ アン ブル 部 


ME AE 
TEE 


Fi ME AH 


1 番目 の セク ター 
2 番目 の セク ター 


3 番目 の セク ター 


中 9 中 = EE 4 番目 の セク ター 
E ・ : 。 る 
0 


っ ら 5 番目 の セク ター 


6 番 日 の セク ター 
7 番目 の セク ター 
8 番目 の セク ター 
9 番目 の モク ター 


10 番 日 の セク ター 





11 番 日 の セク ター 


12 番 目 の セ クタ ー 


OG ト nO_ OO C OO 
OoD Q1 BEF E は 1 ラテ 1 1e 1m 1o 1 は 番目 の セク ター 


ーー ヘーーー ブ プ 


各 セ クタ ー は ID 
部 の み し か 存在 し 
な い 。 





ーー | 








〔 図 4-6〕 
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_ 4- フ 1 トラ ッ ク 内 で 完全 な 形 で デー タ 長 の 


異な る セク ター を 存在 させ る プロ テク ト 


1 トラ ッ ク 内 に 異な る デー タ 長 の セク ター を 混在 きせ る プロ テク ト に つい て は , 第 3 章 で 
解説 し た 。 

し か し , 765 で は , 完全 な 形 で (つま り , フォ ー マ ッ ト に て セク ター ご と どの デー タ 長 を 変化 
させ る ) は , デー タ 長 の 異な る セク ター を 存在 させ る よう な フォ ー マ ッ ト は 不可 能 で ある 。 

そこ で , 8876 に て 1 セク ター 内 に 異な る デー タ 長 の セク ター を 完全 な 形 で 混在 させ る よう 
な フォ ー マ ッ ト を 行ない , 765 の プロ テク ト と し て 使用 する の が この 方 法 で ある 。 

具体 例 を 図 4-7 に 示す 。 

この 図 で は , 1 セク ター 目 が 256 バ イト プ セ クター, 2 セク ター 目 が 512 バ イト セク ター 
と な っ て いる 。 

また , この 例 で は 単に この フォ ー マ ッ ト を 行なっ て いる だ け で デー タ は 書き 込ま れ て いな 
い が , も ちろ ん , リー ド , ライ ト は 正常 に 可能 で ある の で , 通常 の セク ター と 同様 に 扱う こ 
と が 可能 で ある 。 

チェ ッ ク 方 法 と し て は , リー ド ・ ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク に て , 1 トラック 分 の デー タ を 読 
み 出 し (5 インチ, MFM 時 は N= 6 で 読み 出す と 8192 バ イト 読み 出す こと が 可能 で ある の 
で , トラ ッ ク 1 周 分 6250 バ イト 以上 読み 出す こと が 可能 で ある ) 各 セ クタ ー の デー タ 長 が 正 
し いか どう か を チェ ッ ク す れ ば 良い 。 

特に 注意 し て チェ ッ ク し な けれ ば な ら な い の は , 各 セ クタ ー の デー タ 部 後 が すぐ に GAP 
に な っ て いる か どう か の チェ ッ ク で ある 。 

第 3 意 で 紹介 し た よう に , 765 で デー タ 長 の 異な る セク ター を 混在 きせ る フォ ー マ ッ ト を 作 
成す る と , 必ず デー タ 部 後 ,「 ゴ ミ 」 が 存在 する の で , この 「 ゴ ミ 」 が 存在 すれ ば , 765 に て 
フォ ー マ ッ ト を 行なっ た と 確認 で きる た めで ある 。 
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1 番目 の モク ター の デー タ 部 
デー タ 長 は 256 バ イト / セ モク ター 





CR6 ー GAP3 RNNNNNNNNNNNNNN 
NNNNNNNNNNNNNNNN 
NNNNNNNNNNNNNNNN 
NNNNN 
66 ィ <NNNNN 
] NNNNNNNNNNNNNNNN 
N 


2 番目 の モク ター の ID 部 


2 番目 の セク ター の デー タ 部 
デー タ 長 は 512 バ イト / モ クタ ー 
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4350 IFF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FFFF PFFFF 
FF_FF FF FF 


CRC 








4370 GAP3 ・ マ NNNNNNNNNNNNN 
4380 NNNNNNNNNNNNNNNN 
4390 NNNNNNNNNNNNNNNN 
43A0 NNNNNN 

43B0 ooo mNNNN 
43C0 NNNNNNNNNNNNNNNN 
43D0 NN oo 
43E0 o 

0 3 番目 の セク ター 








〔 図 4-7]) (765 の リー ド ダ イア グ ノ ス ティ ッ ク を 使用 ) 
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第 ら 草 


プロ テク ト を 持つ 
ブログ ラム の 開発 





前 剤 まで は ほ は, プロ テク ト そ の も の の 内 容 に 
つい て 解説 を 行なっ て きた が , この 章 で は , 
2 が クト の お の かり 0 / ラ ノン ラム A (アチャ ィ ス ケッ / 
ト , また は 商品 と も 言い か えら れる ) を 開発 
する に あたっ て の ポイ ント , 注意 点 な ど に つ 
いて 解説 する 。 











ラン ダム テク ニッ ク 





いく ら プ ロ テ ク ト そ の も の が 強力 で あっ て も , チェ ッ ク の 方 法 , 手順 が 貸 弱 で あれ ば , そ 
の 効果 は 半減 し て し まう 。 

プロ テク ト を か ける 場合 , プロ テク ト 自 体 の 強 さ より も , チェ ッ ク 方 法 の 強 さ の ほう が 重 
要 で ある と も 考え られ る 。 

むし ろ , プロ テク ト 自 体 が それ ほど 強力 で な い に し て も , チェ ッ ク 方 法 が 強力 で あれ ば , 
商品 全体 と し て は 強力 な プロ テク ト が か か っ て いる の と 等 価 と 見 る こと が で きる ほど で ある 。 
さて , プロ グラ ム 中 の どこ で この プロ テク ト の チェ ッ ク を 行なう か で ある が , これ は プロ 
グラ ム 自 体 の 構成 に も ちよ る が , プロ グラ ム が 起動 きれ て か ら の 「 流 れ 」 の 各 節 で チェ ッ ク す 
る の が 一 般 的 で ある 。 

一 般 的 な プロ グラ ム の 起動 か ら の 流れ は , 

1 BOOT 後 , IPL を 読み 込む (IPL が ホス トマ シン 内 に 固定 され て いる 場合 も ある 。 
2 IPL に より , 第 2 IPL, な いし は メイ ンプ ログ ラム また は メイ ン の プロ グラ ム モ ジュ 
ー ル を ロー ド し , 実行 する . 

3 第 2 IPL が ある 場合 は , これ に より メイ ンプ ログ ラム な ど を 読み 込み 実行 する . 

と 言っ た 形 を と る 。 

プロ テク ト を チェ ッ ク す る 最初 の 節 と し て は , IPL に より チェ ッ ク を する 方 法 が ある 。 
IPL で チェ ッ ク を 行なう 場合 , IPL の 物理 的 な ディ スケ ッ ト 上 の 位置 は . ホス トマ シン に 
よっ て 固定 され て お り , 該当 する セク ター を 読み 取り 解析 され る と , 簡単 に プロ テク ト を 外 
され て し まう 可能 性 が ある (か つ , IPL 自身 に は プロ テク ト を か ける こと は 不可 能 で ある 場 
合 が 多い )。 

よっ て , これ を 人 避 ける た め に は , IPL を いく つか に 分 け て 続く プロ グラ ム , デー タ を ロー 
ド し て 行く 方 法 が 考え られ る 。 

つま り , 最初 の IPL に より , 第 2 IPL を ロー ド し , 第 2 IPL に より , 第 3 IPL を ロー ド 
MTS1coo と 言っ た 方 法 で , IPL を 次 々 に ロー ド し , か つ 各 IPL に よっ て プロ テク ト の チェ ッ ク 
を 行う 。 

また , この 手法 だ と , 第 2 IPL 以後 に は プロ テク ト を か け て も 良い の で , さら に 効果 的 で 
ある 。 
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IPL に より , プロ グラ ム の メイ ン モ ジュ ー ル を 読み 込む が , この プロ グラ ム モ ジュ ー ル を 
いく つか に 分 け て ロー ド す る 方 法 が 考え られ る 。 

も ちろ ん , 分 け て ロー ド す る 場合 は , それ ぞ れ の 部 分 で さら に プロ テク ト を チェ ッ ク す る 
と 良い 。 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 分 割 し て ロー ド を 行なう と (IPL も 含め て ) それ だ 
け 起 動 ま で の 時 間 が 長く な る , と 言う 点 で ある 。 

よっ て 何ら か の プロ グラ ミン グ 上 の テク ニッ ク か が 必要 と な る こと を , 考え て いた だ きた い 。 
メイ ンプ ログ ラム , まだ た は モジ ュー ル が 起動 し た 後 は , その 内 部 で プロ テク ト の チェ ッ ク 
を 行なえ ば 良い 。 

メイ ンプ ログ ラム か ら , 各 モ ジュ ー ル を 呼ん で 動作 させ る よう な タイ プ (ビジ ネス ・ ソ フ 
ト に 多い ) で は , 各 モ ジュ ー ル を 読み 込む ご と に , その 内 部 で 異な っ た プロ テク ト の チェ ッ 
ク を 行なう と 良い 。 

これ は , メイ ンプ ログ ラム 起動 まで は 正常 に 動い て も 一 部 の ユー ティ リィ ティ ー の み が 動 
か な くす る こと が 可能 と な り , 全体 と し て , コピ ー 品 が 役に立た な くす る 手 と し て よく 使用 
され る 。 

次 に , プロ テク ト を か ける トラ ッ ク , また は セク ター に つい て 考察 する 。 

どの トラ ッ ク に プロ テク ト を か ける の か が 効果 的 で ある か で ある が ,・ こ れ は , プロ グラ ム の 
構成 に よっ て 異な る が , 一 般 的 に は 一 ケ所 に 集中 させ ず , バラ バラ に 置く と 良い 。 

ラン ダム に 置く こと に より , プロ テク ト を 解析 し , 外す と 言っ た 手順 が 難し く な る た めで 
ある 。 

ラン ダム に 置く 場合 ,「 一 見 プロ テク ト が か か っ て いな いよ うに 見 える プロ テク ト 」( 第 3 
章 参照 ) を 使用 する と 効果 的 で ある 。 

プロ テク ト の か か っ て いる トラ ッ ク を 捜す こと 自体 , 大 変 難し く な る た めで ある 。 

また , 良く 使用 きれ る トラ ッ ク と し て , IPL の 存在 する トラ ッ ク が ある 。 

IPL が 入っ て いる セク ター に は , プロ テク ト を か ける こと は 不可 能 と 思え る が , ホス トマ 
シン の IPL 読み 込み 処理 し だ いで , プロ テク ト を か ける こと も 可能 で ある 。 
これ に つい て は , ホス トマ シン ご と に 異な る の で , それ ぞ れ に つい て 解析 し て いた だ きた い 。 
また , IPL が 入っ て いる セク ター 以外 の 同一 トラ ッ ク 上 の セク ター に 対し て は プロ テク ト 
が 可能 で ある 。 

IPL の 存在 する トラ ッ ク に プロ テク ト を か ける と 湊 の よう な 利点 が ある 。 

1 IPL と 同一 トラ ッ ク 上 に プロ テク ト が か か っ て いる た め , ブー ト 後 , プロ テク ト の チ 

ェ ッ ク の た め に 他 の トラ ッ ク に シー ク す る 必要 が な く 起動 が 速い 。 
2 IPL の トラ ッ ク ニ 0 トラ ッ ク , な いし は 1 トラ ッ ク の 場合 が 多い 。 
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バッ クア ッ プ ユー ティ リティ ー で は , 0 トラ ッ ク か ら バ ッ ク ア ッ プ を 行なう も の が 多く , 
IPL の トラ ッ ク に プロ テク ト が か か っ て いる 場合 , 最初 の トラ ッ ク で エラ ー が 発生 し , コピ 
ー さ せな いよ うに する こと が 可能 で ある 。 

3 IPL の トラ ッ ク の み に プ ロ テ ク ト を か ける と , 他 の 一 般 的 に 言わ れ て いる ユー ザー エ 
リア は フリ ー で , プロ グラ ム 上 の 制約 が な い 。 

な ど で あ る 。 

一 枚 の ディ スケ ッ ト 上 に いく つか の プロ テク ト が か けら れ て お り , これ を チェ ッ ク し て 行 
く 場合 , 前 述 の よう に , BOOT 後 , いく つか の 節 で チェ ッ ク す る 場合 は , さほど 問題 が な な い 
が , 1 ケ所 で すべ て の プロ テク ト を チェ ッ ク す る 場合 問題 が 生ずる 。 

これ は , チェ ッ ク 後 , マス ター ディ スケ ッ ト で は な いと 判断 され た 時 の 処理 と 関係 が ある 
が , チャ ー ト 5-1 の よう な 処理 を 行なう と ,。 プロテクト の チェ ッ ク 処 理 時 間 の 違い か ら , ど 
の 時 点 ま で の プロ テク ト が は ず き され た の か 分 っ て し まう 。 









マス ター ディ ス 
ク で は な いと 判 
断 し た 時 の 処理 





Y 


⑳ の 時 点 で アス ター ディ スク で は な いと 判断 
され た 時 の 時 間 と の 時 点 で 判断 され た 時 の 
時 間 は 異な る 。 

よっ て , マス ター ディ スク で な いと 判断 し た 
時 の 処理 へ 移る 時 間 を 測定 する こと に より , 


。 どの 程度 まで プロ テク ト が 外れ た の か 分 っ 
G) チェ ッ ク 処 理 23 


し 思 
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そこ で , チャ ー ト 5-2 の よう に , チェ ッ ク 時 に マス ター ディ スケ ッ ト で な いと 判断 し た 
場合 も ,、 フラ グ を セッ ト す る の み で , すべ て の プロ テク ト の チェ ッ ク を 行なっ た 後 , マス タ 
ー デ ィ ス ケッ ト で は な いと 判断 され た 場合 の 処理 を 行 な を ば , 見 か け 上 , いく つか の プロ テ 
クト が 外さ れ た 場合 も , また プロ テク ト が 外さ れ て いな い 場 合 で も , 処理 時 間 は 一 定 と な る 
た め , どの 時 点 ま で の プロ テク ト が 外れ た の か は 知る こと は 不可 能 と な る 。 














この 例 で は ⑳ の 時 点 で マス ター 
ディ スク で は な いと 判断 され た 場 
合 は 。 フラ グ が セッ ト さ れる だ け 
で チェ ッ ク 処 理 は 継続 され る 。 









ク で は な いと 判 
断 し た 時 の 処理 





よっ て , ⑳, ⑧ ど ちら の 時 点 で マ 
スタ ー デ ィ ス ク で は な いと 判断 さ 
れ た 場合 で も マス ター ディ スク で 
な いと 判断 し た 時 の 処理 へ 移行 す 
る まで の 時 間 は 等 し く な る 。 
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これ と 異な っ た 方 法 ち いく つか 考え られ る が , 重要 な 点 は ,。 プロ テク ト が どこ まで 外さ れ 
た の か を 外部 か ら 見 て 判断 不可 能 な よう に ロジ ッ ク を 組む こと で ある 。 

次 に , この 次 の 階段 の 処理 . つ まり マス ター ディ スケ ッ ト で は な いと 判断 し た 場合 の 処理 
に つい て 考案 する 。 

この 場合 , 一 般 的 に 次 の 3 つの 処理 が 考え られ る 。 

1 その 時 点 で 処理 を スト ッ プ する (デッド ルー プ に 入る ). 

2 再度 BOOT か ら ス ター ト さ せる 。 

3 何ら か の 対応 処理 を 行なう 。 

1 は , マス ター ディ スケ ッ ト で は な いと 判断 され た 時 点 で デッド ルー プ に 入る タイ プ で ある 。 

当然 , ハー ド 的 に アボ ー ト (リセ ッ ト ス ター ト ) する 他 再 起動 は 行え な い 。 

この 場合 注意 し な けれ ば な ら な い の は , デッド ルー プ に 入っ た 時 点 で . ホス トマ シン の メ 
イン メモ リー 中 に プロ テク ト の チェ ッ ク ル ー チ ン な ど 残 っ て いる と , これ を も と に プロ テク 
ト が 解析 され る 恐れ が ある 。 

よっ て , これ ら の ルー チン は , デッド ルー プ に 入る 前 に すべ て 消却 し て か ら デ ッ ド ルー プ 
に 入る よう に する の が 好ま し い 。 

2 は , 再度 BOOT 処理 . つ まり IPL ロー ド か ら 処 理 を 再 ス ター ト す る も の で , メデ ィ ア や 
マシ ン の 状況 に よっ て 不安 定 に 起動 が 行なわ れ た 場合 , マス ター ディ スケ ッ ト で あっ て も , 
そう で な いと 判断 され る 場合 な ど に 有効 で ある 。 

た だ し , プロ テク ト 自 体 が .、 この よう な 状況 に 左右 され る も の で ある 場合 は 問題 で あり , 
プロ テク ト の 再考 を 用 する 。 

この 方 法 だ と , マス ター ディ スケ ッ ト で ある と 判断 され な けれ ば 何 回 で も 同じ 動作 を くり 
返す の で , 何 回 目 の ト ライ アル で ある か を カウ ント し , ある 回 数 に 達し た ら , 1 の 処理 な ど 
に 移行 する よう に すべ き で ある 。 

3 の 方 法 は さら に いく つか の バリ エー ショ ン が 考え られ る 。 

た と えば , マス ター ディ スク で は な いこ と を 表示 する , ディ スケ ッ ト を フォ ー マ ッ ティ ン 
グ し て し まい , すべ て デー タ を 消し て し まう , 他 の ソフ ト を 起動 きせ る な ど が 考え られ る が , 
中 に は マス ター ディ スケ ッ ト で は な いと 判断 し た 場合 で も ある 一 定期 間 (た と えば , 使用 回 
数 , 使用 通算 時 間 な ど を カウ ント する ) は 正常 に 動作 する が , それ 以上 に な る と , プロ グラ 
ム を 消し て し まう , と 言っ た 処理 も 考え られ る 。 

この 方 法 は , コピ ー 品 に 手 を 焼く 米国 の 大 手 ソ フト メーカ ー が 実際 に 使用 し た こと が ある 。 

いずれ に せよ , マス ター ディ スク で は な いと 判断 し た 場合 , その ディ スク 自体 を 再起 動 不 
能 (また は その ディ スク 自体 に 何ら か の 書き 込み 動作 を 行なう ) に する よう な 処理 は , よ ほ 
ど プ ロ テ ク ト の チェ ッ ク 処 理 が し っ か り し て いな いと , 誤っ て マス ター ディ スク を 使用 不能 
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に する 可能 性 が あり , 即 ユ ー ザ ー ク レー ム に つなが る 可能 性 が 大 きく , 問題 が 多い 。 

よっ て , よ ぼ と ど 慎 重 に 扱わ な けれ ば な ら な いこ と に 注意 し て いた だ きた い 。 

さて , どん な プロ テク ト の 強力 な ソフ ト で あっ て も , 一 旦 起 動 す る と 「 無 防備 」 で ある 場 
合 が 多い 。 

つま り , 起動 後 何ら か の 方 法 で プロ グラ ム が アボ ー ト され て , プロ グラ ム や プロ テク ト を 
解析 され て し まう 場合 が 良く ある 。 

これ ら は プロ テク ト と 直接 は 関係 が な い が , プロ テク ト を 最大 限 生 か す に は 考 庶 し な けれ 
ば な ら な い 点 で ある 。 

た と えば , 起動 後 . ディ スケ ッ ト が 抜か れ て し まっ た た め , リー ド 動 作 が 行 な を を ず ア ボー 
ト し て , コマ ンド レベ ル に 戻っ て し まっ た , プロ テク ト を 兼 た な オリジナル の DOS を 使用 し て 
いた が , メイ ンプ ログ ラム の ロー ド 中 に ディ スケ ッ ト が 抜か れ た た め , アボ ー ト し , DOS の 
コマ ンド レベ ル に 戻っ て し まっ た た め , プロ グラ ム , プロ テク ト は お ろか , DOS まで も 解析 
され て し まっ た な ど で あ る 。 

この よう な 場合 の 対策 と し て は , ディ スク の リー ド , ライ ト で 本 来 エ ラー が 発生 し な い は 
ず の トラ ッ ク , セク ター で エラ ー が 発生 し た 場合 は , 正常 に リー ド , ライ ト が 行なえ る まで , 
無制限 の リト ライ を 行なう か , また は , エラ ー が 発生 し た 場合 で も 直接 コマ ンド レベ ル に 戻 
ら ず , メモリー 上 の プロ グラ ム を すべ て 消し て か ら 戻 る よう に する か , BOOT の ルー チン へ 
飛ば す な ど の 処理 が 必要 で ある 。 

ホス トマ シン 内 の 標準 リー ド , ライ トル ー チ ン を 使用 する と , エラ ー 時 に 無 条 件 で コマ ン 
ドレ ベル に 戻る よう に な っ て いる 場合 が 多い の で , これ は 使用 せ ず , 独自 に 作成 し た ほう が 
良い 。 

また , リセ モット が か けら れ た 場合 は 。 メ イン メモ リー 上 に プロ グラ ム が 残さ れ た まま 再起 
動き れる よう な 位置 に は 置か ず が , リセ ッ ト ス ター ト 時 に イニ シャ ライ ズ さ れる よう な エリ ア 
に 重要 な ルー チン を 置く と 良い 。 

デー タ な ど は , 単独 で は まず 解析 され る こと は な い の で , どこ に 置い て も 良い 。 

た だ し , ある 種 の ゲー ム ソ フ ト の よう に デー タ そ の も の が 重要 な 意味 を 持つ 場合 な ど は , 
その まま の 形 で は 置か みず, エン コー ド , また は 暗号 化し て 置く よう に する 。 

一 部 の ソフ ト で 使用 きれ る パス ワー ド な ども 当然 この よう な 処理 が 必要 で ある 。 
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避 - ら プロ テク ト と アフ ター ケア 


プロ テク ト を 持つ ソフ トウ ェ ア は , 商品 が プラ ッ ク ボ ックス 化す る 点 で 何かと 批判 が 多い 。 

この た だ ため, プロ テク ト を 持つ ソフ ト を 商品 と し て 見 た 場合 ,、 ソ フト ウェ アメ ー カ ー, また 
は プロ グラ ム 開 発 者 が 常に 考え な けれ ば な ら な い の が アフ ター ケア の 間 題 で ある 。 

ソフ トウ ェ ア を , ユー ザー が 好み に 応じ て 変更 で き な い 場合 は 、 その ソフ トウ ェ ア の 操作 
性 。 バグ な どの クレ ー ム が より 強い 形 で ユー ザー か ら 出 され る 。 

この 対策 と し て , 定期 的 4 バージョン アデ アップ, メインテナンス な どか が 必要 と な る 。 

よっ て , プロ テク ト を か けた ソフ ト を 商品 と し て 売る 場合 ,、 メ インテ ナン ス な どの 経費 と 
プロ テク ト を か け な い で , ユー ザー が 自由 に 変更 で きる よう に し た 場合 (当然 コピ ー が 行 な 
われ る 可能 性 が 大 きい ) の 第 三 者 の コピ ー に よる 損益 の バラ ンス が 取れ な いよ うな も の で あ 
れ ば , プロ テク ト を か け な い 方 が 良い 場合 が ある 。 

また , アフ ター ケア や メイ ン テ ナ ンス が し っ か り し て いる ソフ トメ ー カ ー の 商品 は ,、 アフ 
ター ケア や メイ ン テ ナ ンス その も の が 大 き な 商 品 価値 と な る の で , コピ ー に よる 損害 は 少な 
いと 言わ れる ほど で , いか に この 点 が 重要 で ある か が 分 る 。 

ソフ トウ ェ ア の 複製 は , 他 の メデ ィ ア の 複製 と 異な り , まっ た だ く 機 能 上 同一 の も の を 生み 
出す た め プ ロ テ ク ト か 必要 と な る わけ で ある が , どん な ソフ トウ ェ ア で も プロ テク ト を か け 
れ ば , コピ ー に よる 損害 が 減り , 利益 率 が 良く な る と 言っ た 考え は 誤り で ある こと を 良く 誰 
識 し て プロ テク ト を 利用 し て いた だ きた い 。 
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付 天 1 


MB8676A MB8877A 仕 様 書 


本 書 中 で 8876 と 称し て いる の は MB8876A, MB8877A の 両方 どちら に も 
適応 さ の 





富士 通 集積 回 路 マイ クロ コン ピュ ー タ ファ ミリ ー 
8 ビッ ト 16 ビ ッ ト 編 
(1982 年 4 月 版 ) 富士 通 刊 より 抜粋 








FLOPPY DISK FORMATTER 
/CONTRHOLLEH 


MB8876A/MB8877A は , フロ ッ ピ イデ ィ ス ク ・ フ ォ ー マ ッ タ コン トロ ー ラ の 機能 を 有 す 
る ワン チッ プ LSI で す 。 本 LSI は . フロ ッ ピ イデ ィ ス ク ド ラ イブ 装置 と プロ セッ サ と の 間 に 
介在 し , ディ スク に 対し て デー タ の 書き 込み , 読み 出し , 並び に メカ ニカ ル 部 分 の 駆動 や 制 
御 信号 の 検出 を 行ない ます 。 

片面 フロ ッ ピ イデ ィ ス ク か ら , 倍 密 度 フ ロッ ピ イ ディ スク , ミニ フロ ッ ピ イデ ィ ス ク に 適 
用 で きま す 。 

シン グル デン シテ ィ (FM 変調 方 式 ) で は , IBM3740 フォ ー マ ッ ト , グ ブ ルデン シテ ィ 
(MFM 変調 方 式 ) で は , IBM シス テム 34 フ ォ ー マ ッ ト に 従っ て 使用 きれ ます 。 





「 = 


外形 寸法 図 
(単位 : mm 





ミック フッ ケー デジ 


INDEx ーー13.0 一 一 * 





51.3MAX 4 














由 

で 

所 

に 

作 | 0.3MAX 

ミ 

避 

較 

L 16.5MAX 
(15.24REF) 














プラ スチ ッ ク バ パッ ケー ジ 














3.0MIN 4.96MAX 











し 
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特 長 


・IBM ソフ ト セ クタ フォ ー マ ッ ト に 三 換 性 有 
・ ト ラッ クシ ー ク 後 の 自動 ベリ ファ イ 動 作 可 能 
・ シ ング ルデン シテ ィ , ダブ ルデン シテ ィ 両 方 に 適用 可能 
シン グル デン シテ ィ IBM3740 フォ ー マ ッ ト 
ダブ ルデン シテ ィ IBM シス テム 34 フ ォ ー マ ッ ト 
・ 単 一 連続 の セク タリ ー ド , セク タラ イト が 可能 
・ 両 面 デ ィ ス ク の サイ ド 比 較 機 能 内 蔵 
・ ト ラッ クラ イト , トラ ッ ク リ ー ド , イニ シャ ライ ゼー ショ ン 可 能 
・ ヘ ッ ド セト ル , ヘッ ド エ ン ゲー ジ 時 間 の 変更 可能 
・ ス テッ プ 測 力 , デ ィ レ クシ ョ ン 出 力 に よる ポジ ショ ニン グ 
・ デ ー タ 入出 力 は ダブ ル バ ッ ファ 
・ デ ー タ 転送 は , DMA 転送 及び プロ グラ ム 転 送 が 可能 
・ 全 て の 入出 力 端子 は 完全 TTL コン パチ ブル 
・ ラ イト プリ コン ペン セー ショ ン 機 能 内 蔵 (FM, MEFM) 
・ 十 5 V 単 一 電源 動作 
・FD1791-02 及び FD1793-02 に ピン 配列 。 機能 で 互換 性 有 
・MB8876A は 負 論 理 デ ー タ バス , MB8877A は 正論 理 デ ー タ バス 


最大 定格 
定格 








0 

| 0.$-+7.0 

デー08 デ ギ 7.0 
0 一 70 

















T、。 | 一 55 一 十 150 
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端子 配列 図 (TOPVIEW ) 


1 
2 
3 
4 
ぅ 
6 
7 
8 





MB8876A MB8877A 
NC*: No internal connection 








ブロッ クダ イヤ グラ ム 





DAL0-DAL7 























(232 19) 





へ HRNNN へ キミ ささ ロロ 
へ て HNNYN へ て ざっ 
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電気 的 特性 


1. 直 流 特 性 
項 


(Vcc テ 二 5V+ よ 5, 


条 件 


Vss 王 0V, エモ 0 で 一 70 で ) 








入力 電圧 ルル 








出力 電圧 < ル 


Io ロニー200/A 





H 

入力 電圧 し ベル 
H 
し 


出力 電圧 ルル 


Tor 三 1.8mA 





スリ ー ス テー ト 入 力 電 流 
(オフ 状態 ) 


Vis テ 0.4 一 2.4V 





Vis テ 0 一 5.25V 





リ ー ク 電 流 
HLT, TEST, WPRT, DDEN 


Vis テ 0 一 5.25V 





出力 リー ク 電 流 


Von 三 2.4V( オ フ ) 








消 費 電 カ 


2. 動 作 特性 


(|) リ ー ド タイ ミン グ  ( 図 1, 


項 目 





図 3 参照 ) 








(Vcc テ 十 5.0 土 5 多 , 











Vss 三 0V, TA 三 0 一 70C ) 











アド レス セ モ セットアップ タイ ム 
(RE ! まで ) 





アド レス ホー ルド タイ ム 
(RE 1 から) 








RE パル ス 幅 





DQR リ リー スタ イム 
(RE ! か ら DRQ }! ) 


tDRR 





IRQ リリ ー ス タイ ム 
(RE ! か ら IRQ ! まで ) 


tiRR 





デー タ 遅 延 時 間 
(RE ! か ら ) 


tpAcc 





ュー ルド タイ ム 
EE 人 1 か ら ) 





tpoil 





DRQ サ ービス タイ ム 





tsEvR 
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(2) ラ イト タイ ミン グ 


項 


目 


( 図 2, 図 3 参照 ) 








アド レス セ モ セットアップ タイ ム 


(WE ! まで) 


tsET 





アド レス ホー ルド タイ ム 


(WE 1 か ら ) 


tiLD 





WE バルス 幅 


twE 





DRQ リ リー スタ イム 
(WE ! か ら DRQ ) ) 


tDRR 





IRQ リリ ー ス タイ ム 
(WE ! から IRQ } ) 


] 


tiRR 





デー タモ セッ ト ア ッ プ タイ ム 


(WE 1 まで ) 


tps 





デー タホ ー ル ド タ イ ム 
(WE から) 





tp 























DRQ サ ービス タイ ム 


tspvw* 


( 図 4 参照 ) 


記 号 


DDEN ="L* 














最 大 





CLK “し "レベ ル 帳 


tcpi 


20000 





CLK “H" レベ ル 由 


tcp2 


20000 





STEP パ ルス 帆 


tsrp* 





DIRC セ モット アッ プ タ イ ム 
(STEP1 まで ) 


tpik * 





MR パル ス 幅 


tk "| 





TP パル ス 幅 


tp 

















WF パル ス 幅 
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* CLK=1MHz の 時 , 








各々 の 値 は 2 倍 に な る 。 


(4 入力 デー タタ イミ ング  ( 図 5 参照 ) 





項 目 


RAW READ バ ルス 幅 
RCLK 変 化 か ら 

RAW READ の 立ち 下り まで 
RAW READ の 立ち 下り か ら 
RCLK の 変化 まで 




















RAW READ の 立ち 上 りか ら 
RCLK の 変化 まで 





ま 


きき 


RAW READ サ イク ル タ イ ム 


上 ビ | ピロ | ピロ | 選 ビ 





3 3 
ーー オー 


まま 


RCLK “H” レベ ル 幅 





に 


RCLK “し "レベル 幅 





RCLK サ イク ル タ イ ム 


3 

















* CLK=1MHz の 時 。 各々 の 値 は 2 倍 に な る 。 
(5) 出 力 デ ー タ タイ ミン グ  ( 図 6 参照 ) 








WD バ ルス 幅 CLK= ニ 2MHz 





WG セ モット アッ プ タ イ ム CLK= ニ 2MHz 





WG ホ ボー ルド タイ ム (WD か ら ) CLK=2MHz 





EARLY (LATE) モッ ト ア ッ フ タイ ム | ts CLK= テ 2MHz 
EARLY (LATE) ホー ルド タイ ム ( 注 ) CLK= テ 2MHz 
CLK=1MHz 
CLK=2MHz 


CLK=1MHz 
CLK=2MHz 











WD バ リッ ド 時 間 1 





WD バ リッ ド 時 間 























( 注 ) 本 項 の 値 一 50ns は WD の 立ち 下り より 50nsec 以 前 に 現在 の WD 信 号 に 対す る EARLY (LATE) 
が 変化 する こと を 示す 。 
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CS, Ao, Ai 


DAL0-DAL7 


DRQ 


IRQ 





【 図 1) リー ド タ イ ミン グ 


2.0V 
0.8V 











〔 図 3 ) DRQ,IRQ リ リー スタ イミ ング 
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ドーーt jp 




















E 
0.8V 0.8V 
ーー twr 
WF 
0.8V 4 
DIRC 04V 
ドー tum 【 に 
還 DiR 
MR 08v 2.4V 
STEP 04V 
CLK 
tcpz 
〔 図 4 〕 各種 タイ ミン グ 
RAW READ 
RCLK 
【 図 5〕 入力 デー タタ イミ ング 
WG 
WD 
CLK 
WD Wp 
EARLY 
(LATE) 





〔 図 6 〕 出力 デー タタ イミ ング 
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端子 機能 説明 


端子 名 称 


機 説 明 





POWER 
SUPPLIES 


~ 接 地 端 子 。 





土 5 V 電 源 端 子 。 





MASTER 
RESET 


MR =ー“L“" と する 事 で 全て の 動作 を 停止 し ます 。 
MR の 立ち 上 上り で リス ト ア コマ ンド を 実行 し ます 。 





WRITE 
ENA BLE 


内 部 レジ スタ へ の 書き 込み スト ロー ブ プ 信号 入 力 端 子 。 
CS デル “の 時 Ai。 Ao で 指定 され る 内 部 レジ スタ へ 、 
DAL(DAL) の 内 容 が 書き 込ま れ ま す 。 





CHIP 
SELECT 


チッ プ 選 択 信 号 で あり CS デ “"L "の 時 , プロ セッ サ と の 
デー タ 転 送 が 可能 と な り ま す 。 





READ 
ENABLE 


内 部 レジ スタ か ら 読 み 出 し スト ロー ブ プ 信 号 入 出力 端子 。 
CS ="L “の 時 Ai Ao で 指定 され る 内 部 レジ スタ の 内 
容 が DAL(DAL) に 出力 され ます 。 





REGISTER 
SELECT 
LINES 


内 部 レジ スタ 選択 端子 で あり , Ai Ao に より ,。 CR., 
STR, TR, SCR, DR の いずれ か が 選択 さき れ ま す 。 





DATA 
ACCESS 
LINES 


8 ビッ ト の 双方 向 性 スリ ー ス テー ト の 入出 力 端 子 。 
CS=“H" の 時 , この 端子 は ハイ イン ピー ダン ス 状 態 と 
な り ま す 。 

MB8876A で は 負 論 理 、MB8877A で は 正論 理 。 





CLOCK 


基本 クロ ッ ク 入 力 端子 。 標準 サイ ズ の フロ ッ ピ イデ ィ ス 
ク で は 2MHz、 ミニ フロ ッ ピ イデ ィ ス ク で は 1MHz の ク 
ロッ ク を 入力 し て くだ さい 。 





DATA 
REQUEST 


リー ド 動 作 の 時 ,. ディ スク か ら 読 み 出 きれ た デー タ が , 
DR に 用 意 き れ た こと を 示し , ライ ト 動 作 の 時 , ディ ス 
ク へ 書き 込む デー タ を 必要 と する 事 を 示し ます 。 こ の 出 
カカ は オー プン ドレ イン 出力 で あり , 外部 で 10kQ 程 度 の 抵 
抗 で プル アッ プ す る 必要 が あり ます 。 





INTERRUPT 
REQUEST 


コマ ンド の 終了 ,、 打ち 切り , 及び タイ プ IMM コ マン ド の 指 
定 に 従っ て 発生 する 出力 信号 。 こ の 出力 は オー プン ドレ 
イン 出力 で あり , 外部 で 10kQ 程 度 の 抵抗 で プル アッ プ す 
る 必要 が あり ます 。 





STEP 





ヘッ ド を 移動 きせ る た め の 出 力 信 号 で あり , 1 トラ ッ ク 
移動 の た め に 1 つの パル ス を 出力 し ます 。 





DIRECTION 


ヘッ ド の 移動 方 向 を 指定 する 出力 信号 で あり , “エリ レベ 
ル で 外側 へ “HH" レ ベル で 内 側 へ 移動 する 事 を が し ます 。 





EARLY 


ディ スク へ 書き 込む ゲー タ (WD) を 早い 方 ヘ シ フト させ 
る べき で ある 事 を 示す , ライ ト プ リ コン ペン モイ ショ ン 
用 端子 。 





ディ スク へ 書き 込む デー タ (WD) を 遅い 方 ヘ シ フト さ せ 
る べき で ある 事 を 示す , ライ トブ プリ コン ペン セイ ショ ン 
用 端子 。 

















LS I の テス ト 時 に 用 いら れる 端子 で あり , 通常 は オー 
プン か , プル アッ プ し て くだ きい 。 
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端子 名 称 


機 能 説 明 





HEAD 
LOAD 
TIMING 


ヘッ ドロ ー ド 指定 (HLD 出 力 ) 後 の 応答 入力 信号 で あり , 
ヘッ ド エ ン ゲー ジ 状 態 (安定 し て ヘッ ドロ ー ド が 行なわ 
れ た 状態 ) の 時 "H" レ ベル と し て くだ さい 。 





READ 
GATE 


RG= ニ “HH" で SYNC バイ ト を 検出 し た 事 を 示し ます 。 





READ 
CLOCK 


ディ スク か ら 読 み 出 きれ る シリ アル デー タ に か ける デー 
タウ ィ ン ド ウ 信 号 で あり , シリ アル デー タ と 共に 入力 し 
て くだ さい 。 





RAW READ 


ディ スク か ら 読 み 出 され る シリ アル デー タ そ の も の で あ 
リ , クロ ッ ク ビ ッ ト , デー タビ ッ ト が シリ アル に 混在 し 
た も の を 入力 し て くだ さい 。 





HEAD LOAD 


ヘッ ドロ ー ド (メデ ィ ア に 押し つけ る 事 ) を 示す 信号 で あ 
り ,。“H" レベ ル で これ を 示し ます 。 





TRACK 
GREATEKR 
THAN 43 


TG43= テ “HH" で ヘッ ド が トラ ッ ク 44 以 上 に ある 事 を 示し 
ます 。 
TTG43= デ “し "で ヘッ ド が トラ ッ ク 00 一 43 に ある 事 を 示し 
ま :9:。 





WRITE 
GATE 


WG=“"H" で ディ スク ヘ へ デー タ を 書き 込ん で いる 事 を 示 
し ます 。 





WRITE DATE 


ディ スク へ の 書き 込み デー タバ ルス を 出力 する 端子 で す 。 
シン グル デン シテ ィ で 500ns, ダブ ルデン シテ ィ 250ns の 
パル ス を 出力 し ます (1MHz 時 は 各々 2 倍 ) 。 





READY= テ “HH" で ディ スク ドラ イブ が 動作 可能 状態 で あ 
る 事 を 知り , タイ プ エ コ マン ド 以 外 。 この 入力 が ^H" レ 
べ ベル の 時 , コマ ンド を 実行 し ます 。 





6 


WRITE /VFO 
FAULT/ ENABLE 


WF/YFOE 


WG=“H" で , 書き 込み 時 の 障害 検出 入力 と し て 動作 し , 
WG テ “し "の 時 , LLS I が ディ スク か ら デ ー タ を 読ん で 
いる 事 を “し 上 "レベル を 出力 し て 通知 し ます 。 本 端子 は オ 
ー プ ンド レイ ン 形 式 の 入出 力 端子 で あり , 入力 モー ド , 
出力 モー ド は WG の レベ ル に より 決ま り ま す 。 





TRACK 00 


ディ スク の ヘッ ド が トラ ッ ク 0 の 位置 に ある こと を 検出 


する 入力 信号 で あり , “し "レベ ル で これ を 検出 し ます 。 





INDEX 
PULSE 


ディ スク の 基準 位置 (イン デック ス ホ ー ル ) を 検出 する 入 
力 端子 で ある 。 デ ィ ス ク が 1 回 転 す る 毎 に 1 つの パル ス 
を LS TI に 加え て くだ さい 。 





WRITE 
PROTECT 


ディ スク の 書き 込み 侍 止 を 検出 する 入力 端子 。 本 信号 が 
“エア レベ ル の 時 , 書き 込み は 行ない ませ ん 。 








DOUBLE 
DENSITY 











シン グル デン シテ ィ 動 作 . ダブ ルデン シテ ィ 動 作 を 指定 
する 入力 信号 端子 。 

DDEN=“H" で シン グル デン シテ ィ 。 
DDEN=“L 上 "で ダブ ルデン シテ ィ 。 
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レジ スタ 説明 


1. コマ ンド レジ スタ (CR) 

書き 込み 専用 の 8 ビッ トレ ジス タ で す 。 こ の レジ スタ に は , FDC に 実行 させ る 動作 に 応じ 
た コマ ンド を , プロ セッ サ 側 か ら 書 き 込 み ま す 。 コ マン ド の 書き 込み 動作 は , フォ ー ス イン 
タラ プ ト コ マン ド を 除き , FDC が 前 コマ ンド 動作 の 終了 後 で な けれ ば な り ま せん 。 

2. ステ イタ スレ ジス タ (STR) 

読み 出し 専有 の 8 ビッ トレ ジス タ で す 。 こ の レジ スタ は , FDC の 内 部 状態 , コマンド 実行 
に お ける 処理 状態 , ディス ク ド ラ イ バ の 状態 を 示し ます 。 各 ビッ ト の 意味 は , 実行 中 及び 実 
行 完 了 し た コマ ンド に より 変化 し ます 。 

3 . デー タレ ジス タ (DR) 

書き 込み , 読み 出し 可能 の 8 ビッ トレ ジス タ で す 。 ディスク リー ド 時 に は , ディ スク か ら 
読み 出さ れ た デー タ が ロー ド さ れ , ディ スク ライ ト 時 に は , この レジ スタ に 書き 込ま れ た デ 
ー タ が ディ スク に 書き 込ま れ ま す 。 

シー ク 動 作 時 に は , 目的 の トラ ッ ク 番 号 を 書き 込み ます 。 

4. デー タ シ フ トレ ジス タ (DSR) 

この レジ スタ は , 外部 か ら ア クセ ス す る こと は で き な い 8 ビッ ト の シフ トレ ジス タ で す 。 
ディ スク ライ ト 時 に は , DR か ら DSR へ 並列 転送 きれ た デー タ が , ライ ト デ ー タ と し て , 
FM も し 〈 く は MFM で 変調 され , WD 端子 か ら 直 列 に 出力 され ます 。 

ディ スク リー ド 時 に は , RAW READ 端子 か ら 入 力 す る デー タ が 直列 に DSR に 入り , 復 
調 さ れ て 1 バイト 単位 で DR へ 並列 転送 され ます 。 

5. トラ ッ ク レ ジス タ (TR) 

書き 込み , 読み 出し 可能 な 8 ビッ トレ ジス タ で す 。 こ の レジ スタ は , マ スタ リセット (ML= 
“L" から “ 是 " の 立ち 上 り ) に よっ て (FEF)』 か ら 順 次 減少 し , TR00 が “し "レベル に な 
っ た 時 に (0 0 )』 と な り ま す 。 

この レジ スタ は 通常 ディ スク の リー ドラ イト 用 ヘッ ド の ある トラ ッ ク の 番号 が セッ ト さ 
れ ま す 。FDC は コマ ンド に より , この 値 を 更新 する こと も 更新 し な い 事 も 可能 で す 。 

リー ド デ ー タ , ライ ト デ ー タ コマ ンド で は , この 内 容 と ディ スク か ら 読 み 出 され た ID フィ 
ー ル ド の トラ ッ ク 番 号 を 比較 し て , 一 致し た セク タ に 対し リー ドラ イト を 行ない ます 。 
5. セク タレ ジス タ (SCR) 

書き 込み , 読み 出し 可能 な 8 ビッ トシ フト レジ スタ で す 。 リ ー ド デー タ , ライ ト デ ー タ コ 
マン ド で は , この レジ スタ と ディ スク か ら 読 み 出 され た ID フィ ー ル ド の セク タ 番 号 を 比較 
し , 一 致し た セク タ に 対し て リー ドブ プラ イト を 行ない ます 。 
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リー ドア ドレ スコ マン ド で は , ID フィ ー ル ド の トラ ッ ク 番 号 が 保持 され ます 。 

7 . CRC 回 路 

CRC (Cyclic Redundancy Check) 回 路 は ,。 ディ スク と の 間 で 転送 され る シリ アル デー タ 
に 対し , 書き 込み 、 読み 出し デー タ の 誤り が ある か を チェ ッ ク す る 為 の 回 路 で す 。 

ディ スク ライ ト 動 作 で は , 書き 込み デー タ か ら 自 動 的 に CRC コー ド を 作成 し ディ スク へ 
書き 込み ます 。 デ ィ ス クリ ー ド 動作 で は 読み 出さ れ た シリ アル デー タ か ら CRC コー ド を 作 
成 し 。 ディ スク 内 の CRC と 比較 し チェ ッ ク し ます 。 

CRC 生成 多項式 は 次 の 通 り で す 。 

G ( 区 )= ニ X% 十 双 2 十 双 5 十 1 

8 . 演算 回 路 (ALU) 

演算 回 路 は 。 シリ アル デー タ の 比較 , イン クリ メン ト ( 十 1) デクレ メン ト (一 1), スル 
ー ( 土 0) の 機能 を 有 し , レジ スタ の 内 容 の 更新 , 比較 , 照合 の た め に 使用 され ます 。 
9. アド レス マー ク 検 出 (AM 検出 ) 

アド レス マー ク 検 出 回 路 は , ディ スク か ら 読 み 出さ れ た シリ アル ビッ ト セ ル か ら 特 定 の ビ 
ッ ト パ ター ン を 有する デー タ を 検出 力 す る 回 路 で す 。 検 出さ れる デー タ は , イン デック スマ 
ー ク , ID アド レス マー ク , デー タマ ー ク , デリ ー テ ッ ド デー タマ ー ク で す 。 
10. デー タ 変 調 

プロ セッ サ と ディ スク 間 に 転 送る きま れる デー タ を , シン グル デン シテ ィ で は FM 方式 , ダブ 
ルデン シテ ィ で は MFM 方 式 で 変調 及び 復調 し ます 。 
11. 命令 PLA 

FDC は マイ クロ プロ グラ ム に て 制御 され ます 。 命令 PLA (Programable Logic Array) 
は この マイ クロ プロ グラ ム が 格納 され て お り , FDC の 各部 に 制御 信号 を 発し ます 。 この マイ 
クロ プロ グラ ム の 大 き さ は 約 232X19 (ビッ ト ) で す 。 


動作 


FDC は , プロ モッ サ 側 の イン タフ ェ イ ス と , フロ ッ ピ イデ ィ ス ク 側 の イン タフ ェ イ ス を 持 
っ て いま す 。 プロセッサ イン タフ ェ イ ス は , デー タ 転 送 の た め の 信号 線 と その 制御 線 か ら な 
り ま す 。 フ ロッ ピ イ ディ スク イン タフ ェ イ ス は , ディ スク と の デー タ 転 送 用 の 信号 線 と その 
制御 線 , 機械 的 部 分 の 駆動 用 信号 線 と その 制御 線 , フロ ッ ピ イデ ィ ス ク の 状態 検出 用 線 か ら 
な り ま す 。 
プロ セッ サイ ンタ フェ イス 


プロ セッ サイ ンタ フェ イス は , FDC 内 部 の レジ スタ と , プロ セッ サ の デー タ 転 送 を 行なう 


付録 1 HB8876A, MB8877A の 仕様 書 129 


た め の イ ンタ フェ イス で す 。 プロ セッ サ は FDC に 必要 に 応じ し た デー タ , コマ ンド な ど を この 
イン タフ ェ イ ス を 介し て , 内 部 レジ スタ と 転送 を 行ない ます 。 

この イン タフ ェ イ ス の 信号 線 に は , デー タ 線 と , レジ スタ 選択 線 、 リー ド 線 , ライ ト 線 , 
チッ プ セ レク ト 線 が あり ます 。 プ ロ セ ッ サ は , チッ プ セ レク ト 線 , レジ スタ 選択 線 , デー タ 
線 に 所 要 の レベ ル を 与え て , リー ド 線 も し く は ライ ト 線 を 制御 し て , デー タ 転 送 を 行ない ます 。 
内 部 レジ スタ の 選択 を 表 1 に 志 し ます 。 


〔 表 1 〕) レジ スタ 選択 


NON SELECT (DAL は Hi イン ピー ダン ス ) 
ステ イタ スレ ジス タ | コマ ンド レジ スタ 
トラ ッ ク レ ジス タ トラ ッ ク レ ジス タ 
セク タレ ジス タ セク タレ ジス タ 
デー タレ ジス タ デー タレ ジス タ 














また , コマ ンド 動作 終了 の 通知 の 機能 を 持つ 割り 込み 要求 線 (IRQ) 及び ディ スク と の デー 
タ 転 送 に お ける デー タ 読 み 出 し / 書 き 込 み 要 求 線 (DRQ) が あり ます 。 こ れ に より プロ セッ 
サ の プロ グラ ム の 軽減 , DMA 転送 の タイ ミン グ 信 号 作 成 の 軽減 を 可能 に し て いま す 。 


フロ ッ ピ イデ ィ ス クイ ンタ フェ イス 


FDC は , フロ ッ ピ イデ ィ ス クイ ンタ フェ イス と し て , ディ スク の リー ドラ イト 用 ヘッ ド の 
了 動 用 信号 , デ ィ ス ク か ら の デー タ 読 み 取り 用 端子 ,、 デ ィ ス ク へ の 書き 込み デー タ 信 号 , フ 
ロッ ピ イ ディ スク の 状態 検出 用 端子 が あり ます 。 

FDC は , プロ セッ サイ ンタ フェ イス より , コマ ンド レジ スタ に 書き 込ま れ た コマ ンド に 応 
じ し て , フロ ッ ピ イデ ィ ス クイ ンタ フェ イス を 通じ し て, フロ ッ ピ イデ ィ ス ク を 制御 し ます 。 
(1) ヘ ッ ド の 駆動 

フロ ッ ピ イデ ィ ス ク の ヘッ ド 駆 動 に は , トラ ッ ク 方 向 の 移動 と 。 ヘッ ド を メデ ィ ア (媒体 ) 
へ 押し つけ る (ヘッ ドロ ー ド ) 動作 が あり , FDC は , 独立 に それ ら の 出力 端子 を 持っ て いま 
す 。 

トラ ッ ク 方 向 の 移動 に は ディ レク ショ ン 出 力 (DIRC), と ステ ッ プ 出力 GTEP) に より , 
移動 の 方 向 と 移動 トラ ッ ク 数 を 与 を ます 。1 ト ラッ ク 移 動 の た め に 1 つの STEP パル ス を 出 
力 し ステ ッ プ イン の 方 向 を DIRC 出力 は “H" レベ ル で 示し ます 。 ス テッ プア ウト の 方 向 は 
DIRC 出力 を “し 上" レベ ル で 示し ます 。 ま た , DIRC 出力 の 更新 は 最初 の ステ ッ プ パル ス 出 力 
より 12zsec 以上 先行 し ます 。 
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ヘッ ドロ ー ド 動作 は , ヘッ ドロ ー ド 出力 (HLD) に よっ て 指示 され ます 。 ま た , ヘッ ドロ 
ー ド の 完了 応答 と し て ヘッ ドロ ー ド タイ ミン グ 信 号 (HLT) が あり , FDC は , HLD が , “H" 
レベ ル で か つ , HLT が “H" レベ ル 時 , ヘッ ド が 安定 し て ロー ド さ れ て いる と みな し ます 。 
即ち , この 時 ディ スク と の リー ドラ イト が 可能 と みな し ます 。 

(2) デ ィ ス クリ ー ド 動作 

ディ スク と の デー タ 転 送 に は , シン グル デン シテ ィ (変調 様式 : FM) と ダブ ルデン シテ ィ 
(変調 様式 : MFM) の 2 種類 が 選択 で きま す 。FDC は DDEN 端子 (Pin37) を “L”" レベ 
ル と する と ダブ ルデン シテ ィ , “"H"” レベ ル と する と シン グル デン シテ ィ で 動作 し ます 。 

FDC は , ディ スク リー ド の た め に , ディ スク か ら の 生 デ ー タ (デー タビ ッ ト と クロ ッ ク ビ 
ッ ト が シリ アル に 混在 し た パル ス 列 : RAW READ ) と を それら の パル ス に 加え る ウイ ンド 
ウ と し て リー ドク ロッ ク (RCLK) を 必要 と し ます 。FDC は , デー タ の 同期 (バイ ト 毎 の 同 
期 ) 取 られ る と , この 時 の RCLK の レベ ル と , デー タビ ッ ト プ クロ ッ ク ビ ッ ト と し て の RAW 
READ の 関係 を 保ち な が ら , 読み 出し 動作 を 行ない ます 。 

FDC は , リー ド 動 作 を 開始 する と , VFOE (WEF と 共用 の オー プン ドレ イン 形式 の 入出 力 
端子 ) 出力 を “上 "レベ ル と し ます 。 リ ー ド トラ ッ ク コ マン ド 以 外 の リー ド 動 作 は , 次 に バ 
イト デー タ の 同期 を と り ま す 。 こ れ は , SYNC バイ ト 検 出 後 の ア ドレ スマ ー ク 検出 に よっ て 
行ない ます 。 シ ング ルデン シテ ィ で は , 2 バイ ト の (00)』 を 検出 し て RG を “HH” レベ ル と 
し , その 後 10 バ イト の 区 間 に わ た り ア ドレ スマ ー ク を 検索 し ます 。 ア ドレ スマ ー ク が 検出 さ 
れる と , その 後 有 効 な デー タ (ID フィ ー ル ド で は ID フィ ー ル ド CRC ま で, デー タフ ィ ー ル 
ド で は デー タフ ィ ー ル ド の CRC まで ) を 読み 込ん だ 後 RC を “し L 上 "に し ます 。 ア ドレ スマ ー 
ク が 検出 され な いと , RG は “L "となり 再び , 2 バイ ト の (00)』 を 検索 し ます 。 デ ィ ス ク が 
6 回 転 す る まで に デー タ の 同期 が と られ な いと , リー ド 動 作 は 打ち 切ら れ ま す 。 ダ ブル デン 
シテ ィ で は , RG は 4 バイ ト の (00)』 を 検出 し て “HH" レベ ル に な り , その 後 16 バ イト の 区 間 
- に わた り ア ドレ スマ ー ク の 検索 を 行ない ます 。 その 他 の 動作 は シン グル デン シテ ィ の 場合 と 
同様 で す 。 

FDC が ディ スク か ら デ ー タ を 読み 込み , プロ セッ サ に 与え る デー タ が ある 場合 , DRG) 出力 
を “HH” レベル , ステ イタ スレ ジス タ の DRQ ステ イタ ス ビ ッ ト を 1 と し ます 。 プロセッサ 
は , この DRQ 出力 , も し く は , DRQ ステ イタ ス 従 っ て , デー タ を 読み 出す 必要 が あり ま 
す 。DRQ 出力 , DRQ ステ イタ ス ビ ッ ト は デー タ を 読み 出す と “し” レベ ル , 0 に な り ま す 。 
も し, 次 の デー タ が 受信 され る まで に この 読み 出し 動作 を 怠る と , ステ イタ ス の LOST 
DATA フラ グ が セッ ト さ れ ま す 。 

(3) デ ィ ス クラ イト 動作 
ディ スク ライ ト 動 作 は , ライ トゲ ー ト 出力 (WG) を “H" レ ベル と し て か ら , 記録 様式 (FM 
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も し く は MFM) に 従っ て ライ ト デ ー タ 出力 (WD より シリ アル に 出力 し ます 。 ラ イト プロ 
テク ト (WPRT) 入力 が “L "レベル の 時 , ライ ト 動 作 は 行ない ませ ん 。 ま た , WG=“H" 
レベ ル の 時 , ライ ト フ ォ ー ル ト 入 力 (WE) が “し L" レベ ル に な る と 書き 込み 動作 は 打ち 切ら 
れ ま す 。 

プロ セッ サ は , FDC の デー タリ クエ スト (DRQ) が , “HH" レベ ル と な っ て か ら 1 バ イト 
時 間 以 内 に デー タ を 転送 し な けれ ば な り ま せん 。 もし, ディ スク ライ ト 動 作 中 に この 処理 を 
怠 た る と , FDC は , (00)』 が 転送 され た も の と し , この , (00)』 を ディ スク に 書き 込み ます 。 
この 時 ,。 ス テイ タス レジ スタ の , LOST DATA フラ グ が セッ ト さ れ ま す 。 ただし, 最初 の 1 
バイ ト 目 は , (00)』 は 書か ず に , コマ ンド を 打ち 切り ます 。 

FDC は , ディ スク ライ ト 動 作 の サー ビス と し て , EARLY, LATE の 書き 込み 補償 用 端子 
が あり ます 。 EARLY=“H "レベル の 時 , 書き 込み パル ス は 早め に 伝送 され る べき で ある 事 
を 示し , LATE= “H" レベ ル の 時 は , 遅れ て 伝送 され る べき で ある 事 を 示し ます 。 

また , 書き 込み 電流 切換 の た め に TG43 出力 を も っ て いま す 。 こ れ は , トラ ッ ク レ ジス タ 
の 内 容 が 43 よ り 大 きい 場合 に “H" レベ ル と な り , 43 以 下 の 場 合 は “上” レベ ル と な り ま す 。 


マス タリ セッ ト に つい て 


FDC は , マス タリ セッ ト 端 子 (MR) を “L”" レベ ル に する 事 に より 全て の 動作 を 停止 し 
ます 。 ま た , この 時 内 部 レジ スタ は 以下 の よう に プリ セッ ト さ れ ま す 。 


(1) コマ ンド レジ スタ (03)』 
(2) ステ イタ スレ ジス タ 不 確 定 (以前 の ステ イタ ス を 保持 ) 
(3) デー タレ ジス タ 不 確 定 
(4) トラ ッ ク レ ジス タ 不 確 定 
(5) セク タレ ジス タ (01)』 


マス タリ セッ ト が 解除 され た 時 (MR が “上 L" か ら “HH” へ 立ち 上 っ た 時 ) FDC は , リス 
ト ア コマ ンド を 実行 し ます 。 こ の 時 の ステ ッ プ レー ト は , タイ プ 1 コ マン ド の ステ ッ プ レー 
ト フ ラグ rir。 が , Tr ュー1, r。ー 1 の 場合 と 同様 で す 。 


コマ ンド 説明 


FDC に は 11 種 類 の コマ ンド が あり , 各 コ マン ド は 細部 に わた る 動作 を 決め る フラ グ を 持 
ち , 多く の 動作 モー ド を 実現 し て いま す 。 

これ ら の コマ ンド は , 4 種 に 大 別 さ れ , これ を タイ プ IT から タ イプ IV と し ます 。 コ マン ド 
一 覧 を 表 2 に 示し ます 。 
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リス ト ア 

シー ク 
ステ ッ プ 
ステ ッ プ イン 
ステ ッ プ アウ ト 


〔 表 2 ) コマ ンド 一 覧 


トラ ッ ク 0 へ, ヘッ ド を 移動 する 
所 定 の トラ ッ ク へ , ヘッ ド を 移動 する 
ヘッ ド を 1 トラ ッ ク 移 動 す る 

ヘッ ド を 1 トラ ッ ク 内 側 へ 移動 する 
ヘッ ド を 1 トラ ッ ク 外 側 へ 移動 する 





リー ド デ ー タ 
ライ ト デ ー タ 


ディ スク の デー タ (デー タフ ィ ー ル ド ) を 読む 
ディ スク (デー タフ ィ ー ル ド ) へ デー タ を 書 込 む 





リー ドア ドレ ス 
リー ド ト ラ ッ ク 
ライ トト ラッ ク 


ディ スク の ID フィ ー ル ド を 読む 
ディ スク の 1 トラック 分 の 全 デ ー タ を 読む 
ディ スク へ 1 トラック 分 の 全 デ ー タ を 書き 込む 





フォ ー ス イン タラ プ ブ ト 


割り 込み を 発生 させ る 











各 コ マン ド は , タ イプ IV の コマ ンド を 除き 前 の コマ ンド が 終了 し た 後 ( ス テイ タス の 
BUSY=0 の 時 ) で な けれ ば 書き 込ん で は な り ま せん 。 


タイ プ エ ヨ マン ギド 


タイ プ IT コマ ンド は , ヘッ ド の 移動 と トラ ッ ク の 照合 の 機能 を 有 し ます 。 各 コマ ンド の コ 
ー ド と それ ら の 持つ フラ グ を 表 3 に 示し ます 。 


〔 表 3 ) タイ プ エ コマ ンド 


上 コマ ンド レジ スタ ビッ ト 
コマ > 
ンド 名 称 76543210 


(MSB) (LSB) 








タイ プ T エ コマ ンド は , ステ ッ プ レー ト フ ラグ (rir。), トラ ッ ク 照 合 フ ラグ (V), ヘッ ド 
ロー ド フ ラグ (h), トラ ッ ク レ ジス タ 更 新 フ ラグ (u) を 持っ て いま す 。 
ステ ッ プ レー ト フ ラグ (rir。) は , ステ ッ プ パル ス 出 力 (STEP) の 出力 間隔 (ステ ッ プ 
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レー ト ) を 指定 し ます 。 ス テッ プレ ー ト は , この rj, Tr。 と ,FDC に 与え られ る クロ ッ ク (CLK) 
の 周波 数 。 TEST 端子 の 状態 に よっ て 表 4 の よう に な り ま す 。 


[ 表 4 〕) ステ ッ プ レー ト の 変化 
“H" も し く は 開放 2 
2MHz 1MHz 2MHz 1MHz 








3 mS 6 ms 
6 ms 12ms Approx | Approx 
10ms 20ms 200zs 400/s 

15ms 30ms 











ヘッ ドロ ー ド フラ グ (h) は , コマ ンド 実行 開始 時 に ヘッ ド を ロー ド す る か , ヘッ ド を メ 
ディ ア か ら 離 すか を 指示 し ます 。 
h=1 : コ マン ド 実 行 開始 時 に ヘッ ドロ ー ド し ます 。 
h=0 : コ マン ド 実 行 開始 時 に ヘッ ド を 離し ます 。 
トラ ッ ク レ ジス タ 更 新 フ ラグ は , ヘッ ド 移 動 に 際 し , トラ ッ ク レ ジス タ を 更新 する 事 を 指 
示し ます 。 
uー ニ 1 : ト ラッ クレ ジス タ を 更新 し ます 。 
uー ニ 0 : ト ラッ クレ ジス タ を 更新 し ませ ん 。 
トラ ッ ク 脱 合 フラ グ (V) は , ヘッ ド 移 動 後 ,. ディス ク の トラ ッ ク 番 号 と トラ ッ ク レ ジス 
タ の 了 照合 を 行なう か を 指示 し ます 。 
V= テ 1 : ト ラック の 照合 を 行ない ます 。 
V= ニ 0 : ト ラッ ク の 照合 は 行ない ませ ん 。 


タイ プ I]II コ マン ド 


タイ プ II コ マン ド は , ディ スク の デー タフ ィ ー ル ド に 対す る 書き 込み と 読み 出し 動作 を し 
ます 。 対象 と な る セク タ 番 号 と トラ ッ ク 番 号 は それ ぞ れ , モク タレ ジス タ , トラ ッ ク レ ジス 
タ に 用 意 き さき れ て いな けれ ば な り ま せん 。 ディ スク と の デー タ 転 送 は デー タレ ジス タ を 介し て 
行ない ます 。 

タイ プ II コ マン ド の コー ド を 表 5 に 示し ます 。 

タイ プ II コ マン ド は , 対象 セク タ を 検索 し , その セク タ に 対し て リー ド プ ライ ト を 行ない 
ます 。 対象 セク タ 検 索 は ID フィ ー ル ド を 読み , トラ ッ ク 番 号 と トラ ッ ク レ ジス タ , セク タ 番 
号 と セク タレ ジス タ を 比較 し , ID フィ ー ル ド の CRC を チェ ッ ク し て 行ない ます 。 オ プシ ョ 
ン と し て , サイ ド 番 号 を チェ ッ ク す る 事 も 可能 で す 。 

1 セクタ に 対し て , リー ドブ プラ イト の 必要 な バイ ト 数 は ID フィ ー ル ド を 読ん だ 時 の セク 
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タ 長 指定 バイ ト に よっ て FDC 内 で 決定 され ます 。 セ クタ 長 指定 バイ ト の 内 容 と モク タ 長 の 
関係 を 表 6 に 示し ます 。 
タイ ププ II コマ ンド は , マル チレ コー ド フ ラグ (m), ディ レイ フラ グ (E), サイ ド フ ラグ 
(S), 比較 フラ グ (C) を 持っ て いま す 。 ま た, ライ ト デ ー タ コマ ンド で は , アド レス マー 
ク フ ラ グ (34。) を 持つ 。 
マル チレ コー ド フ ラグ (m) : 
m 1 : 連続 セク タ (セク タ 番 号 が 増加 する 方 向 ) で リー ド プ ライ ト を 行ない ます 。 
mー (0) : 単 一 セク タ で リー ドラ イト を 行ない ます 。 
ディ レイ フラ グ (PE) : 
E= ニ 1 :HLD を “H" と し た の ち 15ms 待ち ,。 HLT を サン プリ ング し ます 。 
E=0 :HLD を “H" と し た の ち , た だ ち に HLT を サン プリ ング し ます 。 
比較 フラ グ (C) : 
C = 1 : サイ ド 番 号 の 比較 を 行ない ます 。 
C= 0 : サ イド 番号 の 比較 を 行ない ませ ん 。 
サイ ド フ ラグ (S) : 
S = 1 : サイ ド 番 号 の LSB が 1 の と き 一 致し た も の と みな し ます 。 
S = 0 : サイ ド 番 号 の LSB が 0 の と き 一 致し た も の と みな し ます 。 
(この フラ グ は , C フ ラグ が 1 の と きのみ 有効 ) 
アド レス スマ ー ク フラ グ (4。) ・: 
a。 三 0 : デー タ ア ドレ スマ ー ク に (FB) (Data Mark) を 書き ます 。 
a。 三 1 : デー タ ア ドレ スマ ー ク に (F 8 )』(Deleted Data Mark) を 書き ます 。 


〔 表 5 〕) タイ プ II コマ ンド [ 表 6 〕 セク タ 長 
セク タ 長 指定 バイ ト 








遇 コマ ンド レジ スタ ビッ ト 
SD SD 
ょ デ 100mSEC0 
101mSECao 
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タイ プ I コ マン ド 処 理 フ ロー チャ ー ト 








BUSY・ 1. CRC ERROR・-0 
EK ERRORー0. IRQ-0 
D 


Q-0 
YES NO 
HLD・- 1 HLD・ 0 









TR--(FF)n 
DR 一 00)m 


YES 


YES 


DIRC=1 ぅ 
NO 
TR・4TR)-1 TR・(TR)+ 1 


oo pm 


NO 
1STEP パ ルス 出力 TR・(00jn 
ne に よる 旭 邊 


YES ーー シー クタ ョ た は 
リス ト ーー 




















ーー ッ レ ーー No 
(リュ ト ア ) ごつい ーー 
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タイ プ II コ マン ド 


BUSYー1. LOST DATAー0 
RECORD NOT FOUNDー0 
STR5, DRQ, IRQー0 














IRQー1 
BUSYー0 


IRQ 
BUS 
NO RECORD NOT FOUNDー1 
NO IDAM 検 出 ?・ 
YES 


IRQー1 
BUSYー0 




















CRCERRORー1 


(ライ ト デ ー タ コマ ンド ) 
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タイ プ II コマ ンド 処理 フロ ー チ ャ ー ト (その 2 ) 










2 バイ ト 分 の 待ち 

























YES LOST DATAー1 
す ち 


)f 


(ダブ ルデン シテ ィ ) 





WGー1 


6 バイ ト の (00 
を ディ スク に 





ト の (00)i 
を ディ スク に 革 く 


て 



















を 午 く 





Deleted Data Mark Data Mark を 午 く 


DSR 一 (DR) 
DRQー1 


DSR の 内 容 












Ps 1 バイ ト の GAP を 計 く 


を 書く 


DSR・(00)』 
LOST DATAー1 





DR に 詩 き 込ま 
れ た か 7 








RECORD TYPE<ー1 
1 バイ ト 読み 出し 


DR 一 (DSK) 


1 バイ ト 読み 出し 





(ライ ト デ ー タ コマ ンド ) (リー ド デ ー タ コマ ンド ) 












DR~ー(DSK) 
LOST DATAー1 








0k 
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タイ プル コマ ンド 


タイ プ 想 コマ ンド は , リー ドア ドレ ス ,。 リー ド ト ラ ッ ク , ライ トト ラッ クコ マン ド が あり 
ます 。 こ れ ら の コマ ンド は , 現在 ヘッ ド の ある トラ ッ ク に 対し て 処理 が 行なわ れ ま す 。 


〔 表 7 〕) タイ プ 皿 コマ ンド 


コマ ンド レジ スタ ビッ ト 


コマ ンド 名 称 (MSB) 76543210  (LSB) 


1100 0 
1110 0 
1 重り 間 ! 0 





リー ドア ドレ スコ マン ド は 最初 に 出合 っ た ID フィ ー ル ド の 内 容 を 読み 出し ます 。ID フィ 
ー ル ド は 6 バイト で あり , その 順序 と 内 容 は , 
1. トラ ッ ク ア ドレ ス (トラ ッ ク 番 号 ) 


2. サイ ドナ ン バ ー (ディ スク 面 番号 ) 

3. セク タ ア ドレ ス (セク タ 番 号 ) 

4. セク タ 長 (セク タ 長 指定 バイ ト ) 

5 . CRC1 

1 ID ー ル ド の CR ノ ヾ 

6.CRC2 (本 フィ ー ル ド C 2 バイト) 
で す 。 


リー ド ト ラ ッ ク コ マン ド は , TP 入力 を 検出 し た 後 デ ィ ス ク 内 全 デ ー タ を 読み 出し ます 。 デ 
ー タ の 同期 は .。 イン デック スマ ー ク , ID アド レス マー ク , デー タ ア ドレ スマ ー ク で 行なわ れ 
ま : 沈 

ライ トト ラッ クコ マン ド で は , 最初 の 1 バイ ト が デー タレ ジス タ に 書き 込ま れ て か ら , IP 
を 検出 し , 第 1 バイ ト を 書き 込み ます 。 こ れ に 続い て ディ スク に 書き 込む べき デー タ を 1 バ 
イト づつ デー タレ ジス タ に 転送 し な けれ ば な り ま せん 。 も し , 1 バイ ト の デー タ が ディ スク 
に 書き 込ま れ て も デー タレ ジス タ に 書き 込み 用 デー タ の 転送 を 怠る と, (00)』 が 書き 込ま れ た 
も の と し , ディ スク へ 書き 込む 。 こ の 動作 を 次 の IP が 検出 され る まで 繰り 返し ます 。 

また , この コマ ンド で は ディ スク イニ シャ ライ ズ の た め に , (F 5)』ー( FE)』 が デー タレ ジ 
スタ に 書き 込ま れる と , 特別 の 処理 を 行ない ます 。 これ ら の デー タ に 対す る FDC の 動作 を 表 
8 に 示し ます 。 
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DR の 内 容 


〔 表 8 〕) ディ スク イニ シャ ライ ズ の た め の デ ー タ 


FM の 場合 (DDEN=“H") 





MFM の 場合 (DDEN=“L”) 











ディ スク に 書き 込む デー タ 





デー タバ パタ ー ン 





クロ ッ ク パ ター ン 





DR の 意味 





ディ スク に 書 
き 込む デー タ 


0 0 
) 
F 4 










DR の 意味 














アー ク 
F5 (禁止 ) A1* IDAM,DAM の 前 提 デ ー タ 
F6 ( 侍 目 ) C2* |IDM の 前 提 デ ー タ 











F 7 


CRC1,CRC2 FF 





内 部 で 計算 きれ た CRC 
2 バイ ト を 書く 。 





CRC1, CRC2 








内 部 で 計算 され た CRC 
2 バイ ト を 書く 。 









DAM と し て DDM を 書く 。 












F8 F8 C7 内 部 で は CRC を プリ セ F8 デー タ ( 注 1) 
ッ ト す る 。 
補 汗 三 
F 9 F 9 G7 内 部 で は CRC を プリ セ F 9 デー タ 
ッ ト す る 。 写 









FB 





ッ ト す る 。 








DAM と し て DM を 書く 。 
C7 内 部 で は CRC を プリ セ FB 


IDM を 書く 。 
















デー タ 














FE 


FE 


ッ ト す る 。 


IDAM を 書く 。 
C7 内 部 で は CRC を プリ セ FE 





















デー タ 














( 注 1) A1* 3 バイ ト に 続け て 書か れ た 場合 、 デ リー テッ ド デ ー タ マー ク と な る 。 
( 注 2) A1* 3 バイ ト に 続け て 書か れ た 場合 、 デ ー タ マー ク と な る 。 
( 注 3) C2* 3 バイ ト に 続け て 書か れ た 場合 、 イン デック スマ ー ク と な る 。 


( 注 ) A1* 3 バイ ト に 続け て 書か れ た 場合 
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ID アド レス マー ク と な る 。 





タイ プ 皿 コマ ンド 処理 フロ ー チ ャ ー ト (その 1 ) 





タイ プ 四 コマ ンド 


BUSYー1. IRQ 一 0 
DRQー0. LOST DATAー0 
STR5. STR4 一 0 










ーー リー ドア ドレ ス ? BS 
Gr 

YES 

YES 





コマ ンド ) 
ーママ リー ド ト ラ テック? 
5 6 (リー ド ト ラ ッ ク 
(ライ トト ラッ ク ) | No の NZ2 












IRQー1 
BUSYー0 


イン デック ス 
バル ス 検 品 











2 バイ ト の CRC を 書く 


F8-FB を クロ ッ ク 
=C7 で 書く (DAM) 


















FC を クロ ッ ク =D7 
で 書く (IDM) 


DSR の 内 容 を クロ ッ ク 
=FF で 書く 















ーー35s_ っ っ 


YES( タ プル デン シテ ィ ) 


ーー で se -m5 こ っ Ag 










C2*※ を 書 


を 壮 





2 バイ ト の CRC を 半 く 





















(00ja を 革 く 
LOST DATAー1 











イン デック ス 
バル ス 検 出 


(リー ドア ドレ ス 
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タイ プ 皿 コマ ンド 処理 フロ ー チ ャ ー ト (その 2 ) 





(リー ドア ドレ スラ マジ 5 (リー ドラ ッ ク コ マン ド ) 









イン デック ス 
ホー ル 検 出 ? 


DRQ は 受け つ 
けら れ た か 





DRQ は 受け づ 
けら れ た か 


DRQ は 受け つ 


けら れ た か 








DRQ は 受け づつ 
けら れ た か 










LOST DATA 


NO ID フィ ー ル ド 
読み 出 完了 ? 





CRC ERRORー1 
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タイ プ IV コ マン ド 


タイ プ IV コ マン ド は , フォ ー ス イン タラ プ ト コ マン ド で す 。 こ の コマ ンド は いつ も コマ ン 
ドレ ジス タ に 書き 込む 事 に より 実行 され ます 。 ( 他 の コマ ンド は , 実行 中 の コマ ンド が ある 時 
に 新た に コマ ンド を 発する と , DEM 

フォ ー ス イン タラ プ ト が 書き 込ま れる と , 指定 に 応じ た 条件 で IRQ が “H" レベ ル に な り 
ます 。 もし, この コマ ンド が 書き 込ま れ た 時 , Me 実行 中 の コ 
マン ド は 打ち 切ら れ , フォ ー ス イン タラ プ ト コ マン ド の 実行 を 行ない ます 。 

表 9 に , フォ ー ス イン タラ ブ プ ト コ マン ド の コー ド , 表 10 に IRQ 発生 条件 を 示す 。 


〔 表 9 ) タイ プ W コマ ンド 
コマ ンド レジ スタ ビッ ト 
(MSB) 76543210 (LSB) 
ジン 1 1 0 1 13 2 Ii lo 






〔 表 10〕 IRQ 発生 条件 
IRQ 発生 条件 
REDY 入 力 の 立ち 上 り で IRQ 発生 (IRQ=“H" 


REDY 入 力 の 立ち 下り で IRQ 発生 
各 イ ン デ ックス パル ス ( TP ) で IRQ 発生 
無 条件 で た だ ち に IRQ 発生 








ステ イタ ス 


FDC は , コマ ンド の 実行 結果 , 実行 中 の 状態 を 示す た め に ステ イタ スレ ジス タ が あり ま 
す 。 コ マン ド が 実行 され る と , 所 要 の ビッ ト が プリ セッ ト さ れ , コマ ンド 実行 中 に 更新 され , 
コマ ンド 実行 終了 直前 に 内 容 が 確定 し ます 。 各 ビッ ト の 示す 意味 は , 実行 中 の コマ ンド , 実 
行 終了 し た コマ ンド に より 変化 し ます 。 ス テイ タス レジ スタ の 内 容 を 表 11 に 示し , 各 ス テイ 
タス の 説明 を 表 12 に 示し ます 。 
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〔 表 11}】 ステ イタ スレ ジス タ の 表示 


NOT WRITE |HEAD SEEK 


READY IPROTECT| ENGAGED| ERROR TRACK00 





NOT RECORD 0 LOST 
READY TYPE ISOONp DATA 





NOT |WRITE | WRITE ーー LOST 
READY IPROTECT| FAULT IEOUNp DATA 





RECORD 
NOT NOT LOST 


] FOUND DATA 





READY 





NOT LOST IDATA 
READY DATA [REQUEST 





NOT WRITE WRITE LOST IDATA 
READY IPROTECT| FAULT DATA |REQUEST 























( 今 まで 実行 し て いた コマ ンド の ステ イタ スピ ビッ ト と 同様 の 意味 ) 





NOT WRITE |HEAD 


READY |PROTECT| ENGAGED AACRO0ILJRNOE 











マス タリ セッ ト (TYPE 1 コマ ンド に 準ずる ) 
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NOTーREADY 
(STR 7? ) 


〔 表 12〕】 ステ イタ ス の 意味 


NOTーREADY= 1 で ディ スク ドラ イブ が 動作 可能 状態 で な い 事 を 
示し ます 。 こ れ は , READY と MR の 論理 で す 。 





WRITEーPROTECT 
(STR6) 


WRITE 一 PROTECT= テ 1 で ディ スク へ の 書き 込み が 禁止 され て い 
る 事 を 示し ます 。 こ れ は , WPRT 入 力 の 反転 コピ ー で す 。 





HEAD--ENGAGED 
(STR5) 


HEAD-ーENGAGED= 1 で ヘッ ド が メデ ィ ア に 押し つけ られ て いる 
事 を 志 し ます 。 こ れ は HLD と HLT の 論理 積 で す 。 





SEEK 一 ERROR 
(STR4) 


SEEK 一 ERROR= 1 で ベリ ファ イ 動 作 が 成功 し な か っ た 事 を 示し ま 
す 。 こ れ は , ID フィ ー ル ド が 検出 され な か っ た か , ID フィ ー ル 
ド の トラ ッ ク 番 号 と トラ ッ ク レ ジス タ の 内 容 が 一 致し な い 事 に より 
ます 。 





CRC--ERROR 
(STR3) 


CRC-ーERROR= 1 で , 
ー が あっ た 事 を 示し ます 。 


ID フィ ー ル ド 読 み 出し 時 に 読み 出し エラ 





テマ 1 ロ 1 ロ へ ざ S 


TRACK 0 0 
(STR2) 


TRACK 0 0 ニチ 1 で ディ スク の ヘッ ド が トラ ッ ク 0 の 上 に ある 事 を 示 
し ます 。TRACK 0 0 は 下 R00 入 力 の 反転 コピ ビー です 。 





INDEX 
(STR1) 


INDEX 三 1 で イン デック ス ホ ー ル を 検出 し た 事 を 示し ます 。 こ れ は 
IP 入力 の 反転 コピ ー で す 。 





BUSY 
(STR0) 


BUSY= 1 で FDC が コマ ンド 動作 中 で ある 事 を 示し ます 。 





NOTーREADY 
(STR7) 


NOTーREADY= 1 で ディ スク ドラ イブ が 動作 可能 状態 で な い 事 を 
示し ます 。 こ れ は READY と MR の 論理 和 で す 。 





WRITEーーPROTECT 
(STR6) 


ーー トー 


WRITEーPROTECT= 1 で ディ スク へ の 書き 込み が 禁止 され て い 
る 事 を 示し ます 。(WPRTT の 反転 コピ ー) 





RECORD TYPE 
/WRITE FAULT 
(STR5) 


リー ド 動 作 の 時 , RECORD TYPE の 表示 と し て , DAM が DDM 
の 時 セ モット され ます 。 

ライ ト 動 作 の 時 , WRITE FAULT の 表示 と し て , 書き 込み 動作 が 
打ち 切ら れ た 事 を 示し ます 。 

この 時 ステ イタ ス は WEF の 反転 コピ ー で ラッ チ さ れ ま す 。 





RECORD 
NOTーFOUND 
(STR4) 


RECORDー NOTーFOUND= 1 で 指定 され た トラ ッ ク 番 号 ,。 サイ 
ド 番 号 , セク タ 番 号 を 持ち 。 正しく 読み 出さ れ た ID フィ ー ル ド が 
な か っ た 事 を 示し ます 。 





CRCーERROR 
(STR3) 


CRCERROR 王 1 で ディ スク か ら T D フ ィ ー ル ド も し く は デー タ 
フィ ー ル ド の 読み 出し に お いて , 読み 出し エラ ー が あっ た 事 を 示し 
ます 。 





LOSTーDATA 
(STR2) 


LOSTーDATA= 1 で て 所要 時 間 内 に DR の 読み 出し , も し く は 書き 
込み が 行なわ れ な か っ た デー タ が あっ た 事 を 示し ます 。 





DATA 一 REQUEST 
(STR1) 


DATA 一 REQUEST= 1 で, FDC が プロ セッ サ に 対し て DR の 読 
み 出 し 、 も し く は 書き 込み を 要求 し て いる 事 を 示し ます 。 こ れ は , 
DRQ の コピ ー で す 。 








BUSY 
(STR0) 





BUSY= 1 で FDC が コマ ンド 実行 中 で ある 事 を 示し ます 。 





付録 1 HB8876A, MB8877A の 仕様 書 145 


IRQ, DRQ リセ ッ ト 


FDC は コマ ンド 終了 , 打ち 切り を IRQ で 通知 し ます が , この 出力 は ステ イタ スレ ジス タ の 
読み 出 し . も し く は , 新 コ マン ド の 書き 込み で リセ ッ ト さ れ ま す 。 た だ し , タイ プ IV コ マン ド 
に よっ て セッ ト さ れ た IRQ は , 1。ー 1』= 0 の タイ プ IV コ マン ド の 書き 込み 後 , ス テイ タス 
レジ スタ の 読み 出し , も し く は 新 コ マン ド の 書き 込み に よっ て リセ ッ ト さ れ ま す 。 

DRQ は デー タレ ジス タ の 読み 出 し. も し く は , 書き 込み に よっ て リセ モット され ます 。 


ディ スク フォ ー マ ッ ティ ング 


ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング は , FDC に ライ トト ラッ クコ マン ド を 書き 込み , DRQ が 
*H" レベ ル に な る 毎 に 。 デー タレ ジス タ に デー タ を 書き 込ん で 行ない ます 。 シ ング ルデン 
シテ ィ , ダブ ルデン シテ ィ の 各 フ ォ ー マ ッ ト 時 の デー タ 転 送 例 を 示し ます 。 


(1)IBM 3740 フ ォ ー マ ッ ト 





バイ ト 数 デー タ 
40 (FF)n 
6 (00)m 
1 (FC)n 一 イ ン デ ックス マー ク 
26 (FEF)』i 
6 (00)i 
1 (FE)i 
1 トラ ッ ク 番 号 (00)』ー(4C)n 
1 サイ ド 番 号 (00)mor(01)n 
1 セク タ 番 号 (01) ョ ーー1A)i 
ネ 1 セク タ 長 (00)』 
1 (F7)』 一 CRC 2 バイ ト 
11 (FF)i 
6 (00)n 
1 (FB)n 一 デー タマ ー ク 
128 の バー バグ (E5)』 
1 (F7)』 一 CRC2 バ イト 
の (FF)i 
247** (FF)ii 


( 注 ) *※ この サイ クル を セク タ 番 号 を 二 1 し な が ら 26 回 繰り 返し ます 。 
* ネ この バイ ト 数 は 標準 値 で す 。 こ れ を IRQ が “H" と な る まで 転送 し ます 。 
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(2)1BM シ ステ ム 34 フ ォ ー マ ッ ト 


バイ ト 数 デー タ 
80 (4E) 
12 (00)』 
(F6 )』 
(FC)』 一 イン デック スマ ー ク 
(4E)i 


〇 1 
つど ビバ 


ェ ー 


(00)』 

(F5)i 

(FE)i 

トラ ッ ク 番 号 (00)』ー(4C)i 
サイ ド 番 号 (00)jor(01)i 
セク タ 番 号 (01)』ー(1A)ii 
セク タ 長 (01)』 

(F7)』 一 CRC2 バイト 
(4E)ii 

(00)i 

(F5 )i 

(FB)n 一 デー タマ ー ク 
デー タダ (40)ii 

(F7)』 一 CRC 2 バイト 
(4E)ii 


ーー KO 
Co t う 5 トウ リー ーー ーー ーー ルー ルー CC う ト う 5 


トゥ っ 
〇 1 
〇 の ゝ トー 





1 
ルー 


598** (4E)ii 


( 注 ) * この サイ クル を セク タ 番 号 を 十 1 し な が ら 26 回 繰り 返し ます 。 
** 。 この バイ ト 数 は 標準 値 で す 。 こ れ を IRQ が , “H" に な る まで 転送 し ます 。 
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ンス テム 構成 例 還 











MB8876A 


SIC みき 再 


プ 
ロ 
補 
N 
サザ 
イ 
ン 
タ 
フ 
工 
イ 
ス 























注 1. MB8877A の 場合 、 DAL0-DAL7 は 正論 理 と な る 。 
* オー プン コレ クタ 出力 
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園 /PD765A 


・IBM デ ィ ス ケッ ト 1 (片面 128, 256 カ レイ , 512 バ イト ノ セ クタ ) コン パチ ブル 
/ 2 (片面 256 バ イト プ セ クタ ) コン パチ プル 
/ 2 D (両面 倍 密度 256。 1024 バ イト セク 夕 ) コン パチ ブル 


較 /PD745/7265 

・ECMA ノ ISO ミニ フロ ッ ピ ィ ・ フ ォ ー マ ッ ト ・ コ ン パ チ プ ブル 

・ECMA66 (ISO ン TC 97 / SC11 N419) … 片 面 単 密度 (2566 バ イト ノ セ クタ ) 
・ECMA70 (SO ン TC 97 / SC11 N475) … 両 面 倍 密度 (256 バ イト ノ セ クタ ) 


園 //PD765A, PD745 / 7265 

・FM, MEFM 制御 (コマ ンド で 指定 ) 

・ 記 録 長 は 可変 128, 256, 512, 1024, 2048, 4096, 8192 バ イト プ セ クタ 
・ マ ル チ セ クタ 機能 

・ マ ル チ ト ラッ ク 機 能 

・ フ ロッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ を 4 台 ま で 接続 可能 

・ シ ー ク 動作 は 同時 に 4 台 ま で 可能 

・ セ クタ の 途中 まで リー ドブ ラ イト 指定 可能 (128 バ イト プ セ クタ = ニ FM 時 の み ) 
・CRC 発生 , チェ ッ ク 機 能 内 蔵 (X" 十 XX? 十 XX 十 1 ) 

・ ス テッ プ 速 度 プ ログ ラマ ブル 

・ ヘ ッ ド ロー ド 時 間 . ヘッ ドア ン ロ ー ド 時 間 プ ログ ラマ ブル 

・ デ ー タ スキ ャ ン 機 能 (一 致 , 大 , 小 の 検出 ) 

・DMA/Non-DMA (Interrupt) デー タ 転 送 
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・ ラ イト デー タ 補 正 用 制御 信号 発生 

・8080 系 デー タ , 制御 バス コン パチ ブル 

・1 相 クロ ッ ク 8MHz (標準 フロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク ), 4MHz (ミニ フロ ッ ピ ィ ) 
・N チ ャ ネル MOS 

・ 単 電源 十 5V 

・40 ピ ン DIP 


1-2 PD765A/745/7265 端 子 接続 図 


| 還 











RESETo 1 o Vcc ( 十 5V) 
RD o 2 o RW/SEEK 
WR o 3 o LCT ノ DIR 
CS 4 oFLTR ノ STEP 
Ao o 5 o HDLD 

DBo o 6 o READY 
DBio 7 o WPRT ン 2SIDE 
DB o 8 oFLT ン ノン TRK0 
DBs o oPS0 
DB4 o oPS1 
DBs o o WDATA 
DBes o oUS0 
DB7 o oUS1 
DRQ o o SIDE 
DACK o o MFPM 
TC o o WE 

INDEX o o SYNC 

INTo oRDATA 
ゅ o oWINDOW 
GND o o WCLK 








_ 
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RESET 
RD 
WR 

CS 

Ao 
DB 一 
DRQ 
DACK 
TC 
INDEX 
INT 

め 

GND 
WCLK 


RDATA 
SYNC 


Reset 
Read 


・ Write 


Chip Select 


・ Ao 


Data Bus 


・ DMA Request 
・ DMA Acknowledge 


Termmal Count 
Index 
Interrupt Request 


・ Clock 

・ Ground 

・ Write Clock 
WINDOW : 


Data Window 
Read Data 
VFO Synchronize 


WE 
MEFM 
SIDE 
US0, 1 


.WDATA 


PS0, 1 
FLT 
TRKO0 
WPRT 
2SIDE 
READY 
HDLD 
FLTR 
STEP 
LCT 
DIR 
RW/SEEK 
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・ Write Enable 


MEFM Mode 
Side Select 
Unit Select 


・ Writ Select Date 


Pre-Shift 


・ Fault 
・ Track 0 
・ Write Protected 


Two Side 
Ready 

Head Load 
Fault Reset 
Step 

Low Current 
Direction 

Read Write/Seek 
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CLOCK 
GENERATOR 










RESET 
RESET 
CONTROL 
SEQUENCE 
CONTROL 
Ao 


の 
コ 
> 
コ 
ご 
の 


Il 


1 


DBo-r 柚 還 


JIn8 Sd VLVa 


-i 


Yuvq 





DRIVE 
INTERFACE 
CCNTROL 


Command Reg. 
C ノ #0ONCN 
ノン #1NCN 


N プ 共 2NCN 

EOT ノ SC/#3NCN 
DTL ノ ZSTP ノ D 

GPL 
SRT 
HLT 
ST0 


HU 


講 


ST2 
ST3 


#1PCN 


共 8PCN 








SERIAL 
INTERFACE 





cs 
1 READ ノ WRITE 
WR ノ DMA 
pRo ノン INT 
5AcK 
CONTROL 
INT 
RDATA g ら PATA | 
で 
テ 
ヒ J 
WINpow ら ョ 
ご 
レコ 





MPX 


隊 | 
半 CRC 
| ! G プ C 記 


| TA SP ン PS 
CLK 
CLOCK SP ン PS 馬 


XIMW 


3 





コマ ンド 実行 時 KC 自動 的 て 選択 され ます ナ . 


玉 1:HEAP LOAD ン UNLOAD TIMER 
氷 2:STEP RATE TIMER 


READY 
WPRT ン 2 SIDE 
INDEX 
FLT ン TRK0 
TC 


HOd ndNI 


US0 

US1 

HDLD 
LCT ン DIR 
FLTR/STEP 
RW プ ZSEEK 
SIDE 

MFM 


0d rndrno 


WE 
SYNC 
WCLK 


WDATA 


PS0 


PS1 
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+ 5 V 電 源 








Ground 














単 相 , エエ ルレ ベル クロ ッ ク で , 3309g の プル アッ プ 抵 抗 を 必要 と し 
ます 。 標準 フロ ッ ピ ィ : 8MHz, ミニ フロ ッ ピ ィ : 4MHz 








FDC を アイ ドル 状態 に し , PS0,1 と WDATA 出力 (不定 ) を 除く ド 
ライ ブ ・ イ ンタ フェ ー ス 出力 を ロウ に し ます 。 さら に INT, DRQ 出 
力も ロウ に し ます 。 DB は 入力 状態 と な り ま す 。 


RD, WR 信 号 を 有効 に し ます 。 

双方 向 、 3 ステ ー ト の デー タバ ス で す 。 

デー タバ ス を 介し て F DC へ デー タ を 書 込 む た め の 制 御 信号 で す 。 
ー タ バス を 介し て FDC か ら デ ー タ を 読出 す た の の 制 才 人 ぐす 











FDC が サー ビス を 要求 し て いる 事 を 示す 信号 で す 。 
NON DMA モ ー ド 時 に は 1 バイ ト ご と に , DMA モー ド 時 に は コマ 
ンド 動作 の 終了 時 に 出力 され ます 。 


デー タバ ス を 介し て アク セス する FDC 内 の ステ ー タ スレ ジス タ と 
デー タレ ジス タ を 選択 する た め の 信号 で す 。 0 の と き ス テー タス レ 
ジス タ , 1 の と き デ ー タ レジ スタ を 選択 し ます 。 





DMA モ ー ド に よる FDC と メモ リ と の デー タ 転 送 要 求 信 号 で す 。 
DMA サ イク ル が 与え を られ て いる こと を 示す 信号 で す 。 








ドラ イブ 選択 信号 で す 。 こ れ を デコ ー ド する こと に より , 4 台 ま で 
の F DD の 選択 信号 と な り ま す 。 








VFO 回 路 の 動作 モー ド を 指定 する 信号 で す 。 1 の と き MFM モ ー 
ド , 0 の と き FM モ ー ド を 指定 し ます 。 
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VF OO 回路 の 動作 モー ド を 指定 する 信号 で す 。 1 の と き リ ー ド 動作 
を 許可 し , 0 の と き リ ー ド 動作 を 禁止 し ます 。 





RW/SEEK 


ドラ イブ プ ・ イ ンタ フェ ー ス 信号 の 内 。 リ ー ド プラ イト 用 と シー ク 用 
を 兼用 し て いる 信号 を 区 分 ける た め の 信号 で す 。 0 の と き RW, 1 
の と き SEEK を 示し ます 。 





HDLD 


ドラ イブ の リー ド / ラ イト ・ ヘ ッ ド を ロー ド 状 態 に する 信号 で す 。 





SIDE 





両面 型 ド ライ ブ の ヘッ ド 0, ヘッ ド 1 を 選択 する 信号 で す 。 0 の と 
き ヘ ッ ド 0, 1 の と き ヘ ッ ド 1 を 選択 し ます 。 





LCT/DIR 


RW/SEEK 信 号 が RW を 指定 し て いる と き に は LCT と な り , ドラ 
イプ の リー ドブ プラ イト ・ ヘ ッ ド が 43 以 上 の シリ ンダ を 選択 し て いる 
こと を 示す 信号 と な り ま す 。 ま た SEEK を 指定 し て いる と き に は 
DIR と な り , シー ク の 向き を 指定 する 信号 と な り ま す 。 0 の と き 遠 
心 方 向 , 1 の と き 求 心 方 向 を 指定 し ます 。 





FLTR/STEP 


RW/SEEK 信 号 が RW を 指定 し て いる と き に は FLTR と な り , ドラ 
イプ 側 で 保持 し て いる FAULT 状態 を リセ ッ ト す る 信号 と な り ま す 。 
また SEEK を 指定 し て いる と き に は STEP と な り , シー クス テッ プ 
信号 と な り ま す 。 





ドラ イブ が レデ ィ 状 態 で ある こと を 示す 信号 で す 。 





WPRT/2SIDE 


RW/SEEK 信 号 が RW を 指定 し て いる と き に は WPRT となり , ドラ 
イプ また は メデ ィ ア が 書込み 禁止 状態 で ある こと を 示す 信号 と な り 
ます 。 ま た SEEK を 指定 し て いる と き に は 2SIDE となり, 両面 用 の 
メデ ィ ア が 入っ て いる こと を 示す 信号 と な り ま す 。 





メデ ィ ア 上 の トラ ッ ク の 物理 的 開始 点 を 示す 信号 で す 。 





FLT/TRKO0 


BW/SEEK 信 号 が RW を 指定 し て いる と き に は FLT と な り , ドラ 
イプ が FAULT 状態 で ある こと を 示す 信号 と な り ま す 。 また SEEK を 
指定 し て いる と き に は TRK 0 と な り , リー ド / ラ イト ・ ヘ ッ ド が シリ 
ンダ 0 に 位置 し て いる こと を 示す 信号 と な り ま す 。 





メイ ン シ ス テム か ら の リー ド ま た は ライ ト 動 作 の 終了 指示 信号 で す 。 











ドラ イブ へ の 書込み デー タ で , クロ ッ ク ビ ッ ト と デー タビ ッ ト か ら 
構成 され て いる 信号 で す 。 
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ドラ イブ に 対し て 書込み を 指示 する 信号 で す 。 





ドラ イブ へ の 書込み デー タ の タイ ミン グ 信 号 で す 。 標準 フ ロッ ピ ィ 
に 対し て FM モー ド の と き は 500kHz, MFM モ ー ド の と き は 1MHz 
と し , ミニ フロ ッ ピ ィ に 対し て FM モー ド の と き は 250kHz, MEFM 
モー ド の と き は 500kHz と し ます 。 





MEFM モー ド で 書 込 む と き , リー ド 時 の マー ジン を 得る た め , 書 込 
み デ ー タ を 一 定時 間 早 め る か , 遅らせ る か を 指定 する 信号 で す 。 
WDATA 信 号 を 次 表 の よう に 制御 指定 し ます 。 

PSO0 | PS FM | MFM 
0 0 その まま その まま 











LATE 
225 一 250ns 

















| 
0 | 1 
5 li 20 ー | 2 二 250ns 
1 | 1 | 











ドラ イブ か ら 読 出し デー タ で , クロ ッ ク ピ ビット と デー タビ ッ ト か ら 
構成 され て いる 信号 で す 。 





VFO 回 路 に お いて 作ら れる 信号 で , RDATA を サン プル する た め に 
WINDOW 使用 され ます 。RDATA の デー タビ ッ ト と WINDOW 信号 と の 位相 
同期 は FDC 内 で 行わ れ ま す 。 
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ヨコ /PD765A/745/7685 の レジ スタ 構成 ”。 


3 一 1 メイ ン シ ス テム 側 イ ンタ フェ ー ス 用 


FDC 内 に メイ ン シ ス テム と の イン タフ ェ ー ス 用 レジ スタ と し て , デー タレ ジス タ 
(DATA) と ステ ー タ スレ ジス タ (STATUS) を 持っ て いま す 。 各 レジ スタ な A。 RD, WR 
制御 信号 に よっ て 選択 さき され, それ ら の 関係 は 表 3 - 1 の 通り で す 。 











デー タ ・ レ ジス タ ・ リ ー ド 





デー タ ・ レ ジス タ ・ ラ イト 














注 ) DACK 入力 が アク ティ ブ (0 ) の と き は CS, A 0 の 状態 に か か わら ず デ ー タ ・ レ ジス タ が 選択 
され ます 。 


(1) デー タレ ジス タ (DATA) 
FDC と メイ ン シ ス テム 間 で 転送 する 各種 情報 (コマ ンド , パラ メー タ , デー タ , お よび 
リザ ルト ステ ー タ ス ) を 一 時 的 に スト ア す る 8 ビッ トレ ジス タ で す 。 

(2) ステ ー タ スレ ジス タ (STATUS) 
FDC の 状態 を 示す 8 ビッ トレ ジス タ で , その 構成 を 表 3- 2 に 示し ます 。 メ イン シス テム 
は 任意 の 時 点 で その 内 容 を 読取 る こと が で きま す 。 
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〔 表 3 - 2 ステ ー タ スレ ジス タ 


デバ イス キ 0 が SEEK コ マン ド に よる シー ク 動 作 を 実行 
FDO Busy 中 で ある か , シー ク 動 作 終了 の 割込み 要求 を 保留 中 で あ 
る こと を 示し ます 。 

FD1 Busy デバ イス # 1 に つい て D 0 ビッ ト の 内 容 と 同様 。 

FD2 Busy デバ イス # 2 に つい て D 0 ビッ ト の 内 容 と 同様 。 

FD3 Busy デバ イス 半 3 に つい て D 0 ビッ ト の 内 容 と 同様 。 


FDC が Command Phase, Result Phase. また は リー ド 
グラ イト ・ コ マン ド の Execution Phase を 実行 中 で ある 
こと を 示し ます 。 こ の ビッ ト が セッ ト さ れ て いる と き は , 
他 の コマ ンド は 受付 けら れ ま せん 。 

FDC が Non-DMA モー ド で デー タ 転 送 中 で あり , メイ ン 
シス テム に 対し て サー ビス を 有 要求 し て いる こと を 示し ま 
ずら 

デー タレ ジス タ を 介し て 転送 する デー タ の 方 向 を 示し ま 
す 。 0 の と き は メイ ン シ ス テム か ら FDC の 方 向 , 1 の 
と き は EFDC か ら メ イン シス テム の 方 向 を 示し ます 。 な 
お , デー タレ ジス タ の 状態 は R QM(D 7 ビッ ト ) が 示し 
ます 。 

FDC か ら メ イン シス テム へ 転送 すべ き デ ー タ が デー タ 
レジ スタ に ロー ド さ れ て いる こと , また は デー タレ ジス 
タ が 空 で .、 メ イン シス テム か ら FDC へ 転送 する デー タ 
を デー タレ ジス タ に 書 込 ん で も よい こと を 示し ます 。 デ 
ー タ の 方 向 を 示す DIO(D6 ビッ ト ) の 状態 に より , 次 
の 働き を し ます 。 

DIO=0 の と き : 

Request メイ ン シ ス テム か ら FDC へ デー タ を 転送 する 場合 で , 
for Master メイ ン シ ス テム が FDC の デー タレ ジス タ に デー タ を セ 
ッ ト し た と き (WR=0) に RQM は 0 と な り , FDC が 
その デー タ を 引取 っ た と き 1 と な り ま す 。 
DIO= 1 の と き : 

FDC か ら メ イン シス テム ヘ へ デー タ 転 送 する 場合 で , 
FDC が デー タレ ジス タ に デー タ を セッ ト し た と き 1 と 
な り , メイ ン シ ス テム が その デー タ を 引取 っ た と き 
(RD=0) 0 と な り ま す 。 

















FDC Busy 











Data 
Input/Output 
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「 ] 


メイ ン シ ス テム  。 デー タ セ ッ ト デー タモ セット デー タ 引 取り デー タ 引 取り 


| ! 米 : 方 向 転換 が ある と 
1 1 き RQM は モット 

1 る 

ee 


FDC 











3 一 2 シリ アル デー タ (FDD)・ イ ンタ フェ ー ス 用 





(1) デー タ セ パレ ー タ (DATA SEPARATOR) 
リー ドモ ー ド に お いて WINDOW 信号 に より , リー ド デ ー タ を デー タ と クロ ッ ク と に 分 
離し ます 。 
分 離さ れ た デー タ は デー タ ・ シ フト レジ スタ へ , クロ ッ ク は クロ ッ ク ・ シ フト レジ スタ 
へ 送ら れ ま す 。 
(2) デー タ ・ シ フト レジ スタ (DATA SPPS) 
リー ドモ ー ド の と き デ ー タ セパ レー タ に よっ て 分 離さ れ た デー タ を 直列 か ら 並 列 に 変換 
し て 8 ビッ ト 内 部 バス に 出力 し , ライ トモ ー ド の と き 内 部 バス か ら 入 力 さ れる 8 ビッ ト 
列 デ ー タ を 直列 に 変換 し , CRC ジェ ネ レ ー タ チェ ッ カ と 出力 ミク サ に 送り ます 。 
(3) クロ ッ ク ・ シ フト レジ スタ (CLOCK SPPS) 
リー ドモ ー ド の と き デ ー タ セパ レー タ に よっ て 分 離さ き さ れ た クロ ッ ク を 直列 か ら 並 列 に 変 
換 し て 8 ビッ ト 内 部 バス に 出力 し , ライ トモ ー ド の と き 内 部 バス か ら 入 力 さ れる 8 ビット 
並列 デー タ を 直列 に 変換 し , 出力 ミク サ に 送り ます 。 
(4) CRC と ジェ ネ レ ー タ チェ ッ カ (CRC G ン CO) 
CRC バイ ト の 生成 , チェ ッ ク を 行ない ます 。CRC 生成 多項式 は 次 の 通り で す 。 


X" 十 XX9 十 X* 十 1 


リー ドモ ー ド の と き は リー ド デ ー タ の CRC を 計算 し , リー ド デ ー タ の 最後 に 付加 され 
て いる CRC バイ ト と 比較 を 行い , 不一致 の と き は エラ ー の 指示 を 行ない ます 。 
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ライ トモ ー ド の と き は CRC を 計算 し , 転送 デー タ の 最後 に 2 バイ ト の CRC バイ ト を 加 
和 和 5 
(5) プリ コン ペン セー タ (PRECOMPENSATOR) 

メデ ィ ア の 特性 に より , リー ド デ ー タ は 書込み 時 の タイ ミン グ よ り ず れ て 再生 きれ る こ 
と が わか っ て いま す 。 ま た この ずれ は デー タバ ターン に よっ て 了 予想 で きる も の で ある た め , 
書込み 時 に , 読出 し 時 に 予想 され る シフ ト 方 向 と は 逆 に ライ ト デ ー タ を シフ ト さ せ て 書 込 
むこ と に より , 読出 し 時 の ずれ を 相殺 する こと が で きま す 。 こ の ずれ を 補正 する こと は , 
デー タウ イン ドウ 幅 が FM モー ド に 比べ て 1/2 と 狭く な る MFM モー ド で は より 重要 
と な り ま す 。 

プリ コン ペン セー タ は , MFM モー ド で デー タ の 書込み を 行う 場合 , ラ イト デー タ を シフ 
ト さ せる た め の 遅 延 回 路 ( 外 付 ) を 制御 する プリ シフ ト 信 号 (PS0, 1) を ライ ト デ ー タ の 
パタ ー ン に 応じ て 発生 する 回 路 で す 。 

な お , リー ド デ ー タ の ずれ に よる 読出 し 時 の マー ジン 不足 を 問題 に し な い 位 精度 の 高い 
DATA WINDOW 信号 を 発生 する VFO 回 路 を 用 意 す れ ば , プリ シフ ト 機 能 は 不要 と な り 
E 近 の 


160 フロ ッッ ピー ディスク プロ テク ト 活 用 ハン ドブ ッ ク 





4-1 は PD765A/745/7265 (FDC) を 制御 する た め の 概 略 フ ロー チャ ー ト を 示し て いま 
す 。 ま ず , Command Phase (以後 C-Phase と 略す ) の スタ ー ト に あたっ て EFDC が Busy 
か どう か みる た め に FDC の ステ ー タ スレ ジス タ を 読出 し , CB (FDC Busy) ビッ ト を チェ 
ッ ク し ます 。 さ ら に 各 デ バイ ス が シー ク 動 作 中 で な いこ と を 確認 し ます 。 Busy で あれ ば Non 
-Busy に な る まで 待つ か , 別 の プロ セス に 行き ます 。Busy で な けれ ば , CーPhase に 入り , 
まず コマ ンド コー ド を 書込み ます 。 次 に ステ ー タ スレ ジス タ を 読出 し て RQM (Request for 
Master) ビッ ト と DIO (Data Input ノ Output) ビッ ト を チェ ッ ク し ます 。 

RQM が オン で DIO が オフ な ら ば , FDC が 次 の パラ メー タ を 受取 る 準備 が で き て いる こ 
と を 示し て いま す の で 次 の パラ メー タ を 書込み ます 。 各 コマ ンド の 指定 順序 に 従っ て C 一 
Phase の すべ て の パラ メー タ を 書 込 む と C 一 Phase は 終了 し ます が , その 後 の フ ロー は コマ 
ンド の 種類 に よっ て 異な っ て いま す 。 

SENSE INTERRUPT STATUS お よび SENSE DEVICE STATUS コマ ンド お よび 
Invalid コマ ンド の 場合 は Executuion Phase (以後 セー-Phase と 略す ) が あり ませ ん の で , 
CーPhase の 書込み 終了 後 ス テー タス レジ スタ を 読出 し て RQM と DIO を チェ ッ ク し ます 。 
ここ で RQM, DIO と も に オン で あれ ば , Result Phase (以後 RーPhase と 略す ) の リザ ル 
トス テー タス 情報 と パラ メー タ が 用 意 き れ て いる こと を 示し て いま す の で , 指定 の 順序 に 従 
っ て 読出 し を 終了 する と R-Phase が 終了 し , コマ ンド の 終了 と な り ま す 。 

SPECIFY コマ ンド の 場合 に は C 一 Phase の み で コマ ンド が 終了 する だ た め ,CーPhase 終了 
後列 の プロ セス に 進み ます 。 こ の と き FDC は Non-Busy 状態 に な っ て いま す 。 

SEEK また は RECALIBRATE コマ ンド の 場合 は , CーPhase 終了 後 セ ーPhase に 入り ま 
す が , セーPhase は メイ ン シ ス テム と は 無関係 に 進め られ ます の で , メイ ン シ ス テム は Eー 
Phase の 終了 を 示す INT 要求 を 持ち ます 。INT 要求 が 発生 し た ら SENSE INTERRUPT 
STATRS コマ ンド を 実行 し , その R 一 Phase で SEEK また は RECALIBRATE コマ ンド の 
結果 を み ま す 。 

以上 の 特殊 の 命令 を 除い た リー ドン プラ イト ・ コ マン ド で は , CーPhase が 終了 する と Eー 
Phase に 進み ます が , セーPhase は Non-DMA モー ド ま た は DMA モー ド の いずれ か で 処理 
され ます 。 Non-DMA モー ド の と き は , 1 バイト デー タ 転 送 ご と に INT 要求 を 発生 し , メイ 
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ン シ ス テム 側 は それ を 受け て 割込み 処理 と し て デー タ の リー ド プ ライ ト を 行ない ます 。 
DMA モー ド の と き は , 1 バイ ト デ ー タ 転送 ご と に DRQ 要求 を 発生 し , メイ ン シ ス テム 側 
は DMA 処理 (CPU は 介さ ない ) と し て デー タ の リー ドブ プラ イト を 行い ます 。 
いずれ の 場合 も 指定 され た 分 の デー タ 転 送 を 終了 する と , リザ ルト ステ ー タ ス お よび パラ 
メー タ の 読取 り を 要求 する INT 要求 が 発生 きれ ます の で , INT 要求 を みて R-Phase に 入 
り ま す 。 
INT 要求 が 発生 する の は 次 の 4 つの 場合 で す 。 
(1) 1 バイ ト ご と の デー タ ・ リ ー ド プラ イト 要求 (Non-DMA) 
(2) リー ド プ ライ ト の EーPhase 終了 に よる リザ ルト ステ ー タ ス の 読取 り 要求 
(3) SEEK, RECALIBRATE コマ ンド の セーPhase 終了 に よる SENSE INTER- 
RUPT STATUS コマ ンド の 起動 要求 
(4) デバ イス の 状態 遷移 に よる SENSE INTERRUPT STATUS コマ ンド の 起動 要 
し た が っ て INT 有 要求 が 起き た らい ずれ に よる も の か を ステ ー タ スレ ジス タ を 読出 し て チ 
ェ ッ ク し ます 。 ス テー タス レジ スタ の NDM (Non-DMA Mode) ビッ ト が オン し て いた ら , 
(1) の Mon-DMA に よる リー ド プ ライ ト 要 求 で ある こと を 示し ます 。NDM ビ ッ ト が オン し て 
いな けれ ば , 次 に CB ビッ ト を チェ ッ ク し オン な ら ば , (2) の リー ド プ ライ ト ・ コ マン ド の E 
ーPhase で STO の 内 容 を チェ ッ ク す る こと に より わか り ま す 。 
CB ビッ ト が オフ (FDC Non- Busy) な ら ば , (3) ま た は (4 の SENSE INTERRUPT STA- 
TUS コマ ンド の 起動 を 要求 し て いる こと を 示し ます 。 こ の 場合 も いずれ に よる か は , R 一 
Phase で ST0 の 内 容 を チェ ッ ク す る こと に より わか り ま す 。 
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〔 図 4-1) FDC 制 御 概略 フロ ー チ ャ ー ト 
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日 





D765A/745/7865 の コマ ンド 





5 一 1 コマ ンド 動作 の 概要 





FDC は メイ ン シ ス テム か ら 与 えら れる コマ ンド を 次 の 3 つの Phase に 分 け て 実行 し ます 。 
(1) Command Phase 
FDC が アイ ドル 状態 で ある と き に メイ ン シ ス テム か ら コ マン ド が 与え られ る と , 続 
いて それ ぞ れ の コマ ンド ご と に 動作 を 規定 する パラ メー タ 情 報 を 受取 り ま す 。 メ イン 
シス テム 側 は , 指定 され た パラ メー タ を 指定 され た 順序 に 従っ て 転送 する 必要 が あり 
ます 。 
( 2 ) 、 Execution Phase 
パラ メー タ 情 報 に 従っ て コマ ンド を 実行 し ます 。 ディスク 装置 と メイ ン シ ス テム と 
の デー タ 転 送 を 行い ます 。 
DMA また は INT 要求 に よっ て 処理 され ます 。 
(3 ) Result Phase 
コマ ンド の 実行 結果 を 報告 する た め の リ ザル トス テー タス 情報 な ど を セ モット し , メ 
イン シス テム 側が それ ら の 情報 を デー タレ ジス タ を 介し て 読出 し ます 。 必 ず INT 要 
求 に よっ て 処理 され ます 。 メ イン シス テム 側 は すべ て の リザ ルト ステ ー タ ス , パラ メ 
ー タ 情報 を 指定 され た 順序 に 従っ て 読取 る 必要 が あり ます 。 
た だ し , SEEK,、RECALIBRATE コマ ンド は Command Phase と Execution Phase の み 
(NT あり ), SENSE INT STATUS, SENSE DEVICE STATUS, Invalid コマ ンド は , 
Command Phase と Result Phase の み (INT な し ), SPECIFY コマ ンド は Command 


Phase の み で す 。 
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5 一 2 コマ ンド の リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 





Result Phase に お いて 読出 すべ き リ ザル トス テー タス 情報 (ST0-ST3) の 内 容 に つい て 
表 5-1 一 表 5-4 に 示し ます 。 ST0-ST3 の 内 容 は デー タレ ジス タ に セッ ト さ れ , デー タバ 
ス を 介し て メイ ン シ ス テム 側 に 読取 られ ます 。 

た と えば ーー つの Result Phase で 複数 の リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 が 必要 な コマ ンド に 対し 
て は , まず STO を デー タレ ジス タ に セッ ト し , それ が 読取 られ た 後 ST1 を セッ ト し , 続い て 
ST2 を セッ ト し ます 。 

Result Phase に お ける 各 リ ザル トス テー タス は , 必ず 全部 を 読取 ら な いと 次 の コマ ンド を 
セッ ト で きま せん 。 
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〔 表 5 - 1 ] リザ ルト ステ ー タ ス 0(ST0 ) 


ステ ー タ ス 名 称 


INT 要 求 が 何 に よる か を 示し ます 。 

D7D6 

0 0 コマ ンド の 正常 終了 (NT) 
コマ ンド の 異常 終了 (AT) 

1 起動 され た コマ ンド が Invalid で あっ た た め , 
コマ ンド を 実行 し な か っ た 事 を 示し ます 。 
(IC) 
デバ イス の 状態 乱 移 が あっ た 事 を 示し ます 。 
(AI) 


Interrupt 
Code 








Seek SEEK ま た は RECALIBATE コ マン ド に よる シー ク 動 作 
End が 正常 終了 また は 異常 終了 し た と き に セッ ト さ れ ま す 。 


デバ イス か ら Fault 信 号 を 受取 っ た と き , また は 
RECALIBRATE コ マン ド 時 TRACK 0 信号 が 一 定時 間 
内 に 検出 で き な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 


Not 指定 し た デバ イス が READY 状 態 で な いと き セ ッ ト さ れ 
Ready ます 。 


INT 要 求 時 の ヘッ ド の 状態 を 示し ます 。 
SENSE INTERRUPT STATUS コマ ンド 実行 時 は 常 
に 0 と な っ て いま す 。 





Equipment 
Check 








Head 
Address 





Unit Select1 


INT 要 求 時 の デバ イス 番号 を 示し ます 。 














Unit Select0 





NT : Normal Terminate. AT : Abnormal Terminate, 
I C :Inyalid Command, AI : Attention Interrupt 
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ステ ー タ ス 名 称 


End of 
Cylinder 


〔 表 5 - 2 ) リザ ルト ステ ー タ ス 1 (ST 1 ) 


指定 され た 最終 セク タ を 越え て アク セス を 継続 きせ よう 
と し た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 





Data 
Error 


ー ト ーー ーー 


ディ スク 上 の ID また は デー タ を 読取 っ た 際 , CRC エラ 
ー を 検出 する と セッ ト さ れ ま す 。ID, デー タ の 区 別 は , 
ST2 の DD ビッ ト に より ます 。 





Over 
Run 


ある セク タ の デー タ を 処理 し て いる と き , メイ ン シ ス テム の 
サー ビス が 規定 時 間 内 に 行わ れ な か っ た と き に セッ ト さ れ ま す 。 





No Data 


1. 次 の 4 種 の コマ ンド 実行 時 に IDR で 指定 し た セク タ が 
トラ ッ ク 上 で 検出 され な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 
(READ DATA, WRITE DATA, WRITE 

DELETED DATA, SCAN) 
2.READ ID コマ ンド 実行 時 トラ ッ ク 上 に エラ ー の な い 


ID が 検出 され な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 
3.READ DIAGNOSTIC コ マン ド 実 行 時 セク タ ID と IDR 
の 内 容 が 一 致し な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 





Not 
Writable 


WRITE DATA, WRITE DELETED DATA, 
WRITE ID コマ ンド を 実行 時 に , 書込み 不可 状態 を 検 
出す る と セッ ト さ れ ま す 。 








Missing 
Address 
IMark 








1. デ ィ ス ク の ID を アク セス する コマ ンド で IM (Index 
Mark) を 2 回 検出 する まで に AM (Address Mark) 
が 検出 され な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 

2. デ ィ ス ク の デー タ を 読取 る と き DAM ま た は DDAM が 
検出 され な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の と き ST2 
の MD ビッ ト も セッ ト さ れ ま す 。 





備考 D6 と D3 は 使用 され ず 常 に 0 で す 。 
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ステ ー タ ス 名 称 


Control 
Mark 


[ 表 5 - 3 ) リザ ルト ステー タス 2(ST 2 ) 


READ DATA ま た は SCAN コ マン ド 実 行 時 に DDAM の 
付い た セク タ の デー タ を 処理 し た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 





Data Error in 
Data Field 


ディ スク の デー タ を 読取 る と き CRC エ ラー を 検出 する と 
セッ ト さ れ ま す 。 





No 
Cylinder 


ST 1 の ND ビ ッ ト に 付帯 し た ステ ー タ ス で , ID の C バ イ 
ト が 一 致し な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 





Scan PEqual 
Hit 


SCAN コ マン ド で Equal 条件 が 満足 され た と き セ ッ ト さ 
れ ま す 。 





Scan Not 
Satisfied 


SCAN コ マン ド で 最終 モク タ ま で スキ ャ ン し て も 条件 に 
合う デー タ が 検出 され な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 





Bad 
Cylinder 


ST 1 の ND ビ ッ ト に 付帯 し た ステ ー タ ス で , ID の C バ 
イト が 一 致 せ ず FFuey で あっ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 








Missing 
Address Mark 
in Data Field 


備考 D7 は 使用 きれ ず 常 に 0 で す 。 


ステ ー タ ス 名 称 


Fault 








ディ スク の デー タ を 読取 る と き DAM, また は DDAM が 
検出 され な か っ た と き セ ッ ト さ れ ま す 。 





【 表 5- 4 ) リザ ルト ステー タス 3(ST 3 ) 


デバ イス か ら の Fault 信 号 の 状態 





Write 
Protected 


デバ イス か ら の Write Protected 信 号 の 状態 





Ready 


デバ イス か ら の Ready 信 号 の 状態 





Track 0 


デバ イス か ら の Track 0 信号 の 状態 





Two Side 


デバ イス か ら の Two Side 信 号 の 状 右 





Head 
Address 


デバ イス へ の Side Select 信 号 の 状態 





Unit 
Select 1 


デバ イス へ の Unit Select 1 信号 の 状態 








Unite 
Select 0 








デバ イス へ の Unit Select 0 信号 の 状 明 
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5-3 コマ ンド 説明 に 用 いら れる 略称 





次 に 示す 略称 が 以降 の コマ ンド の 説明 で 用 いら れ て いま す 。 


R/W 
(Read/Write) 


リー ド (R) ま た は ⑩ 信 号 が アク ティ ブ に な る こと を 示し ま 
1 





Ao 


コン トロ ー ル 信号 Ao の 状態 を 示し ます 。 





Dz 一 Do 
(Data Bus) 


8 ビッ ト デ ー タ ・ バ ス と の 対応 を 示し ます 。 





MT 
(Multitrack) 


マル チト ラッ ク 操 作 を 指定 し ます 。MT が 1 な ら マ ル チ 
トラ ッ ク 操 作 が 許可 され , 0 なら 禁止 され ます 。 





MF 
(MFM Mode) 


MFM モ ー ド か FM モー ド か の 指定 を し ます 。 1 の と き 
MFM モ ー ド , 0 の と き FM モ ー ド を 指定 し ます 。 





SK 
(Skip) 


Deleted Data Address Mark を スキ ッ プ する こと を 指 
定 し ます 。 





HD 
(Head) 


物理 的 ヘッ ド 番 号 0 また は 1 を 指定 し ます 。 





US1, US0 
(Unit Select) 


ドラ イブ ユニ ッ ト 番 号 を 示し ます 。 





人 
(Cylinder Address) 


メデ ィ ア の シリ ンダ 番号 0 一 76 を 示し ます 。 





H 
(Head Address) 


論理 的 ヘッ ド 番 号 を 示し ます 。 





R 
(Record(Sector) Address) 


セク タ 番 号 を 示し ます 。 





N 
(Record(Sector) Length) 


1 セク タ 内 の デー タ 長 を 示し ます 。 





EOT 
(End of Track) 





ある トラ ッ ク 上 の 最終 セク タ 番 号 を 示し ます 。 
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GPL 
(Gap Length) 


VFO SYNC を 除い た Gap 3 の 長 さ (バイ ト 数 ) を 示し 
ます 。 





ST0,ST1, ST2 
(Status) 


リザ ルト ス デ ー タ ス 情 報 を スト ア す る レジ スタ 





ST3 
(Status) 


ドラ イブ の 状態 を 示す 情報 を スト ア す る レジ スタ 





SC 
(Sector) 


トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 を 示し ます 。 





D 
(Data ) 


デー タフ ィ ー ル ド に 書 込 む デー タ の パタ ー ン を 示し ます 。 





STP 


(Step) 


スキ ャ ンコ マン ド を 実行 する と き , ある セク タ が 終了 し 
た ら 決 の セク タ へ 進む か , 1 つ あ けた 次 の セク タ へ 進む 
か の 指定 を し ます 。 STP が 1 の と き は 続け て 次 の セク 
タ を スキ ャ ン し , 2 の と き は 1 つ セ クタ を あけ て 次 の ス 
キャ ン を 行い ます 。 





NCN 
(New Cylinder Number) 


シー ク 操 作 の 結果 と し て 新しく 選択 され る べき シリ ンダ 
番号 を 示し ます 。 





PCN 
(Present Cylinder Number) 


SENSE INTERRUPT STATUS コマ ンド の 終了 時 点 
に お ける シリ ンダ 番号 を 示し ます 。 





SRT 
(Step Rate Time) 


SPECIFY コマ ンド に よっ て 定義 きれ る ステ ッ プ レイ ト 
時 間 を 示し ます 。 





HUT 
(Head Unload Time) 


SPECIFY コマ ンド に よっ て 定義 さき れる ヘッ ド ・ ア ン ロ 
ー ド 時 間 を 示し ます 。 





HLT 
(Head Load Time) 


SPECIFEY コマ ンド に よっ て 定義 S さ れる ヘッ ド ・ ロ ー ド 
時 間 を 示し ます 。 





ND 
(Non-DMA Mode) 





Non-DMA モ ー ド を 示し , SPECIFY コマ ンド に よっ て 
指定 され ます 。 
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各 コ マン ド の コマ ンド フェ イズ に お ける 書込み 順序 , 


リザ ルト フェ イズ に お ける 読取 り 順 


序 は , この 一 覧 に 記述 され て いる 順序 に 従っ て くだ さい 。 


・ Command Phase 
・ Execution Phase 


の 品 〇 の 


Result Phase 


R/WA。 D, 





MT MF SK よ 。 中 0 
メ XX XX XX X HD US1 US0 











SK:Skip DDAM 
MT : マ ル チ ト ラッ ク , MF :MFM モ ー ド 
HD: ヘ ッ ド 番号 , US: デ バイ ス 番 号 


実行 開始 セク タ の ID 情報 


トラ ッ ク 上 の 最終 セク タ 番 号 
Gap3 の 長 さ (VFO SYNC を 含ま ず ) 
処理 すべ き セ クタ 当り の デー タ 長 


デー タ 転 送 
実行 終了 時 の ステ ー タ ス 0 


実行 終了 時 の ステ ー タ ス 1 
実行 終了 時 の ステ ー タ ス 2 


実行 終了 セク タ の ID 情報 
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B/WA。 D, 





READ SK : Skip DAM 
DELETED W1 MTMF SK 0 1 1 0 0 
DATA ※X XX X XX ズ HD US1 US0 


READ DATA と 同じ 








READ DATA と 同じ 











B/WA。 D, 


READ ID 
W1 0 MF 0 0O 1 0 1 0 


人 W1 X XX XX XX  HD US1 US0 


トラ ッ ク 上 の 最初 に 読ん を だ エラ ー の 
な い ID 情 報 を スト ア す る 。 


READ DATA と 同じ 


E-Phase で 読ん だ ID 情報 
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R/WA。 D, 


W1 0 MF 0 0 1 1 0 1 
X XX XX XX HDUS1 US0 

N > デー タ 長 プ セ クタ 

*ーーーーー SC ーーー 一 タ セク タ 数 トラ ッ ク 
ーーーーー ーー ーーーーーー Gap3 の 長 さ (VEFO SYNC を 含ま ず ) 
D ーーーーーー* デー タ 領 域 に 書 込 む デー タバ パタ ー ン 





トラ ッ ク 上 の セク タ 数 分 の ID 情報 を 
メイ ン シ ス テム より 転送 する 。 


READ DATA と 同じ 
(た だ し , C, H, R は 無 意 味 ) 
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W1 MTME 0 0 0 1 0 1 
※X ※ XX ベベ ズ HD US1 US0 


READ DATA と 同じ 








READ DATA と 同じ 
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R/WA。 D, 





WRITE W1 MTMEF 0 0O 1 0 0 1 
DELETED ※X ※X ※X ※ ズ ベ HD US1 US0 
DATA 


READ DATA と 同じ 





READ DATA と 同じ 
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READ 
DIAGNOSTIC | W1 0 MF 0 0 0O 0O 1 0 
※X ※X ※ XX ベベ HD US1 US0 


READ DATA と 同じ 


READ DATA と 同じ 
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R/WA。 D, 


W1 MTMFSK 1 0O 0O 0 1 
※ XX ※X XX ベベ HD US1 US0 


READ DATA と 同じ 


比較 すべ き セ クタ の セク タ 間 隔 1or2 


デー タ 転送 


READ DATA と 同じ 
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B/WA。 D, 


SCAN LOW 
OR EQUAL |W1 MTMEFSK 1 1 0 0 1 
X ※X ※X X  HD US1 US0 


READ DATA と 同じ 


比較 すべ き セ クタ の セク タ 間 隔 1or2 


デー タ 転 送 


READ DATA と 同じ 
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SCAN HIGH 
OR EQUAL 








W1 





MT MEF SK 1 1 
メー ズー ズ 


1 0 1 
HD US1 US0 








READ DATA と 同じ 


比較 すべ き セ クタ の セク タ 間 隔 1or2 


デー タ 転送 


READ DATA と 同じ 
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R/WA。 D, 





1 1 1 
HD US1 US0 


ーー 


新 シ リン ダ 番 号 
| シー ク 動作 





昭 
RECALI- 
BRATE て 


。 測 a 
0 US1 US0 


リカ ラブ レイ ト 動 作 








コマ ンド 終了 時 の シリ ンダ 番号 





SENSE 
DEVICE 
STATUSC 


R 


1 0 0 
HD US1 US0 


デバ イス の 状態 





SPECIFY 


C 





Step Rate Time, Head 
Unload Time 

Head Load Time, Non- 
DMA Mode 





Invalid 








180 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク プロ テク ト 活 用 ハン ド プ ブック 





ST0 テ 80ue) 
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【 表 5- 5 ) コマ ンド フェ ー ズ に お ける パラ メー タ と バイ ト 数 












READ DATA 
READ DELETED DATA O 
WRITE DATA O 

〇 O 




















WRITE DELETED DATA 
READ ID 
WRITE ID 
READ DIAGNOSTIC 
SCAN EQUAL 

SCAN LOW OR EQUAL 
SCAN HIGH OR EQUAL 
SEEK 
RECALIBRATE 
SENSE INTERRUPT STATUS 
SENSE DEVICE STATUS 
SPECIFY 
INVALID 


O1O1OIOI 





OTOIOIO1O 
O1OIO1O1 
OIOIO1O1I 宅 












































OOIOIOIOIOIOIOIO 


O1O1OIO 
OIOIOIOIO 















OIOIOIOIOIOIOIOIO1O1OIO 
OIOIOIOIOIOIOIOIOIO1IOIO 


























































18 2 フロ ッ ピ ビー ディス ク プロ テク ト 活 用 ハン ド プ ブック 


バイ ト 数 









































ロ 
シ 
ロ 
中 
還 
つ 
呈 
ロ 
層 
(の 
ン 
〇 
FL 
ロ 
の 
口 
〇 
の 
| 
ロ 
口 
| 
FL 
〇 
園 
の 
| 
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付録 2 


【 表 5- 6 」 リザ ルト フェ ー ズ に お ける パラ メー タ と バイ ト 数 










READ DATA 
READ DELETED DATA 
WRITE DATA 

WRITE DELETED DATA 
READ ID 

WRITE ID 

READ DIAGNOSTIC 
SCAN EQUAL 

SCAN LOW OR EQUAL 
SCAN HIGH OR EQUAL 
SEEK 

RECALIBRATE 

SENSE INTERRUPT STATUS 
SENSE DEVICE STATUS 
SPECIFY 
INVALID 





























OIOIOIOIO 


al 
olOIOIO1OIOIOIOIO 

















O1O1OIO 


| 


OIOIOIOIOIOIOIO1OIO 





OIOIOIOIOIOIOIO1IOIO 
OIOIOIOIOIOIOIO1O1OIE 
elelelslclolslolels| 
OIOIOIOIOIOIOIO1O1O1 ぞ 





本 
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olololelelslslslelelolo 
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5 一 5 コマ ンド の 機能 





5 一 5 一 | READ DATA 


(1) メイ ン シ ス テム か ら 与 えら れる ID 情報 (IDR と 呼ぶ ) で 指定 され る セク タ の デー タ 
を ディ スク か ら 読 取り , 1 バイ ト ご と に デー タレ ジス タ に セッ ト し ます 。 メ イン シス 
テム 側 は デー タレ ジス タ の 内 容 を Non-DMA また は DMA モー ド で 読出 し ます 。 

(2) 1 セク タ 読 取り 終了 後 メ イン シス テム か ら 読 取り 終了 の 指示 (TERMINAL 
COUNT : 以後 TC と 略す ) が な けれ ば , IDR の R バ イト を 更新 し (R 二 1 一 R), 新 
し い IDR で 指定 され る セク タ の デー タ を 読取 り ま す (マル チ セ クタ ・ リ ー ド )。 た だ 
し , R バ イト の 更新 は EOT バイ ト で 指定 され る 範囲 内 で 行わ れ ま す 。 

(3) メイ ン シ ス テム か ら の 読取 り 終 了 指 示 (TC) が . モク タ の 途中 で 発生 きれ た 場合 に 
は , その セク タ の 残り の デー タ は ディ スク か ら 読 取り ます が , デー タレ ジス タ に は セ 
ッ ト せ ず , CRC の チェ ッ ク の み を 行い ます 。 CRC チェ ッ ク 終 了 後 , コマ ンド を 正常 終 
了 し ます 。 

INT また は DRQ が 立 上 っ て デー タ の 転送 要求 が 発生 し た 直後 か ら , 標準 フロ ッ ピ 
ィ に 対し て は “1 バイ ト ・ タ イム ー5zs",、 ミニ フロ ッ ピ ィ に 対し て は “" 1 バイ ト ・ タ 
イム ー10zs" 内 に TC を 入力 する と , その INT また は DRQ で 要求 し た デー タク 転送 が 
終了 し た 後 は INT また は DRQ に よる デー タ 転 送 要 求 は 発生 し な く な り ま す 。 

た だ し , セク タ の 最後 の バイ ト の 転送 要求 に 対し て は , INT また は DR が 立 上 っ 
た 直後 か ら 2 バイ ト ・ タ イム 内 に TC を 入力 する こと に よっ て , 次 の セクタ へ の リー 
ド 動作 を 止め る こと が で きま す 。 

(4) 1 回 の コマ ンド の 転送 容量 は IDR の N バ イト と MT ビッ ト の 指定 に より 次 の 表 に 

示す よう に な り ま す 。 

この 表 で 示さ れる 最終 セ モク タ の 読取 り が 終っ た 場合 に . メイ ン シ ス テル か ら の 読取 
り 終 了 指 示 (TC) が な けれ ば , ST1 バ イト の EN(End of Cylinder) を オン し て コマ 
ンド の 実行 を 異常 終了 し ます 。 

(5) 1 セク タ の ID お よび デー タ を 読取 る ご と に CRC バイ ト を チェ ッ ク し , いずれ か の 
セク タ で CRC エラ ー が 生じ た ら , ST1 バイ ト の DE (Data Error) ビッ ト を オン に し 
て コマ ンド の 実行 を 異常 終了 し ます 。TID 領域 で の CRC エ ラー に 対し て は DE ビッ ト 
の み オ ン に し ます が , デー タ 領 域 で の CRC エ ラー に 対し て は DE ビッ ト の 他 に ST2 . 


186 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク プロ テク ト 活 用 ハン ドブ ッ ク 


1 一 128※Xn ヘッ ド 0 の セク タ 26 
1 一 256※Xn ペ ヘッド 1 の セク タ 26 








|1-128xn 
1 一 256Xn 


ヘッ ド 1 の セク タ 26 








1 一 256※Xn ヘッ ド 0 の セク タ 15 
1 一 512Xn ヘッ ド 1 の セク タ 15 








1 一 256Xn 
1 一 512Xn 


ヘッ ド 1 の セク タ 15 








1 一 512※n ペ ヘッド 0 の セク タ 8 
1 一 1024 Xn また は ヘッ ド 1 の セク タ 8 








1 一 512X※Xn 
1 一 1024 Xn 


備考 n の 値 は プロ グラ マブ ル で , EOT の 値 で 定義 され ます 。 








デー | つど | ピロ |O ど | 呈 |O ら | ロロ O ら | ロロ | O ら |」 ロ | の 


ヘッ ド 1 の セク タ 8 














バイ ト の DD (Data Error in Data Field) ビッ ト も オン し ます 。 
(6) 読取 り 開始 時 , HD ビッ ト で 指定 され る ヘッ ド を 選択 し た 後 , ヘ ッ ド の ロー ド 状 態 を 
チェ ッ ク し , アン ロー ド 状 態 で ある な ら ば ヘッ ド を ロー ド し , ロー ド 安 定時 間 
(SPECIFY コマ ンド の HLT で 指定 ) 経過 後 , 読取 り を 開始 し ます 。 
(7) コマ ンド 実行 終了 後 , ヘッ ド を すぐ に は アン ロー ド 状 態 に せ ず , 一 定時 間 
(SPECIFY コマ ンド の HUT で 指定 ) 経 過 後 , アン ロー ド 状 態 に し ます 。 従っ て この 
時 間 以 内 に 以前 と 同じ デバ イス に 対し て リー ド ま た は ライ ト 系 の コマ ンド が 与え られ 
だ た な ら ば , ヘッ ドロ ー ド の 安定 時 間 待ち を 節約 する こと が で きま す 。 

た だ し , この 時 間 以 内 に 他 の デバ イス に 対し て コマ ンド が 起動 され た 場合 , お よび 
以前 と 同じ デバ イス で あっ て も シリ ンダ が 異な る SEEK コマ ンド が 起動 され た 場合 
に は , 以前 の デバ イス の ヘッ ド は アン ロー ド 状 態 に し ます 。 ま た コマ ンド が 起動 され 
た 方 の デバ イス で は 自動 的 に ロー ド 安 定時 間 待ち が 行なわ れ ま す 。 

(前 述 の (6) お よび (⑦ 項 は READ DATA コマ ンド だ け で な く リ ー ド ノラ イト を 伴う コ 
マン ド 総 て に 適用 きれ ます ) 

(8) メイ ン シ ス テム か ら の 読取 り 終 了 指 示 (TC) に より コマ ンド 実行 を 正常 終了 し た と 
き に は , Result Phase で 転送 され る IDR に は MT ビッ ト お よび EOT バイ ト に より 
次 表 で 示す 値 が セ モット され ます 。 
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最終 イト の 転送 IDR の 状態 















































PO に 関係 し た セク タ H 

ヘッ ド 0 の セク タ 1ー25 
7 1 一 14 と も と の まま 
7 1 一 7 

ヘッ ド 0 の セク タ 2 6 
ル 15 も と の まま 
/ 8 

ヘッ ド 1 の セク タ 1 一 25 
7 1 一 1 4 も と の まま 
7/ 1 一 7 

ヘッ ド 1 の セク タ 2 6 
7 15 も と の まま 
/ 8 

ヘッ ド 0 の セク タ 1 一 25 
/ 1 一 14 と も と の まま 
7 1 一 7 

(RNN 執政 半 み 
8 を 反転 する 

ヘッ ド 1 の セク タ 1] 一 25 
7 1 一 14 と も と の まま 
7 1 一 7 

の を 2 下 ュ ピッ ト 
8 を 反転 する 

注 ヘッ ド の 選択 状態 (STO の HD ビ ッ ト も 含む ) は 最終 バイ ト の 転送 に 関係 し た セク タ の 属す る ト 
ラッ ク の まま で す 。 


(9 ) Deleted Data Address Mark を 検出 し た と き に は , ST2 バイ ト の CM (Control 
Mark) ビ ッ ト を オン に し ます 。 こ の と き コ マン ド の SK ビッ ト の 内 容 に より 二 通 り の 
処理 が 行なわ れ ま す 。SK ビッ ト が 0 の と き は その セク タ を 読取 り 後 コ マン ド の 実行 
を 正常 終了 し ます 。Result Phase で 転送 され る CHRN は Deleted Data Address 
Mark を 検出 し た セク タ の 値 に な り ま す 。SK ビッ ト が 1 の と き は その セク タ を スキ 
ッ プ し て 次 の モク タ を 処理 し ます 。 

(10) モク タ の デー タ を メイ ン シ ス テム に 転送 し て いる と き , 一 定時 間 内 (標準 フロ ッ ピ 
ィ に 対し て FM モー ド の 場合 27zS, MEFM モー ド の 場合 13zS 以内 : ミニ フロ ッ ピ 
ィ に 対し て FM モー ド の 場合 54zS, MFM モー ド の 場合 26zS 以内 ) に メイ ン シ ス テ 
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ム の サー ビス が 行わ れ な か っ た 場合 に は , その セク タ を 読取 り 後 , ST1 バイ ト の OR 
(Over Run) ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 を 異常 終了 し ます 。 

(11) IDR の N バ イト が 00 の と き に は , DTL バイ ト に よっ て セク タ 当 り の 処理 すべ き デ 
ー タ 長 が 指定 され ます 。DTL が セク タ の デー タ の 途中 まで を 指定 し て ある 場合 に は , 
その セク タ の 残り の デー タ は ディ スク か ら 読 取り ます が , デー タレ ジス タ に は セッ ト 
せ ず , CRC チェ ッ ク の み を 行ない ます 。 

DT エ =01。。 が 1 バイ トブ セ クタ を , 80。> が 128 バ イト プ セ クタ を 指定 し ます 。 こ の 
機能 を 用 いな い 場 合 に は DTL バイ ト は FE と し ます 。 

IDR の N バ イト が 00 以 外 の と き に は DTL バイ ト は 意味 を 持ち ませ ん 。 

な お , マル チ セ クタ ・ リ ー ド を 行なう か 否 か は , メイ ン シ ス テム か ら の 読取 り 終 了 
指示 (TC) に 従い ます 。 

(12) コマ ンド 実行 開始 時 及び ID アド レス マー ク ・ サ ー チ 時 , デバ イス が ノッ トレ ディ 状 
態 で あっ た 場合 , ST0 バイ ト の NR (Not Ready) ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実 
行 を 異常 終了 し ます 。 

(13) IDR で 指定 され る セク タ が クン デック ス ・ マ ー ク を 2 回 検出 する まで に 見 つか ら な 
い 場合 は , ST1 バイ ト の ND (No Data) ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 を 異常 
終了 し ます 。 

この と き 読 取っ た ID の C バ イト が IDR の C バ イト と 一 致 せ ず , か つ FF。。。 で な け 
れ ば , ND の 他 に ST2 バイ ト の NC (No Cylinder) ビッ ト も オン に し ます 。 ま た, 
ID の C バ イト が IDR の C バ イト と 一 致 せ ず , か つ FF(> で あれ ば , ND の 他 に ST2 バ 
イト の BC (Bad Cylinder) ビッ ト も オン に し ます 。 

な お , IDR で 指定 され る セクタ が イン デック ス ・ マ ー ク を 2 回 検出 する まで に 見 つ 
か ら ず , か つこ の 間 に ID アド レス マー ク が 1 回 も 検出 され な か っ た 場合 に は , ND の 
代り に ST1 の MA (Missing Address Mark) を オン に し て 異常 終了 し ます 。 

(14) IDR で 指定 され る セク タ の TUD を 検出 後 , デー タ 部 の アド レス マー ク (Data 
Address Mark or Deleted Data Address Mark) を 一 定時 間 (1ms プ 8MHz) 以内 
に 検出 で き な か っ た 場合 に は , ST1 の MA ビッ ト と と も に , ST2 の MD (Missing 
Address Mark in Data Field) ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 を 異常 終了 し ます 。 

(15) 各 パ ラメ ー タ と セク タフ ォ ー マ ッ ト の 関係 を 次 の 表 に 示し ます 。 

GPL は マル チ セ クタ ・ ア クセ モ セス 時 , デー タ 部 と 次 の セク タ の 部 の 間 の Splice 
Point ( 不 連続 点 ) を 避け る た め に 必要 な パラ メー タ で す 。 


付録 2 ZPD 765A/745/7265 の 仕様 書 189 


EOTqs)|GPLue) 





8 バイ トブ セク タ 
6 


こつ ) 
ー ュ 


IBM ディ スケ ・ 





つ 
避 


IBM ディ スケ ・ 





2 


1p ッ | 





4 


汗 
寺 





8 





6 
6 バイ トブ セク タ 
2 


汗 
氏 





に 


IBM ディ スケ ・ 





つ 
の 





ら | っ ら | っ ら | っ | っ | っ | っ | っ | っ 
汗 
針 


4 


て っ 
ご 


IBM ディ スケ 、 





汗 


汗 
冒 | 財 | 付 





8 
6 




















汗 





備考 GPL は プロ グラ マブ ル で す 。 





EOTiie) 


ECMA66 トラ ッ ク 00 128 バ イト ノ モ セク タ 
(片面) | トラ ッ ク 00 外 256 








ECMA70 | FM | サイ ド 0 の トラ ッ ク 00 128 
(両面 ) | MEM | サイ ド 0 の トラ ッ ク 00 以 外 | 256 
備考 GPL は プロ グラ マブ ル で す 。 
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5 一 5 一 2 READ DELETED DATA 


(1) セク タ の デー タフ ィ ー ル ド の Data Address Mark と Deleted Data Address Mark 
を 互い に 読 変え た た READ DATA コマ ンド と 同じ で す 。 


5 一 5 一 3 WRITE DATA 


( 1) IDR で 指定 され る セク タ の デー タフ ィ ー ル ド へ , メイ ン シ ス テム か ら 1 バイト ご と 
に Non-DMA また は DMA モー ド で デー タレ ジス タ に 転送 され て くる デー タ を 書 込 
み ま す 。 

(2 ) 1 セク タ 書 込み 終了 後 , メイ ン シ ス テム か ら 書 込み 終了 の 指示 (TC) が な けれ ば ぱ ば, 
IDR の R バ イト を 更新 し (R 二 1 一 R), 新しい IDR で 指定 され る セク タ に デー タ を 
書込み ます (マル チ セ クタ ・ ラ イト )。 た だ し , R バ イト の 更新 は EOT バイ ト の 範囲 
内 で 行なわ れ ま す 。 

(3) メイン シス テム か ら の 書込み 終了 (TC) が セク タ の デー タ の 途中 で 指示 され た 場合 
に は , その セク タ の 残り の バイ ト に は 00u。, を 書 込 ん を で コマ ンド を 正常 終了 し ます 。 

INT また は DRQ が 立 上 っ て デー タ の 転送 要求 が 発生 し た 直後 か ら , 標準 フロ ッ ピ 
ィ に 対し て は “1 バイ ト ・ タ イム ー6gS"、 ミニ フロ ッ ピ ィ に 対し て は “1 バイ ト ・ タ 
イム ー12S" 内 に TC を 入力 する と , その INT また は DRQ に よる デー タ 転 送 が 終了 
し た 後 は INT また は DRQ に よる デー タ 転 送 要 求 は 発生 し な く な り ま す 。 

た だし, セク タ の 最後 の バイ ト の 転送 要求 に 対し て は , INT また は DRQ が 立 上 っ 
た 直後 か ら 2 バイ ト ・ タ イム 内 に TC を 入力 する こと に よっ て , 次 の セク タ に 対す る 
ライ ト 動 作 を 止め る こと が で きま す 。 

(4) 1 セク タ の ID を 読取 る ご と に CRC バ イト を チェ ッ ク し , いずれ か の セク タ で 
CRC エラ ー が 生 し たら, ST1 バイ ト の DE ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 を 暴 
常 終 了 し ます 。 

(5) セク タ の デー タフ ィ ー ル ド へ 書 込 む デー タ を メイ ン シ ス テム か ら 転 送 し て いる と き , 
一 定時 間 内 (標準 フロ ッ ピ ィ に 対し て FM モー ド の 場合 は 31zS, MFM モー ド の 場合 
は 15zS 以 内: ミニ フロ ッ ピ ィ に 対し て FM モー ド の 場合 は 62zS,。 MFM モー ド の 
場合 は 30zS 以内 ) に メイ ン シ ス テム の サー ビス が 行わ れ な か っ た 場合 に は , その セク 
タ を 書込み 後 ST1 バイ ト の OR ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 を 異常 終了 し ま 
す 。 

( 6) IDR の N バ イト が 00u ぁ > の と き に は , DTL バイ ト に よっ て セク タ 当 り の 処理 すべ き 
デー タ 長 が 指定 され ます 。DTL が セク タ の デー タ の 途中 まで を 指定 し て ある 場合 に 
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は , その セク タ の 残り の デー タ に は 00u。) を 書込み ます 。 
DTL=01。。。 が 1 バイ ト プ セ クタ を , 80 ぁ が 128 バ イト プ セ クタ を 指定 し ます 。 こ の 
機能 を 用 いな い 場 合 に は DTL バイ ト は FF(。 と し ます 。 
IDR の N バ イト が 00u。 以 外 の と き に は DTL バイ ト は 意味 を 持ち ませ ん 。 
な お , マル チ セ クタ ・ ラ イト を 行う か 耕 か は , メイ ン シ ス テム か ら の 書込み 終了 指 
示 (TC) に 従い ます 。 
( 7 ) デー タ 部 の CRC バイ ト の 後に , ギャ ッ プ を 1 バイ ト 書 込み 後 , FAULT 信号 が オン 
の 場合 ,」 STO0 バイ ト の EC (Equipment Check) ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 
を 異常 終了 し ます 。 
(8 ) コマ ンド 実行 開始 時 , WRITE PROTECTED 信号 が オン の 場合 , ST1 バイ ト の 
NW (Not Writable) ビッ ト を オン に し て コマ ンド 実行 を 異常 終了 し ます 。 
( 9 ) READ DATA コマ ンド の (4), (6), (7), (8), (12), (13) と 同じ 。 


5 一 5 一 4 WRITE DELETED DATA 


(1) セク タ の デー タフ ィ ー ル ド の Data Address Mark の 代り に , Deleted Data 
Address Mark を 書 込 む 事 を 除い て WRITE DATA コマ ンド と 同じ で す 。 


5 一 5 一 5 READ ID 


(1) 選択 し た トラ ッ ク 上 で 最初 に 検出 し た エラ ー で な い 1D を IDR に 格納 し ます 。 格 納 
し た IDR の 情報 は Result Phase で デー タレ ジス タ に セッ ト し , メイ ン シ ス テム は そ 
の 内 容 を 読取 り ま す 。 

(2) 最大 1 トラ ッ ク 分 読取 り を 行っ て も エラ ー で な い ID が イン デック ス ・ マ ー ク を 2 
回 検出 する まで 見 つか ら な い 場 合 は , ST1 バイ ト の ND (No Data) ビッ ト を オン に 
し て コマ ンド の 実行 を 異常 終了 し ます 。 

な お , エラ ー で な い ID が イン デック ス ・ マ ー ク を 2 回 検出 する まで に 見 つか ら ず , 

か つ ID アド レス マー ク が 1 回 も 検出 され な か っ た と き に は , ND ビッ ト の 代り に 
ST1 バイ ト の MA (Missing Address Mark) を オン に し て 異常 終了 し ます 。 

( 3 ) READ DATA コマ ンド の (6), (7 ), (12) と 同じ 。 











5 一 5 一 6 WRITEID (Format Write) | 





(1 ) Command Phase で メイ ン シ ス テム より 与え られ る セク タ 長 (N), トラ ッ ク 当 り の 
セク タ 数 (SC), ギャ ッ プ 長 (GPL), デー タ 部 に 書 込 む デー タバ ター ン (D) な ど に 
従っ て フォ ー マ ッ ト 書 込み を 行ない ます 。 
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( 2 ) セク タ の TID 部 に デー タ を 書 込 む と き に は , メイ ン シ ス テム か ら 転 送 さ れる デー タ 
(C, H, R, N の 4 バイ トメ セク タ 数 ) を 書込み ます 。 従っ て , メイ ン シ ス テム か 

ら 転 送 す る デー タ に よっ て セク タ シ ー ケ ンス ID や 不良 シリ ンダ ID な ども 書 込 む こ 
と が で きま す 。 

( 3 ) 各 セ モク タ の デー タ 部 に は , D バ イト の デー タ を N バ イト で 指定 され る 長 さ 分 だ け 繰 
り 返 し 書込み ます 。 

(4) 1 セク タ 書 込み 終了 後 , メイ ン シ ス テム か ら 書 込み 終了 の 指示 (TC) が な く , か つ 
SC バイ ト で 指定 され ん た セク タ 数 分 の セク タ ・ フ ォ ー マ ッ ト 書 込み が 終了 し て いな け 
れ ば IDR の R バ イト を 更新 し (R 二 1 一 R), セク タ ・ フ ォ ー マ ッ ト 書 込み を 続行 し ま 
す 。 た だ し , R バ イト に は コマ ンド 実行 開始 時 に 初期 値 01q。 を セッ ト し ます 。 

(5) 1 セク タ 書 込み 終了 後 , メイ ン シ ス テム か ら 書 込み 終了 指示 (TC) が ある か , SC バ 
イト で 指定 され た セク タ 数 分 の セク タ ・ フ ォ ー マ ッ ト 書 込み が 終了 する と 次 の イン デ 
ックス ・ パ ルス まで ギャ ッ プ を 書込み ます 。 

(6) 書込み 終了 時 , FAULT 信号 が オン の 場合 ,」 STO バイ ト の EC(Equipment Check) 
ビッ ト を オン に し て コマ ンド を 異常 終了 し ます 。 

(7 ) セク タ の TID 部 へ 書 込 む データ を メイ ン シ ス テム か ら 転 送 し て いる と き , 一 定時 間 
内 (標準 フロ ッ ピ ィ に 対し て FM モー ド の 場合 314S, MFM モー ド の 場合 15zS 以 
内 : ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ に 対し て FM モー ド の 場合 624S,。 MFM モー ド の 場合 30zS 以 
内 ) に メイ ン シ ス テム の サー ビス が 行わ れ な か っ た 場合 に は , トラ ッ ク の 書込み 後 、 
ST1 バイ ト の OR (Over Run) ビッ ト を オン に し て コマ ンド を 異常 終了 し ます 。。 

(8 ) コマ ンド 実行 開始 時 , デバ イス が ノッ トレ ディ 状態 で あ た 場 合 , STO バイ ト の NR 
(Not Ready) ビッ ト を オン に し て コマ ンド を 黒 常 終了 し ます 。 

(9 ) READ DATA コマ ンド の (6), (7 ) と 同じ 。 

(10) WRITE DATA コマ ンド の (8 ) と 同じ 。 

(11) 各 パ ラメ ー タ と セク タ ・ フ ォ ー マ ッ ト の 関係 を 次 の 表 に 示し ます 。 
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備考 GPL は プロ グラ マブ ル で す 。 


EOTus) 





ECMA66 トラ ッ ク 00 128 バ イト プ セ クタ 
(店 面 | トラ ッ ク 00 以 外 | 256 / 








ECMA70 | FM | サイ ド 0 の トラ ッ ク 00 | 128 / 
(両面 ) | MFM | サイ ド 0 の トラ ッ ク 00 以 外 / 
備考 GPL は プロ グラ マブ ル で す 。 

















5 一 5 一 7 READ DIAGNOSTIC 


(1) イン デック ス ・ マ ー ク の 直後 の セク タ か ら 読 取り 開始 し ます が 次 に 示す 相違 点 を 除 
いて READ DATA コマ ンド と 同じ で す 。 
ID また は デー タ 部 の CRC エ ラー が 検出 され て も 読取 り を 続け ます 。 
読取 っ た ID と IDR の 比較 は し ます が , それ ら が 異な っ て いて も ST1 バイ 
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ト の ND (No Data、 ビッ ト を オン に する だ け で , その セク タ の デー タ は 処 
理 し ます 。 
マル チト ラッ ク 指 定 , スキ ッ プ 指定 は あり ませ ん 。 
デ ヂ デリー テッ ド ・ デ ー タ ・ マ ー ク の セク タ を 検出 し て も コマ ンド 実行 終了 条 
件 に は な り ま せん 。 





5--5 一 8 SCAN EQUAL / SCAN LOW OR EQUAL / SCAN HIGH OR EOUAL | 


( 1 ) IDR で 指定 され る セク タ か ら 開 始 し , セク タ の デー タ を ディ スク か ら 読 取り , 1 バ 
イト ご と に メイ ン シ ス テム か ら 送 られ て くる デー タ と 比較 し , 条件 に あっ た セク タ を 
検出 し ます 。 

( 2) 1 セク タ の 比較 で 条件 に 合う セク タ が 検出 で き な い と き に は , IDR の R を 更新 し 
(R+STP つ R :STP は 1 また は 2), 新しい セク タ に つい て 比較 動作 を 行ない ま 
す 。 し た が っ て メイ ン シ ス テム か ら は 条件 に 合っ た セク タ が 検出 され る まで , 同じ デ 
ー タ 和 群 を くり 返し 送り 込む 必要 が あり ます 。 

(3) 各 セ クタ の 最終 バイ ト を 転送 し た と き に は 必ず TC を 入力 し て 下さ い 。 各 セク タ の 
全 バ イト を 比較 する 必要 の な いと き は , セク タ の 途中 で TC を 入力 し , セク タ の 後半 
の 比較 を 行わ ず に 比較 を 終了 させ , それ まで の バイ ト に 対し て 一 致 , 大 , 小 の 比較 を 
見 る こと が で きま す 。 

(4) メイ ン シ ス テム か ら の デー タ が FFu。 の と き は , その デー タ に つい て は 比較 を 行 な 
いま せん 。 

(5) 比較 条件 は 次 の 通り で す 。 

SCAN EQUAL で は , 比較 すべ き バ イト 群 が 等 し いか 否 か を チェ ッ ク し , 
等 し いと き コ マン ド の 実行 を 正常 終了 し ます 。 

SCAN LOW OR EQUAL で は , 比較 すべ き バ イト 群 に つい て , ディ スク 
の 方 が メイ ン シ ス テム の デー タ よ り 小 さい か 等 し いと き コ マン ド の 実行 を 正 
常 終了 し ます 。 

SCAN HIGH OR EQUAL で は , 比較 すべ き バ イト 群 に つい て ディ スク の 
方 が メイ ン シ ス テム の デー タ よ り 大 きい か 等 し いと き コ マン ド の 実行 を 正常 
終了 し ます 。 

一 致 , 大 , 小 の 比較 は 最初 に 比較 する バイ ト を 最上 位 と し て 行ない ます 。 
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MSB 
ディ メ ク DAM| oi | 41| sol esl7s|z 
1 1 1 1 1 1 ディ スク ニテ メ イン 
メイ ン 01 | 41 FF| es|l7slau 



































ディ スク < メイ ン 





























MSB 
ディ スク DAM | 01 | 41 50 | es | 73 | zi 

1 1 1 1 1 1 ディ スク < メイ ン 
メイ ン 1 01 41 50 | 47 | 90 | FE 

















(6) 比較 条件 の うち 等 し い 条件 を 満足 し た と き は , ST2 バイ ト の SH (Scan Equal Hit) 
を オン に し て コマ ンド の 実行 を 正常 終了 し ます 。 
最終 モク タ ま で 比較 を し て も 条件 を 満足 する セク タ が 検出 され な か っ た と き は , 
ST2 バイ ト の SN (Scan Not Satisfied) ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 を 正常 
終了 し ます 。 
(7 ) Deleted Data Address Mark の セク タ を 検出 し た と き に は ST2 バイ ト の CM 
(Control Mark) ビッ ト を オン に し ます 。 こ の と き SK ビッ ト の 内 容 に より 二 通 り の 
処理 が 行わ れ ま す 。 
SK ビッ ト が 0 の 場合 に は , その セク タ を 最終 セク タ と みな し て 動作 し ます 。 SKK ビ 
ッ ト が 1 の 場合 に は , その セク タ を スキ ッ プ し て 次 の セク タ を 処理 し ます 。 
(8) Command Phase で 転送 され る STP バイ ト は 01u。 ま た は 02。 が 可能 で す が , 02u。 
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の と き に は Command Phase で 転送 きま れる R バ イト と EOT バイ ト は 次 式 を 満足 し て 
いな けれ ば な り ま せん 。 
R 十 2 (n 一 1)=EOT n : 処 理 し た セク タ 数 
(9) 比較 すべ き デ ー タ を メイ ン シ ス テム か ら 転 送 し て いる と き , 一 定時 間 内 (標準 フロ 
ッ ピ ィ に 対し て FM モー ド の 場合 27zS, MFM モー ド の 場合 13zS 以内 : ミニ フロ 
ッ ピ ィ に 対し て FM モー ド の 場合 54/S。 MFM モー ド の 場合 26,S 以内 ) に メイ ン シ 
ステ ム の サー ビス が 行わ れ な か っ た 場合 に は , その セク タ の 比較 動作 終了 後 , ST1 バ 
イト の OR (Over Run) ビッ ト を オン に し て コマ ンド の 実行 を 異常 終了 し ます 。 
(10) READ DATA コマ ンド の (5), (6), (7), (12), (13), (14) と 同じ 。 


(1) Command Phase で 転送 され る NCN (New Cylinder Number) バイ ト を シリ ンダ 
物理 番号 と みな し て , 目的 シリ ンダ まで シー ク さ せま す 。 

(2 ) シー ク 動 作 と し て は , 現在 の リー ド プ ライ ト ・ ヘ ッ ド の 位置 を 記憶 し て ぃ る PCN 

(Present Cylinder Mumber) バイ ト と NCN バイ ト と を 比較 し ます 。 比較 結果 が 異 
な っ て いる 場合 次 の 二 通 り の 動作 が 行なわ れ ま す 。 
① NCN>PCN の と き 
DIRECTION 信号 を 1 に し て STEP 信号 を 出力 し , PCN を イン クリ メン ト 
(PCN 二 1 つ PCN) し ます 。 
②⑳② NCN< く PCN の と き 
DIRECTION 信号 を 0 に し て STEP 信号 を 出力 し ,。 PCN を デ ク リ メン ト 
(PCN 1 ~ PCN) し ます 。 
その 後 は SPECIFY コマ ンド で 指定 され る ステ ッ プ 時 間 ご と に 以上 の 動作 を 比較 
結果 が 等 し く な る まで 繰り 返し ます 。 
比較 結果 が 等 し い 場 合 ,」 ST0 バイ ト の SE (Seek End) を オン に し て コマ ンド の 実 
行 を 正常 終了 し ます 。 た だ し , ST0 バイ ト の 内 容 は SENSE INTERRUPT STATUS 
コマ ンド の Result Phase の 中 で 処理 され ます 。 

(3 ) SEEK コマ ンド は Command Phase で は FDC Busy 状態 で す が , Execution Phase 
で は Non-Busy 状態 で ある た め , この と き に 他 の デバ イス に 対す る SEEK また は 
RECALIBRATE コマ ンド を 受付 ける こと が で き , デバ イス 4 台 ま で の シー ク の 同時 
動作 が 可能 で す 。 

FDC が Non 一 Busy 状態 で あっ て も , いずれ か の デバ イス が Busy 状態 の と き に は , 
FDC に リー ドブ プラ イト 系 の コマ ンド を 実行 きせ て は いけ ませ ん 。 
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( 4 ) SEEK コマ ンド 開始 時 及び シー ク 動 作 を 実行 中 デバ イス が ノッ トレ ディ 状態 で あ 
っ た 場合 に は , STO0 バイ ト の SE ビッ ト と NR ビッ ト を オン に し て コマ ンド を 暴 常 終 
了 し ます 。 





[5 5 一!O RECALIBRATE (Return to cylinder 0)| 





(1) シリ ンダ 物理 番号 0 (デバ イス か ら の TRACK0 信号 を 検出 する まで ) ヘ シー ク さ せ 
ます 。 

(2 ) シー ク 動 作 と し て は , デバ イス の 現在 の リー ドラ イト ・ ヘ ッ ド の 位置 を 記憶 し て 
いる PCN バイ ト を クリ ア し た 後 , デバ イス か ら の TRACK0 信号 を チェ ッ ク し ます 。 

TRACK0 信号 が 0 の 場合 , DIRECTION 信号 を 0 に し て STEP 信号 を 出し ます 。 
その 後 は SPECIFY コマ ン ド で 指定 され る ステ ッ プ 時 間 ご と に 前 述 の 動作 を 
TRACK0( 信号 が 1 に な る まで 繰り 返し ます 。 

TRACK0 信号 が 1 に な っ た ら , STO バイ ト の SE (Seek End) ビッ ト を オン に し て 
コマ ンド の 実行 を 正常 終了 し ます 。 

(3) (2) 項 の 動作 を 77 回 (4PD765A, 745) また は 255 回 (PD7265) 繰り 返し て も 
TRACKO0 信号 が 1 に な ら な い 場 合 , STO バ イト の SE ビッ ト と EC (Equipment 
Check) ビッ ト を オン に し て コマ ンド を 異常 終了 し ます 。 

(4 ) SEEK コマ ンド の (3 ), (4 ) と 同じ 。 


5 一 5 一 | SENSE INTERRUPT STATUS | 


(1 ) SEEK また は RECALIBRATE コマ ンド に よる シー ク 動 作 終 了 時 の リザ ルト ステ 
ー タ ス , また は コマ ンド 実行 中 な な いと き の デ バイ ス の 状態 遷移 (Not Ready か ら 
Ready へ , ある い は Ready か ら Not Ready へ ) 時 の リザ ルト ステ ー タ ス を デー タレ 
ジス タ に セッ ト し , RQM を オン に し て メイ ン シ ス テム に 対し て それ ら の 引取 り 要 求 
を し ます 。 

( 2 ) PCN バイ ト は , シー ク 動 作 終 了 時 の シリ ンダ 物理 番号 を 示し ます 。 状 態 乱 移 時 の 
PCN バイ ト は 意味 を 持ち ませ ん 。 

(3) シー ク 動 作 終 了 ま た は 状態 遷移 が いずれ の デバ イス に も 発生 し て いな いと きこ の コ 
マン ド は Inyvalid コマ ンド と し て 処理 され ます (INVALID コマ ンド の 項 を 参照 し て 
くだ さい )。 


5 一 5 一 I2 SPECIFY 


(1) FDC の 各種 時 間 用 タイ マ お よび FDC の 動作 モー ド の 初期 値 を FDC に モッ ト し ま 
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す 。 

(2 ) HUT (Head Unlodad Time) は , リー ド プ ライ トコ マン ド 実 行 後 ア ン ロ ー ド 状態 
に する まで の 時 間 を 指定 し ます 。 標準 フ ロッ ピ ィ に 対し て 16mS 単位 で 16mS か ら 
240mS まで , ミニ フロ ッ ピ ィ に 対し て 32mS 単位 で 32mS か ら 480mS まで 指定 し ま 
す 。 


時 間 (ms) 時 間 (ms) 
禁 止 128256 








16/32 144288 








32 プ 64 160320 








48/96 176 ブ 352 








64 プ 128 192 384 








80/160 208 グ 416 








96192 224 448 





紀 過 | 〇 | 避 |p|olo 














ココ | の | の | 選 |1O の IO6OI ロ | の 


112224 240/480 


( 3 ) SRT (Step Rate Time) は , シー ク 動 作 時 デバ イス へ 送る STEP 信号 の 間隔 時 間 
を 指定 し ます 。 標準 フ ロッ ピ ィ に 対し て 1mS 単位 で 1mS (コー ド F。。 に 対応 ) か ら 
16mS (コー ド 0 に 対応 ) まで , ミニ フロ ッ ピ ィ に 対し て 2mS 単位 で 2mS か ら 32mS 
まで 指定 で きま す 。 


時 間 (ms) 時 間 (ms) 












































0 8 
1 9 
2 A 
3 B 
4 C 
5 D 
6 E 
7 F 














この 表 の 値 は 標準 値 で 最小 値 は 表 の それ ぞ れ の 値 か ら 標準 フロ ッ ピ ィ 時 (8MHz) 

は 1mS, ミニ フロ ッ ピ ィ 時 (4MHz) は 2mS を 引い て くだ さい 。 
(4) HLT (Head Load Time) は , リー ドン プラ イト ・ コ マン ド の 実行 開始 時 , ヘッ ド が 
アン ロー ド 状 態 で あれ ば ロー ド さ せま す が , ロー ド し た 後 ヘ ッ ド が 安定 状態 に な る ま 
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で の 待ち 時 間 を 指定 し ます 。 標 準 フ ロッ ピ ィ に 対し て 2mS 単位 で 2mS か ら 254mS, 
ミニ フロ ッ ピ ィ に 対し て 4mS 単位 で 4mS か ら 508mS まで 指定 で きま す 。 
(5) ND (Non DMA Mode) ビッ ト は , リー ド プ ライ ト ・ コ マン ド 実 行 時 , Execution 


時 間 (ms) 


時 間 (ms) 


























250/500 
252/504 
254508 

















0 0 
0 1 
0 2 
0 3 
0 4 
05 
0 6 
0 7 














Phase ん に お いて メイ ン シ ス テム と の デー タ 転 送 モ ー ド を 指定 し ます 。1 の と き Non 
DMA モー ド , 0 の と き DMA モー ド を 指定 し ます 。 


5 一 5 一 3 SENSE DEVICE STATUS 


(1) FDC へ 入力 され る デバ イス 信号 の 状態 を ST3 バイ ト に セッ ト し , それ を デー タレ 
ジス タ に セッ ト し て RQM ビッ ト を オン に し , メイ ン シ ス テム に 対し て 引取 り 有 要求 を 
し ます 。 


5-5 一 4 INVALID 


( 1) Command Phase に お いて 定義 きれ て いな い コ マン ドコ ー ド が 与え られ た と き , ま 
た は SENSE INTERRUPT STATUS コマ ンド 実行 時 , SEEK/RECALIBRATE コ 
マン ド の 終了 INT 要求 お よび 状態 頂 移 に よる INT 要求 の いずれ も 起こ っ て な か っ 
た 場合 。STO バイ ト の Interruption Code ん に 10u。。 (1C:Invalid Commoand), その 
他 の 部 ん に は すべ て 0 を モット し ます 。 そ の 後 STO バイ ト の 内 容 を デー タレ ジス タ に 
移し て ステ ー タ スレ ジス タ の RQM ビッ ト を オン に し , メイ ン シ ス テム に 対し て 引取 
り 要求 を し ます 。 
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誠 文 堂 新光 社 出版 案内 





富士 通帳 編 FM- 7 を ユー ザー 独自 の シス テム の 

S ー 中 に 組み 入れ よう と する 人 達 に と っ 
FM 一 7 シス テム 仕様 て 機械 語 に より 本 機 を 起動 きせ る 
FUJITSU MICRO7 ユ スー ザー ズ マ ニュ アル 必要 が あり , この 様 な スー ザー の た 


晶 守 * テ 、 交 素 | 。 ミ D 
B5 162 頁 定価 1400 円 (〒300) 416-18307-0 め の 豊 富 な 資料 ・ 解 説 を 掲載 . 





士 通 山 編 本 書 は , 富士 通 株 式 会 社 か ら 発売 き 
ヽ ょ れ て いる パー ソナ ルコ ンピュータ 各 
FM シリ ー ズ 機種 に 共通 し た , BAS IC 言 語 で 


FM 一 7・8・11 FーBASIC 活 用 事典 ある 「F-BASIC」 の 命令 に つい て 最 
上 位 機種 FM11 を 主体 に 解説 し た . 





B5 326 真 定価 2500 円 (〒300) 416-18314-3 





白井 克彦 監修 ビジ ネス 用 ソフ ト を 中 心 に 解説 する 
に と 共に , 早 大 井 教授 指導 の 評価 テ 
FMIU シリーズ スト を 行い この 評価 に 対す る 開発 


FM 一 7・8・11 ビジ ネス ソフ ト 118 選 語 語 』 メー カー 側 の 反論 も 併 江 き され て いる . 


B5 270 頁 定価 2300 円 (〒300) 416-18417-4 (最新 ソフト ガ イド 集 申込 券 付 ) 











富士 通帳 編 FM-7 プ 8 に つづ く FM シ リー ズ と 
上 還 ミュ し て , 富士 通 パ ー ソ ナル コン ピュ ー 
FM 一 11 シ ステ ム 解 説 タ の 充実 を は か る も の で , 各種 オフ 
ィ ス 機器 を 利用 し て 企業 内 の 事務 , 
B5 402 頁 定価 3200 円 (〒350) 416-18325-9 技術 分 野 の 省力 化 ・ 合 理化 に 有効 . 
生野 弘志 ・ 早 大 航空 字 宙 研究 会 著 パソ コン 業界 で 飛躍 的 に 成長 し て い 
8 NSR る 中 卒 企業 ソー ド 6 の 低 価格 パソ コ 
MI5 イ ンタ ー フ ェ ー ス 実戦 テク ニッ ク ン M 5 を 素材 に . いろ いろ の 機器 に 
パソ コン を 使う アイ デア を ハー ド ・ 
B5 192 貢 定価 1600 円 (〒300) 416-18323-2 ノ フ ト 両 面 か ら の 実験 例 を 解説. 
湯田 幸信 ・ 伊 藤 彰 著 松下 通信 工業 JR -800 を 活用 的 に 使い 
人 は こなす た め の , 基礎 的 な 解説 と 実際 
ハン ド ヘ ルド ・ コ ンピュータ 面 に 役立て る た め の 活用 プロ グラ ム 
National JR 一 800 ン 使い 方 と 活用 プロ グラ ム 集 , 基本 計算 , 代数 計算 , 統計 な ど 
B5 240 真 定価 1700 円 (〒300) 416-18317-8 の ブロ グラ ム 45 点 を 詳解. 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー フ パパ ヤヤ ャ ヤヤ ヤヤ サヤ サヤ ヤヤ サハ 
諸 情 に より 定価 は 変更 され る 場合 が あり ます の で 予め ご 詠 承 くだ さい 。 


誠 文 堂 新光 社 出版 案内 











館野 哲哉 著 シャ ー プ の MZ- 2000/2200 を モデ ル ・ 
Es パパ ソコ ン と し て , その 操作 や BAS 
スズ バリ わ か る / BASIC I C の 命令 の 理解 が し や すい よう に 
MZ2000/MZ2200 イラ スト を 豊富 に 使い , 誰 で も わか 
B 5 160 頁 定価 1500 円 (〒300) 416-18327-5 る よう 解説 し た 入門 理 . 
内 山 昭 太郎 ・ 艇 山 誠 他 著 本 書 で と りあ げ る 内 容 は , テク ノロ 
2 上 ジー アー ト と いわ れる 視覚 表現 で , 
コン グラ の すべ て 特に ポイント を 静止 画像 (平面 上 の 
コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の 展開 か ら 応 用 まで 展開 ) に し ぼっ た . クリ エイ ティ ブ 
A4 変 140 頁 定価 2850 円 (〒250) 416-18300-3 に 使え る 実用 ガイ ドブ ッ ク . 
倉地 正 ・ 加 藤 弘 史 著 東芝 パソ ピア に 使用 きれ る OA-BA 
5 R SIC 言語 の 実践 的 活用 法 を 解説 . 機 
パン ピア 0A 一 BASIC 徹 底 活用 法 械 に は 文法 草 が つい て いる が , これ 


だ け で は 実際 に 役立た な い . 活用 の 


A5 192 頁 定価 1600 円 (〒250) 416-18219-8 方 法論 を わか り 易 く 説明 し た . 





浦 井 良幸 著 マイ コン BAS1C で 行う 一 つの デ 

加 エーロ 、 p 。ー 、、 一 クタ を , ある 基準 で 並び か える 処理 
BASIC に よる 高速 ソー トブ プロ グラ ミン グ (ソー ト ) を する 場合 の 効率 よい プ 
ログ ラム 作り を , や さ し く 解説 し た 


A5 178 頁 定価 1700 円 (〒250) 416-18402-6 6 
マイ コン 利用 ビジ ネス マン 向き . 


日 本 図書 館 協会 選定 





向山 建 生 著 パソ コン の 漢字 処理 機能 を フル 活用 
o 内 o ゃ くく RS し た 書籍 管理 と , 名 簿 の 本 格 的 プロ 
パソ コン 漢字 処理 プロ グラ ミン ク グ アラ ミン グ を , 話題 の 333 方 式 に よ 


る 必要 最少 限 の 解説 で , 短期 養成 を 


・ = ロラ ン 宝 田 幸 
A5 180 頁 定価 1700 円 (〒250) 416-18400-X めざす 本 格 的 パソ コン 実用 草 . 





山本 正隆 ・ 佐 野 勝久 ・ 西 崎 実 著 だ れ に で も 現代 の 最 先端 技術 と ペソ 

ES eo コン の 全体 像 と , その 利用 方 法 が ひ 
パソ コン と 先端 技術 と 目 で わか る . モデ ル は ビジ ネス 分 
エレ クト ロニ クス 産業 と は 野 の パソ コン と し て 初め て 世に 出 て 


B5 144 頁 定価 1800 円 (〒300) 416-18411-5 一 世 を 風魔 し た 沖 電気 の ぜ -800. 





諸 情 に より 定価 は 変更 され る 場合 が あり ます の で 予め ご 詠 承 くだ さい 。 


誠 廊 堂 新光 社 出版 案内 











伏見 良隆 著 パソ コン の フロ ッ ピ イー ディ スク を 
o 5 Ss 効率 よく 使う た め の 専 用 ソフ トウ ェ 
パソ コン を 使い こなす た め の ア の 中 で , 最も 普及 し て いる CP ン 
わか る CP/M 入 門 M (control program monitor) の 実 
B5 158 頁 定価 1850 円 (〒300) 416-18212-0 用 入門 ガイ ドブ ッ ク . 
緒方 健二 著 コン ピュ ー タ の こと は よく わか ら な 
AS 上 い の で , な ん と か 旬 強 し た いと 思っ 
絵 で 見 る グン CZNm て いる 人 を 対象 に ,FM-8 を ベー ス に 
入門 パー ソナ ルコ ンピュータ イラ スト で わか りや すく 解説 し た , あ 
四 六 182 頁 定価 800 円 (〒250) 416-18210-4 ら ゆ る 人 に 読め る 超 入 門 書 . 
小松 秀昭 ・ 内 田 昭宏 著 理工 系 の 学生 や 技術 者 が 必ず 必要 と 
o 上 三 する 数 学 を 例題 と し て 選び , 実用 的 
ポケ コン 数 値 計算 か つ 応 用 的 な 数 値 計算 の プロ グラ ム 
理工 系 学生 ・ 電 子 技術 者 の た め の 集 と し て , フロ チャ ー ト と 実際 と を 対 


B5 136 頁 定価 1500 円 (〒250) 416-18226-0 比 き せ て 分 か りや すく まとめ た . 











富士 通 帆 編 富士 通 の FM- 8 に 使用 され る F-BA 
SIC の 概要 か ら プ ログ ラミ ング まで 
FーBASIC 活 用 事典 を 実例 を あげ , 解説 し て いる . 手軽 
に 使え る ポケ ッ ト 判 付録 つき で FM 
B5 228 頁 定価 2200 円 (〒300) 416-18212-3 -8 を 使う 人 に は 必携 の 書 . 

富士 通 帆 編 富士 通 の パソ コン FM- 8 に つい て 解 
5 説 し た 本 で , 本 機 に つなげ る 周辺 機 
FM 一 8 シス テム 解説 器 , 本 機 の 基本 的 な 使い 方 , ソフ ト 
FUJITSU 一 MICRO8 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル ウェ ア の 概要 , 簡単 な プロ グラ ミン 

B5 96 頁 定価 1200 円 (〒250) 416-18120-5 グ 例 , その 他 資 料 編 も ある . 
富士 通帳 編 FM- 7 の 本 体 , 周辺 装置 , シス テム 
軸 の 起動 方 法 。 プ ログ ラム 入力 と 修正 
FM 一 7 シス テム 解説 方 法 , ディ スプ レイ 表示 , 音楽 注 奏 , 
FUJITSU 一 MICRO7 ユ テー ザー ズ マ ニュ アル 日 本 語 表 示 機 能 な ど 基 本 的 な 本 体 に 


B5 310 頁 定価 2500 円 (〒300) 416-18306-2 関連 する 事項 に つい て 解説 . 





諸 情 に より 定価 は 変更 され る 場合 が あり ます の で 予め ご 詠 承 くだ さ い 。 
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コン ピュ ユー タグ ラフ ィ ッ クス の 世界 
画像 時 命 
四 六 倍 判 144 頁 定価 2700 円 


コツ ピコ ョ ー ダ プラ フィ ッ ワ ウス の 
基礎 的 な 展開 か ら 応用 まで PARTI 
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標準 的 物理 フォ ー マ ッ ト 

に :0 リ リー ツル ロレ ルク に 

に さ ク 1 ツウ ロレ ルク 

同一 FDC で は 外せ な い プ ロ テ ク ト 付 箇 1 MB8876A, MB887A の 仕様 書 
プロ テク フト を 持つ プロ グラ ム の 開発 付 角 ら zPD765A/745/7265 の 仕様 書 
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